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はじめに
本マニュ アルについて

本書では、 Voyager ™ 1450g コード付きエ リ ア イ メ ージングスキ ャナ と Voyager 1452g コード レ スエ リ ア イ メ ージングスキ ャナ
の使用方法 と設定の手順について説明し ています。 また、 製品の仕様、 外形寸法、 保証内容、 およびカス タマーサポー ト に
関する情報も含まれています。

Note: ご利用の Voyager 145Xg モデルに合わせて本書から選択し て く ださい。  
PDF および ２ 次元シンボルは 145Xg2D モデルでのみ読取可能です。 145Xg1D では読み取れません。 

ハネウ ェル社のバーコード スキ ャナは、 工場出荷時に一般的な端末および通信装置用にプロ グ ラ ム設定されています。 設定
変更が必要な場合は、 本書記載のバーコード を読み取ってプロ グ ラ ム設定し て く ださい。

アス タ リ ス ク （*） が付いているオプシ ョ ンは工場出荷時の設定を示し ています。

製品の開梱

梱包箱開封後、 以下の手順に従って く ださい。

• 出荷中の損傷がないか確認し ます。 損傷があった場合は、 すぐに配送し た運送会社に連絡し て く ださい。
• 箱の中身に間違いがないか確認し ます。
• 返却も し く は保管用に、 梱包箱はそのま ま保管 く ださい。

接続

USB での接続

スキ ャナも し く はベース をホス ト デバイ スの USB ポー ト に接続し ます。 

1. まず、 適切な イ ン ターフ ェース ケーブル と スキ ャナを接続し、 次にホス ト デバイ ス と接続し ます。

Voyager1450g 　 コード付き
スキ ャナの USB 接続
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Note: 必要な場合、 電源を別途購入し て く ださい。

2. CCB01-010BT ベース を接続する場合、 ケーブルがベースの底部にあ る配線部に固定され、 コード レ スベースが水平な
台の上にま っすぐ置かれているか確認し ます。 

3. スキ ャナから ピーッ と い う 起動音がし ます。 

4. 本書の裏表紙に記載のサンプルシンボルからバーコード を読み取 り 、 スキ ャナまたはコード レ スベースの動作を確認
し て く ださい。

こ の機器は PC 　 USB キーボード用に初期設定されています。 その他の USB 端末と の接続については page 2-3 を参照し
て く ださい。

その他の USB のプロ グ ラ ム設定と技術情報については、 ウ ェブサイ ト www.honeywellaidc.com の 『USB Application Note』
（USB アプ リ ケーシ ョ ン ノー ト ） をご参照 く ださい。

キーボード ウ ェ ッ ジ接続

スキ ャナも し く はコード レ スベースはキーボード と ホス ト デバイ スの間をキーボード入力と同様にでスキ ャナがデータ
出力をする キーボード ウ ェ ッ ジで接続でき ます。 以下は、 キーボード ウ ェ ッ ジ接続の一例です。

1. ホス ト デバイ スの電源をオフにし、 裏側のキーボード ケーブル接続をはずし ます。

2. 適切な イ ン ターフ ェースケーブルを スキ ャナおよびホス ト デバイ スに接続し ます。

CCB01-010BT ベース
の USB 接続
1 - 2
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Note: 必要な場合、 電源を別途購入し て く ださい。

3. CCB01-010BT ベース を接続する場合、 ケーブルがベースの底部にあ る配線部に固定され、 コード レ スベースが水平な
台の上にま っすぐ置かれているか確認し ます。 

4. 端末／コ ンピ ュータの電源をオンにし ます。 スキ ャナから ピーッ と い う 起動音がし ます。

5. 本書の裏表紙に記載のサンプルシンボルからバーコード を読み取 り 、 スキ ャナまたはコード レ スベースの動作を確認
し て く ださい。 スキ ャナから 1 回ビープ音が鳴 り ます。

お使いのスキ ャナも し く はベースは、 IBM PC 　 AT での USA キーボード ウ ェ ッ ジ イ ン ターフ ェース用に設定されていま
す。 バーコードデータにはキ ャ リ ッ ジ リ ターン （CR） サフ ィ ッ ク スが追加されます。 

RS232 シ リ アルポー ト 接続
1. 端末／コ ンピ ュータの電源をオフにし ます。

2. 適切な イ ン タ フ ェースケーブルを接続し ます。

Note: スキ ャナも し く はコード レ スベースが正常に作動する よ う にお使いのホス ト デバイ スに適し たケーブルをご用意
く ださい。

コード付き Voyager 1450g
キーボード ウ ェ ッ ジ接続 ：

CCB01-010BT ベース 
キーボード ウ ェ ッ ジ接続 ：
CCB01-010BT ベース 
キーボード ウ ェ ッ ジ接続 ：
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Note: 必要な場合、 電源を別途購入し て く ださい。

3. CCB01-010BT ベース を接続する場合、 ケーブルがベースの底部にあ る配線部に固定され、 コード レ スベースが水平な
台の上にま っすぐ置かれているか確認し ます。 

4. シ リ アルコネ ク タ を コ ンピ ュータのシ リ アルポー ト に差し込みます。 2 本のネジを締めてコネ ク タ をポー ト に固定し
ます。

5. スキ ャナも し く はコード レ スベースの接続が完了し た ら、 コ ンピ ュータの電源を入れます。

こ のイ ン ターフ ェースはボーレー ト  115,200 、 8 データバイ ト 、 パ リ テ ィ 無し、 1 ス ト ッ プビ ッ ト に設定されています。 

RS485 接続

スキ ャナまたはコード レ スベース を IBM POS 端末と接続し ます。

1. まず、 適切な イ ン ターフ ェースケーブルを スキ ャナ / コード レ スベースに接続し た後、 ホス ト デバイ スに接続し ます。

コード付き Voyager 1450g
RS232 シ リ アルポー ト 接続

CCB01-010BT ベース 
RS232 シ リ アルポー ト 接続
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2. 端末／コ ンピ ュータの電源をオンにし ます。 スキ ャナから ピーッ と い う 起動音がし ます。

3. 本書の裏表紙に記載のサンプルシンボルからバーコード を読み取 り 、 スキ ャナまたはコード レ スベースの動作を確認
し て く ださい。 スキ ャナから 1 回ビープ音が鳴 り ます。

コード付き Voyager 1450g
RS232 シ リ アルポー ト 接続

CCB01-010BT ベースの
RS485 接続
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詳しい RS485 の設定については RS485, page 2-2 を参照し て く ださい。 

CCB01-010BT チャージベースへの設置

読み取 り 方法

スキ ャナには、 イ メ ージ ャの横方向の視界に相当する明るい赤のエイ ミ ングビームを投射する ビ ューフ ァ イ ンダがあ り ます。
エイ ミ ングビームは、 バーコード の中央に合わせて く ださい。 ただし、 読み取 り やす く する ためにどの方向にし て もかまい
ません。

エイ ミ ングビームは、 スキ ャナがバーコード に近づ く と小さ く な り 、 遠ざかる と大き く な り ます。 バーまたはエレ メ ン ト が
小さ なシンボル （ ミ ルサイ ズ / 分解能） はスキ ャナを近づけて読み取 り 、 大き なシンボル （ ミ ルサイ ズ / 分解能） は離し て
読み取って く ださい。   1 個または複数のシンボル （1 ページまたは 1 個の物体の） を読み取る と きは、 目標から適切な距離で
スキ ャナを保持し、 ト リ ガを引き、 エイ ミ ングビームをシンボルの中心に合わせます。 読み取るバーコード の反射が大きい
場合は （ラ ミ ネー ト されている場合など）、 無用な反射を避ける ため、 バーコード を 15 度～ 18 度傾ける こ と が必要な場合が
あ り ます。

メ ニューバーコード のセキ ュ リ テ ィ 設定

ハネウ ェル社のスキ ャナ製品は メ ニューバーコード を読み取るか、 シ リ アルコマン ド を スキ ャナに送る よ う 設計されていま
す。 メ ニューコード の読み取 り を規制し たい場合は、 メ ニューバーコード のセキ ュ リ テ ィ 設定をご利用可能です。 詳し く は、
お近 く のテ ク ニカルサポー ト オフ ィ ス (see カ ス タマーサポー ト  on page 13-1) にご連絡 く ださい。

8x32 thread 
x .39 in. (10mm) deep

2.36 in.
59.84mm

3.35 in.
85.09mm

2.8 in.
72.1mm

Linear bar code 2D Matrix symbol 
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カス タ ムデフ ォル ト の設定

お客様自身のカス タ ムデフ ォル ト の メ ニューコマン ド をお作 り になる こ と ができ ます。 そのためには、 以下の保存し たい メ
ニューコマン ド も し く はシーケン スの前に Set Custom defaults （カス タ ムデフ ォル ト の設定） バーコード を読み取って く ださ
い。 コマン ド が裏表紙から数字のコード を読み取る必要があ る場合は、 そのあ と に Save （保存） のコード を読み取ればシー
ケン ス全体がカス タ ムデフ ォル ト と し て保存されます。 次のカス タ ムデフ ォル ト のためのコマン ド を保存する前に Set 
Custom defaults （カス タ ムデフ ォル ト の設定） コード を再度読み取 り ます。

Note: コード レ スシステムを使用する場合、 カ ス タ ムデフ ォル ト 設定はすべてのワーク グループに適応されます。 コード レ
スシステムを使用し ている場合、 Save Defaults バーコード を スキ ャ ンする こ と でスキ ャナ とベースの両方、 またはア ク
セスポイ ン ト に リ セ ッ ト を実行し、 リ ン ク非接続にな り ます。 リ ン ク を再確立するには、 セ ッ ト ア ッ プコード が入力
される前にスキ ャナをベースに置かれなければな り ません。 ア ク セスポイ ン ト を使用し ている場合、 リ ン クバーコー
ド を読み取って く ださい。 詳細はコード レ スシステムの操作 beginning on page 3-1 を参照し て く ださい。

複数のカス タ ムデフ ォル ト があ り 、 その う ち 1 つの設定を変えたい場合は、 古い設定を上書きするだけです。 例えば、 ブ
ザーの音量をカス タ ムデフ ォル ト では 「低」 に設定し てお り 、 「高」 に変更し よ う と思 う 場合、 Set Custom defaults （カ ス タ ム
デフ ォル ト の設定） バーコード を読み取 り 、 それから Beeper Volume High （ブザー音量 　 大） バーコード を読み取った後に
Save Custom  defaults （カス タ ムデフ ォル ト の保存） を読み取るだけです。 他のカス タ ムデフ ォル ト は残 り 、 ブザー音量の設
定は更新されます。

標準の製品初期設定への リ セ ッ ト

ご使用のスキ ャナでカス タ ムデフ ォル ト を修復し たい場合、 以下の Activate Custom Defaults （カ ス タ ムデフ ォル ト を起動）
バーコード を読み取って く ださい。 これは多 く のユーザーのために推奨するデフ ォル ト バーコード です。 これはスキ ャナの
設定をカス タ ムデフ ォル ト 設定に再設定する ものです。 カス タ ムデフ ォル ト がない場合は、 工場出荷時の初期設定値にな り
ます。 カス タ ムデフ ォル ト によ って指定されていない設定はすべて工場出荷時設定にな り ます。

Note: コード レ スシステムをご使用の場合、 このバーコード を読み取る と、 スキ ャナ とベースにも リ セ ッ ト を実行し、 非接
続と なって し まいます。 コード を入力する前に、 リ ン ク を再確立する ためにスキ ャナをベースに置いて く ださ い。 ア
ク セスポイ ン ト を使用し ている場合、 リ ン クバーコード を読み取って く ださい。 詳細はコード レ スシステムの操
作 beginning on page 3-1 を参照し て く ださい。

カ ス タ ムデフ ォル ト の設定

カ ス タ ムデフ ォル ト の保存

カ ス タ ムデフ ォル ト を起動
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インターフェースの設定
はじめに

この章では、 適な イ ン ターフ ェースのためのシステム設定についてご紹介し ます。

イ ン タ フ ェースのプロ グ ラ ム設定 - プラ グ & プレ イ

プラ グ & プレ イのバーコード で、 一般的に使用されている イ ン タ フ ェース用に簡易スキ ャナセ ッ ト ア ッ プを行 う こ と ができ
ます。

Note: コード の １ つを読み取った後、 ホス ト 端末イ ン ターフ ェース を有効にするため、 再起動する必要があ り ます。

キーボード ウ ェ ッ ジ

ご使用のシステムを IBM PC AT 互換機 やア メ リ カ向けのキーボード と互換性のあ る キーボード ウ ェ ッ ジ イ ン ターフ ェースで
設定される場合は、 以下のバーコード を読み取って く ださい。 キーボード ウ ェ ッ ジは初期設定のイ ン ターフ ェースです。

Note: 以下のバーコード を読み取る と、 キ ャ リ ッ ジ リ ターン （CR） サフ ィ ッ ク ス も有効にな り ます。

ノー ト 型 PC と の直接接続

ほ と んどの ノー ト 型 PC の場合、 Laptop Direct Connect （ノ ー ト 型 PC と の直接接続） バーコード を読み取る こ と で、 内蔵
キーボード と の同時操作が可能にな り ます。 以下の Laptop Direct Connect バーコード も またキ ャ リ ッ ジ リ ターン （CR） サ
フ ィ ッ ク スの設定を行い、 外付けキーボード page 2-16 の使用を有効にし ます。

RS232 シ リ アルポー ト

RS232 Interface バーコード はパソ コ ン も し く は端末のシ リ アルポー ト と の接続に用います。 以下の RS232 Interface バーコー
ド も キ ャ リ ッ ジ リ ターン （CR） やラ イ ンフ ィ ード （LF） サフ ィ ッ ク ス、 な らびに以下で示される よ う なボーレー ト やデータ

フ ォーマ ッ ト 設定を行います。 また ト リ ガーモード も マニュ アルに変換し ます。

オプシ ョ ン 設定

ボーレー ト 115,200 bps

Data Format 　 （基準データ
フ ォーマ ッ ト へ切 り 替え）

8 データ ビ ッ ト 、 パ リ テ ィ ビ ッ ト な し、
1 ス ト ッ プビ ッ ト

IBM PC AT と互換機、 CR サフ ィ ッ ク ス
つき

ノ ー ト 型 PC と の直接接続、
CR サフ ィ ッ ク スつき

RS232 イ ン ターフ ェース
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RS485

IBM POS の端末イ ン ター フ ェースへスキ ャナを接続する場合は、 以下のいずれかの設定バーコード を読み取って く ださい。

Note: これらのバーコード の 1 つを読み取った後は、 かな らずキ ャ ッ シュ レジス タ を再起動し て く ださい。

前述の各バーコード は以下のそれぞれのシンボルへのサフ ィ ッ ク ス を設定し ます。

* サフ ィ ッ ク スは IBM 4683 Port 5B、 IBM 4683 Port 9B、 HHBCR-1、 な らびに IBM 4683 Port 17 イ ン ターフ ェース用の Code 128 に設定されて
います。
**サフ ィ ッ ク スは IBM 4683 Port 9 HHBCR-2 イ ン ターフ ェース Code 128 用に設定されています。

RS485 パケ ッ ト モード

以下を選択する と、 IBM POS 端末上で大きいバーコードデータ を小さいパケ ッ ト へと分割する こ と ができ ます。 大きい
バーコードデータ を小さいパケ ッ ト へと分割するには、 以下の Packet Mode On （パケ ッ ト モード 　 有効） バーコード を
読み取って く ださい。 大きいバーコードデータ を １ つのかたま り と し てホス ト へ送 り たい場合は、 Packet Mode Off （パ

ケ ッ ト モード 　 無効） バーコード を読み取って く ださい。 初期設定 = Packet Mode Off （パケ ッ ト モード 　 無効）

シンボル サフ ィ ッ ク ス シンボル サフ ィ ッ ク ス

EAN 8 0C Code 39 00  0A  0B

EAN 13 16 Interleaved 2 of 5 00  0D  0B

UPC A 0D Code 128 * 00  0A  0B

UPC E 0A Code 128 ** 00  18  0B

MaxiCode 00  2F  0B

BM ポー ト 5B イ ン ターフ ェース

IBM ポー ト 9B 
HHBCR-1 イ ン ターフ ェース

IBM ポー ト 17 イ ン ターフ ェース

IBM Port 9B
HHBCR-2 イ ン ターフ ェース

* パケ ッ ト モー ド 　 無効

パケ ッ ト モー ド 　 有効
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RS485 　 パケ ッ ト の長さ

パケ ッ ト モード使用の際は、 ホス ト に送られる 「パケ ッ ト 」 データのサイ ズを指定する こ と ができ ます。 Packet 
Length （パケ ッ ト の長さ） バーコード を読み取 り 、 次に本書の裏表紙にあ る プロ グ ラ ミ ングチャー ト からパケ ッ ト
サイ ズ （20 ～ 256 の間） を選び、 Save （保存） を読み取 り ます。 初期設定＝ 40

USB IBM SurePos

以下の 「プラ グ＆プレ イ」 コード の う ち一つを読み取 り 、 IBM SurePos (USB ハン ドヘル ド スキ ャナ ) も し く は IBM SurePos 
（USB 卓上スキ ャナ ） イ ン ターフ ェースの設定を行って く ださい。

Note: これらのバーコード の 1 つを読み取った後は、 かな らずキ ャ ッ シュ レジス タ を再起動し て く ださい。

前述の各バーコード は以下のそれぞれのシンボルへのサフ ィ ッ ク ス を設定し ます。

パソ コ ン USB も し く はマ ッ キン ト ッ シ ュのキーボード

以下のコード の う ち一つを読み取 り 、 パソ コ ンの USB キーボード も し く はマ ッ キン ト ッ シュの USB キーボード の設定を行っ
て く ださい。 これらのコード を読み取る と、 CR な らびに LF も追加されます。 ただし、 TRMUSB134 で設定する場合は、

CRLF は付き ません。 　

シンボル サフ ィ ッ ク ス シンボル サフ ィ ッ ク ス

EAN 8 0C Code 39 00  0A  0B

EAN 13 16 Interleaved 2 of 5 00  0D  0B

UPC A 0D Code 128 00  18  0B

UPC E 0A Code 39 00  0A  0B

パケ ッ ト の長さ

USB IBM SurePos 
USB ハン ド ヘル ド スキ ャナイ ン ター

フ ェース

USB IBM SurePos 
USB 卓上ス キ ャナイ ン ターフ ェー

ス

USB キーボー ド – PC

USB キーボード  – Mac
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USB HID

以下のコード の う ち一つを読み取 り 、 USB HID バーコード スキ ャナのスキ ャナ設定を行って く ださい。

USB シ リ アル

以下のコード を読み取 り 、 標準の RS232 ベースの COM Port にエ ミ ュ レー ト する よ う スキ ャナを設定し て く ださ い。 お客様が
Microsoft® Windows® のパソ コ ンをお使いの場合は当社ウ ェブサイ ト  (www.honeywellaidc.com) から ド ラ イバーをダウ ン ロード
し ていただ く 必要がございます。 ド ラ イバーは次に空いている COM ポー ト に接続し ます。 Apple® マ ッ キン ト ッ シュ コ ン
ピ ュータの場合は、 スキ ャナを USB CDC ク ラ スデバイ ス と し て認識し、 自動で ク ラ ス ド ラ イバーを使用し ます。 

Note: 他の設定 （ボーレー ト など） は不要です。

CTS/RTS エ ミ ュ レーシ ョ ン

ACK/NAK モード

USB 日本語キーボー ド – PC

USB HID バーコー ド ス キ ャナ

USB シ リ アル

CTS/RTS エ ミ ュ レーシ ョ ン 　 有効

* CTS/RTS エ ミ ュ レーシ ョ ン 　 無効

ACK/NAK モー ド 　 有効

* ACK/NAK モー ド 　 無効
2 - 4
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USB 用 Remote MasterMind ™

USB イ ン ターフ ェースの場合で、 Remote MasterMind Scanner Management Software (ReM) と通信する設定を行いたい場合、 ReM
と通信する ために、 ReM 有効 バーコード を読み取 り ます。 この機能を無効にするには、 ReM 無効を スキ ャ ン し ます。 初期設
定 = ReM On （ReM 有効）

Note:  Remote MasterMind 設定は Voyager 1450g のみに対応し ています。 Voyager 1452g には対応し ていません。

Verifone® Ruby 端末の初期設定

Verifone Ruby 端末の場合は、 以下のプラ グ＆プレ イ コード を読み取ってスキ ャナを設定し て く ださい。 こ のこ のバーコード
はボーレー ト を 1200 bps 、 データ フ ォーマ ッ ト を 8 データ ビ ッ ト 、 パ リ テ ィ ビ ッ ト 無し、 １ ス ト ッ プビ ッ ト にし ます。 また、
ラ イ ンフ ィ ード (LF) サフ ィ ッ ク スな らびに各シンボル用に以下のよ う なプ リ フ ィ ク ス設定を行います。

Gilbarco® 端末の初期設定

Gilbarco 端末の場合は、 以下のプラ グ＆プレ イ コード を読み取ってスキ ャナを設定し て く ださい。 こ のバーコード はボーレー
ト を 2400 bps に、 データ フ ォーマ ッ ト を 7  データ ビ ッ ト 、 偶数パ リ テ ィ ビ ッ ト 、 2 ス ト ッ プビ ッ ト にし ます。 また、 キ ャ
リ ッ ジ リ ターン （CR） サフ ィ ッ ク スな らびに各シンボル用に以下のよ う なプ リ フ ィ ク ス設定を行います。

シンボル プレ フ ィ ッ ク ス

UPC-A A

UPC-E A

EAN-8 FF

EAN-13 F

シンボル プレ フ ィ ッ ク ス

UPC-A A

UPC-E E0

EAN-8 FF

EAN-13 F

ReM 無効

* ReM 有効

Verifone Ruby の設定

Gilbarco の設定
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Honeywell ２ 面式カ ウ ン タースキ ャナの補助ポー ト 設定

Honeywell 2 面式カ ウ ン タースキ ャナの補助ポー ト 構成の場合は、 以下のプラ グ＆プレ イ コード を読み取ってスキ ャナを設定
し て く ださい。 こ のバーコード はボーレー ト を 38400 bps 、 データ フ ォーマ ッ ト を 8 データ ビ ッ ト 、 パ リ テ ィ ビ ッ ト 無し、 １
ス ト ッ プビ ッ ト にし ます。  

Datalogic ™ Magellan©2 面式カ ウ ン タースキ ャナの補助ポー ト 設定

Magellan 2 面式カ ウ ン タースキ ャナの補助ポー ト 構成の場合は、 以下のプラ グ＆プレ イ コード を読み取ってスキ ャナを設定し
て く ださい。 こ のバーコード はボーレー ト を 9600 bps 、 データ フ ォーマ ッ ト を 8 データ ビ ッ ト 、 パ リ テ ィ ビ ッ ト 無し、 １ ス
ト ッ プビ ッ ト に設定し ます。  

NCR2 面式カ ウ ン タースキ ャナの補助ポー ト 設定

NCR 2 面式カ ウ ン タースキ ャナの補助ポー ト 構成の場合は、 以下のプラ グ＆プレ イ コード を読み取ってスキ ャナを設定し て
く ださい。 各シンボル用に以下のよ う なプ リ フ ィ ク ス設定も行います。

Wincor Nixdorf 端末の初期設定

Wincor Nixdorf 端末の場合は、 以下のプラ グ＆プレ イ コード を読み取ってスキ ャナを設定し て く ださい。 このバーコード は
ボーレー ト を 9600 bps 、 データ フ ォーマ ッ ト を 8 データ ビ ッ ト 、 パ リ テ ィ ビ ッ ト 無し、 １ ス ト ッ プビ ッ ト に設定し ます。 

シンボル プレ フ ィ ッ ク ス シンボル プレ フ ィ ッ ク ス

UPC-A A Interleaved 2 of 5 b

UPC-E E0 Code 128 f

GS1 DataBar 
Omnidirecitonal

r

EAN-8 FF GS1 DataBar 拡張
型

r

EAN-13 F Codabar N

Code 39 a Code 32 
Pharmaceutical 
(PARAF)

a

Honeywell2 面式カ ウ ン タース キ ャナ

Datalogic Magellan2 面式カ ウ ン タース キ ャナの設定

NCR2 面式カ ウ ン タース キ ャナの設

Wincor Nixdorf 端末の設定
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Wincor Nixdorf Beetle ™ 端末の初期設定

Wincor Nixdorf Beetle 端末の場合は、 以下のプラ グ＆プレ イ コード を読み取ってスキ ャナを設定し て く ださい。 このバーコー
ド はボーレー ト を 115200 bps 、 データ フ ォーマ ッ ト を 8 データ ビ ッ ト 、 パ リ テ ィ ビ ッ ト 無し、 １ ス ト ッ プビ ッ ト に設定し ま
す。 各シンボル用に以下のよ う なプ リ フ ィ ク ス設定も行います。

Wincor Nixdorf RS232 モード A

Wincor Nixdorf  RS232 モード A 端末の場合は、 以下のプラ グ＆プレ イ コード を読み取ってスキ ャナを設定し て く ださい。 この
バーコード はボーレー ト を 9600 bps 、 データ フ ォーマ ッ ト を 8 データ ビ ッ ト 、 パ リ テ ィ ビ ッ ト 無し、 １ ス ト ッ プビ ッ ト に設
定し ます。 各シンボル用に以下のよ う なプ リ フ ィ ク ス設定も行います。

シンボル プレ フ ィ ッ ク ス シンボル プレ フ ィ ッ ク ス

Aztec コード V Interleaved 2 of 5 I

Codabar N MaxiCode T

Code 93 L MicroPDF417 S

Code 128 K PDF417 Q

Data Matrix R QR コード U

EAN-8 B Straight  2 of 5 IATA
（2 バース ター ト /
ス ト ッ プ）

H

EAN-13 A UPC-A A0

GS1 DataBar （GS1 
データバー）

E UPC-E C

GS1-128 P その他すべてのバー
コード

M

シンボル プレ フ ィ ッ ク ス シンボル プレ フ ィ ッ ク ス

Code 128 K EAN-13 A

Code 93 L GS1-128 K

Codabar N Interleaved 2 of 5 I

UPC-A A0 Plessey O

UPC-E C Straight  2 of 5 IATA
（2 バース ター ト /
ス ト ッ プ）

H

EAN-8 B GS1 DataBar （GS1 
データバー）

E

その他すべてのバー
コード

M

Wincor Nixdorf Beetle の設定

Wincor Nixdorf RS232 モー ド A の設定
2 - 7



国別キーボード

下の該当する国コード を読み取 り 、 自国用のキーボード をプロ グ ラ ム設定し ます。 原則と し て以下の記号をサポー ト し ます
が、 米国以外の国では特別な注意が必要です。
@  |  $  #  {  }  [  ]  =  /  ‘  \  <  >  ~

国別キーボード

* ア メ リ カ 

アルバニア

アゼ リ ー 　 キ リ ル文字

アゼ リ ー 　 ラ テン

ベラルーシ

ベルギー

ボスニア

ブラ ジル

ブラ ジル 　 MS

ブルガ リ ア 　 キ リ ル文字
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国別キーボード ( 続き )

ブルガ リ ア 　 ラ テン

カナダ （フ ラ ン ス語 Legacy

カナダ 　 フ ラ ン ス語

カナダ 　 多言語

ク ロ アチア

チェ コ

チェ コ 　 プロ グ ラ マー

チェ コ 　 QWERTY

チェ コ 　 QWERTZ

デンマーク

オ ラ ンダ
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国別キーボード ( 続き )

エス ト ニア

フ ェ ロー語

フ ィ ン ラ ン ド

フ ラ ン ス

ゲール語

ド イ ツ

ギ リ シ ャ

ギ リ シ ャ 　 220 ラ テン

ギ リ シ ャ 　 220

ギ リ シ ャ 　 319 ラ テン

ギ リ シ ャ 　 319
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国別キーボード ( 続き )

ギ リ シア 　 ラ テン

ギ リ シ ャ 　 MS

ギ リ シ ャ 　 Polytonic

ヘブラ イ語

ハンガ リ ー語 　 101 キー

ハンガ リ ー

ア イ ス ラ ン

ア イルラ ン ド

イ タ リ ア語 　 142

イ タ リ ア

日本語
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国別キーボード ( 続き )

カザフ ス タ ン

キルギス タ ン 　 キ リ ル文字

ラ テンア メ リ カ

ラ ト ビア

ラ ト ビア QWERTY

リ ト アニア

リ ト アニア 　 IBM

マケ ド ニア

マルタ

モンゴル 　 キ リ ル文字

ノ ルウ ェー
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国別キーボード ( 続き )

ポーラ ン ド

ポーラ ン ド語 　 214

ポーラ ン ド 語 　 プロ グ ラ マー

ポル ト ガル語

ルーマニア

ロ シア

ロ シア 　 MS

ロ シア 　 タ イプラ イ ター

SCS

セルビア 　 キ リ ル文字

セルビア 　 ラ テン
2 - 13



国別キーボード ( 続き )

Slovakia （ス ロ ヴ ァ キア）

ス ロ ヴ ァ キア 　 QWERTY

ス ロ ヴ ァ キア 　 QWERTZ

ス ロ ヴ ェニア

スペイ ン

スペイ ン語 　 変動

ス ェーデン

ス イ ス 　 フ ラ ン ス語

ス イ ス 　 ド イ ツ語

タ タール語

ト ルコ 　 F
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キーボード ス タ イル

Caps Lock や Shift Lock などのキーボード ス タ イルを設定し ます。 キーボード の変換設定を行った場合は、 以下のキーボード
ス タ イル設定すべてを上書き し ます。 初期設定 = Regular （レギュ ラー）

通常 Caps Lock キーがオフの場合は、 レギ ュ ラーを使用し ます。

通常 Caps Lock Caps Lock キーがオンの場合は Caps Lock を使用し ます。

国別キーボード ( 続き )

ト ルコ 　 Q

ウ ク ラ イナ

イ ギ リ ス

ア メ リ カ 　 Dvorak

ア メ リ カ 　 Dvorak left

ア メ リ カ 　 Dvorak right

ア メ リ カ 　 イ ン ターナシ ョ ナル

ウ ズベキス タ ン 　 キ リ ル文字

* レギ ュ ラー

Caps Lock 
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通常 Shift Lock キーがオンの場合は、 Shift Lock を使用し ます。 ( ア メ リ カキーボード では通常不使用。 )

Caps Lock キーのオン／オフを切 り 換え る場合は、 自動 Caps Lock を使用し ます。   キーをオン／オフする と、 ソ フ ト が追跡反
応確認し て自動的に対応し ます。 こ の設定を使用でき るのは、 Caps Lock の状態を確認する LED があ る システム （ AT キー
ボード） の場合のみです。

Caps Lock の切 り 換えに Caps Lock キーを使用でき ない国 （ド イ ツ、 フ ラ ン スなど） では Autocaps via NumLock のバーコード
を読み取 り ます。 NumLock オプシ ョ ンは、 通常の Autocaps と同じ働き を し ますが、 Caps Lock. の現在の状態を確認するには、 
NumLock を使用し ます。

外付けキーボード (IBM AT または相当品 ) を使用し ていない場合は、 Emulate External Keyboard を読み取 り ます。  

Note: Emulate External Keyboard のバーコード を読み取った後は、 コ ンピ ュータ をかな らず再起動し て く ださ い。

キーボード の変換

アルフ ァベッ ト のキーボード文字を強制的にすべて大文字またはすべて小文字にでき ます。 例えば、 「 abc569GK 」 と い う
バーコード の場合、 Convert All Characters to Upper Case バーコード を読み取る と、 「 ABC569GK 」 と出力させる こ と ができ ま
す。 また、 Convert All Characters to Lower Case バーコード を読み取る と、 「 abc569gk 」 と出力し ます。 

こ の設定はキーボード ス タ イルキーボード ス タ イルでの設定を上書き し ます。 

Note: お使いのイ ン ターフ ェースがキーボード ウ ェ ッ ジの場合は、 自動 Caps Lock 自動 Caps Lock (page 2-16) の メ ニューコー
ド を まず読み取って く ださい。 そ う でない場合はご希望と違 う 出力になる こ と があ り ます。 

初期設定 = Keyboard Conversion Off （キーボード の変換 　 無効） 

Shift Lock

自動 Caps Lock 

Autocaps via NumLock 

Emulate External Keyboard 

* キーボード 変換 　 無効

すべてのキ ャ ラ ク タ を大文
字に変換
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制御キ ャ ラ ク タの出力

こ の機能を選択する と、 コ ン ト ロールキ ャ ラ ク タの代わ り にテキス ト 文字列を送信し ます。 例えば、 キ ャ リ ッ ジ リ ターンの
ためのコ ン ト ロールキ ャ ラ ク タが必要な と き、 ASCII コード の 0D の代わ り に、 「CR」 と出力表示されます。 ASCII 変換チャー
ト （コードページ 1252） on page A-3 を参照し て く ださい。 00 から １ F までが変換されます （チャー ト の 初の列）。 初期設
定 =Off （無効）

Note: Control + ASCII モード はこ のモード を上書き し ます。 

キーボード設定

こ こ では、 CTRL+ ASCII コードやターボモード と いった特別なキーボード の機能調節を行います。

Control + ASCII モード有効 : 00 ～ 1F の値について、 ASCII 制御キ ャ ラ ク タ用にキーを組み合わせて送信し ます。 Windows は
推薦モード です。 すべてのキーボード の国別コード がサポー ト されています。 DOS モード はレガシーモード であ り 、 すべて
のキーボード の国別コード をサポー ト し ているわけではあ り ません。 新規ユーザーは Windows モード をお使い く ださい。
CTRL+ASCII の値については、 キーボード フ ァ ン ク シ ョ ンの関係 , page 8-1 を参照し て く ださ い。 

Windows Mode Prefix/Suffix 無効 :00 ～ 1F の値について ASCII 制御キ ャ ラ ク タ用にキーを組み合わせて送信し ますが、 プ リ フ ィ
ク スな らびにサフ ィ ッ ク スの情報転送は一切行いません。

初期設定 = Control + ASCII Mode Off （Control + ASCII モード 　 無効）

すべてのキ ャ ラ ク タ を小文
字に変換

コ ン ト ロールキ ャ ラ ク タ出力 　 有効

* コ ン ト ロールキ ャ ラ ク タ出力 　 無効

Windows モー ド の Control + X モー ド  有
効 

* Control + X モー ド 　 無効 

DOS モー ド の Control + X モー ド 有効 

Windows Mode Prefix/Suffix 無効
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Turbo Mode: ター ミ ナルへのキ ャ ラ ク タ送信を高速化し ます。 ター ミ ナルでキ ャ ラ ク タの読み落と しがあ る場合は使用し ない

で く ださい。 初期設定 = Off （無効）

数字キーパッ ド モード : テンキーで入力し た よ う に数字を送信し ます。 初期設定＝ Off （無効）

自動直接接続モード : IBM AT 型のター ミ ナルを使用し、 システムでキ ャ ラ ク タの読み落と しがあ る場合に使用でき ます。 初

期設定＝ Off （無効）

RS232 モデ ィ フ ァ イヤ

RS-232 ボーレー ト

スキ ャナから ター ミ ナルに指定の速度でデータ を送信し ます。 ホス ト ター ミ ナルは、 スキ ャナ と かな らず同じボーレー

ト に設定し て く ださい。 初期設定＝ 9600

ターボモー ド 　 有効 

* ターボモー ド 　 無効 

数字キーパ ッ ド モード 　 有効 

* 数字キーパ ッ ド モード 　 無効 

自動直接接続モー ド 　 有効 

* 自動直接接続モー ド 　 無効 

300

600
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RS232 ワード長 ： データ ビ ッ ト ス ト ッ プビ ッ ト パ リ テ ィ

データ ビ ッ ト はワード長をキ ャ ラ ク タ あた り 7 または 8 データ ビ ッ ト に設定し ます。 アプ リ ケーシ ョ ンで必要なのが
ASCII Hex キ ャ ラ ク タの 0 ～ 7F （文字、 数値、 句読点） だけの場合は、 7 データ ビ ッ ト を選択し て く ださ い。 フルセ ッ ト
の ASCII キ ャ ラ ク タ を使用する アプ リ ケーシ ョ ンでは、 キ ャ ラ ク タ あた り 8 データ ビ ッ ト を選択し ます。 初期設定＝ 8

ス ト ッ プビ ッ ト は １ または 2 に設定し ます。 初期設定＝ 1

パ リ テ ィ はキ ャ ラ ク タ ビ ッ ト パターンが適正かど う かをチェ ッ ク し ます。

初期設定＝ None

1200

2400

4800

*9600

19200

38400

57,600

 115,200

7 データビット、 1 ストップビット、 偶数パリティ
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RS232 Receiver Time-Out 　 （RS232 レシーバータ イ ムア ウ ト ）

スキ ャナは RS232 レシーバータ イ ムア ウ ト が切れる まで、 データ を受信するために待機し ています。 マニュ アル ト リ
ガーでタ イ ムア ウ ト を リ セ ッ ト し ます。 RS232 レシーバーがス リ ープ中の場合、 キ ャ ラ ク タ を送信し てレシーバーを起動
し、 タ イ ムア ウ ト を リ セ ッ ト する こ と ができ ます。 CTS ラ イ ン上の ト ラ ンザク シ ョ ンでも、 レシーバーを起動し ます。
レシーバが完全に起動するのには 300 ミ リ 秒かか り ます。 次のバーコード を読み取って RS232 Receiver Timeout （RS232
レシーバータ イ ムア ウ ト ） を変更し、 本書の裏表紙内側から数字を読み取 り 、 次に Save （保存） を読み取 り ます。 設定
範囲は 0 ～ 300 秒です。 設定範囲は 0 ～ 300 秒です。   初期値＝ 0 秒 （タ イ ムア ウ ト な し－常時オン）

RS232 ハン ド シェ イ ク

RS232 ハン ド シェ イ ク と は、 ホス ト デバイ スから送信される ソ フ ト ウ ェア コマン ド を利用し て、 ス キ ャナからのデータ送
信を制御する ものです。    RTS/CTS を無効にする と、 データのフ ロー制御はでき ません。  

7 データビット、 1 ストップビット、 パリティ無し

7 データビット、 1 ストップビット、 奇数パリティ

7 データビット、 2 ストップビット、 偶数パリティ

7 データビット、 2 ストップビット、 パリティ無し

7 データビット、 2 ストップビット、 奇数パリティ

8 データビット、 1 ストップビット、 偶数パリティ

  * 8 データビット、 1 ストップビット、 パリティ無
し

8 データビット、 1 ストップビット、 奇数パリティ

RS232 レシーバータ イ ムア ウ ト
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Flow Control, No Timeout （フ ロー制御、 タ イ ムア ウ ト 無し） ： 送信するデータがあ る場合、 スキ ャナは RTS をアサー ト
し、 無期限にホス ト から アサー ト された CTS を待ちます。

Two-Direction Flow Control （二方向 フ ロー制御） ： スキ ャナはホス ト への送信が可能な場合、 RTS をアサー ト し、 ホス ト
はデバイ スへの送信が可能な場合 CTS をアサー ト し ます。

Flow Control with Timeout （タ イ ムア ウ ト つき フ ロー制御） ： スキ ャナは送信するデータがあ る場合、 RTS をアサー ト し、
ホス ト にアサー ト された CTS をデ ィ レー （遅延） 分 (see RS232 タ イ ムア ウ ト  on page 2-21) の RS232 タ イ ムア ウ ト を参
照） 待ちます。 も しデ ィ レータ イ ムが過ぎて も CTS がアサー ト されていない場合、 デバイ スが送るバッ フ ァは取 り 消さ

れ、 読み取 り を再開し ます。 初期設定 = RTS/CTS Off （RTS/CTS 　 無効）

RS232 タ イ ムア ウ ト

タ イ ムア ウ ト つきのフ ロー制御を用いる場合は、 ホス ト からの CTS 待機時間の長さ を設定し なければな り ません。 以下
のバーコード を読み取 り 、 タ イ ムア ウ ト の長さ （ ミ リ 秒単位） を設定し、 裏表紙にあ る数字を読み取って タ イ ムア ウ ト
（1 ～ 5100 ミ リ 秒） を設定し、 Save （保存） を読み取って く ださい。 

XON/XOFF

スキ ャナへデータ送信 (XON/XOFF On) や送信中止 (XON/XOFF Off) を行わせる際には標準 ASCII コ ン ト ロールキ ャ ラ ク
タが用いられます。 ホス ト デバイ スが XOFF キ ャ ラ ク タ (DC3, hex 13) を スキ ャナに送信する こ と で送信を一時中断し ま
す。 送信を再開するには、 ホス ト から XON キ ャ ラ ク タ (DC1, hex 11) を送信し ます。 データ送信は、 XOFF 送信によ って

停止された と こ ろから続行されます。 Default = XON/XOFF Off. 　 XON/XOFF 　 無効）

フ ロー制御、 タ イ ムア ウ ト 無し

二方向フ ロー制御

タ イ ムア ウ ト つき フ ロー制御

* RTS/CTS 　 無効

RS232 タ イ ムア ウ ト

XON/XOFF 　 有効

 * XON/XOFF 　 無効
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ACK/NAK

データ送信の後、 スキ ャナはホス ト からの ACK キ ャ ラ ク タ (hex 06) も し く は NAK キ ャ ラ ク タ (hex 15) レ スポン ス を待ち
ます。 ACK を受け取る と、 交信は完成し、 スキ ャナはさ ら なるバーコード を探し ます。 NAK を受け取る と、 後のバー
コード が送信され、 スキ ャナは ACK や NAK を再度待ち受けます。 ACK/NAK プロ ト コルを有効にする場合は、 以下の
ACK/NAK On （ACK/NAK 　 有効） バーコード を読み取って く ださい。 ACK/NAK プロ ト コルをオフにする場合は ACK/

NAK Off （ACK/NAK 　 無効） を読み取 り ます。 Default = ACK/NAK Off 　 （ACK/NAK 　 無効）

スキ ャナから 2 面式カ ウ ン タースキ ャナへの通信

以下の設定はハネウ ェル社製スキ ャナ と 2 面式カ ウ ン タースキ ャナ と の通信の接続に用います。  

Note: 2 面式カ ウ ン タースキ ャナ と の通信には、 ボーレー ト を 38400 に、 RS232 タ イ ムア ウ ト を 3000 に設定し なければな り
ません。 詳し く は、 See "RS-232 ボーレー ト " on page 2-18 と RS232 タ イ ムアウ ト on page 2-21 をご参照 く ださ い。

2 面式カ ウ ン タースキ ャナパケ ッ ト モード

Packet Mode On （パケ ッ ト モード 　 有効） は 2 面式カ ウ ン タースキ ャナ と の互換性のために、 スキ ャナのフ ォーマ ッ ト を

設定する と きに読み取 り ます。 初期設定 = Packet Mode Off （パケ ッ ト モード 　 無効）

2 面式カ ウ ン ター式スキ ャナ 　 ACK/NAK モード

各パケ ッ ト が送信された後、 スキ ャナが 2 面式カ ウ ン タースキ ャナからの ACK も し く は NAK を待つ場合には Bioptic 
ACK/NAK On 　 （Bioptic ACK/NAK 　 有効） を読み取 り ます。 下記の 2 面式カ ウ ン タースキ ャナ ACK/NAK タ イ ムア ウ ト
はスキ ャナがレ スポン スに対し どの程度待つかを制御する ものです。 初期設定 = Bioptic ACK/NAK Off （2 面式スキ ャナ

　 ACK/NAK 　 無効）

ACK/NAK 　 有効

 * ACK/NAK 　 無効

* パケ ッ ト モード 　 無効 

パケ ッ ト モー ド 　 有
効 

* 2 面式カ ウ ン タース キ ャナ 
ACK/NAK 　 無効 

2 面式カ ウ ン タースキ ャナ ACK/
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2 面式カ ウ ン タースキ ャナ ACK/NAK タ イ ムア ウ ト

2 面式カ ウ ン タースキ ャナからの ACK/NAK レ スポン スに対する タ イ ムアウ ト 時間 （ ミ リ 秒単位） を設定する ものです。
以下のバーコード を読み取 り 、 裏表紙内側から数字を読み取 り 、 タ イ ムア ウ ト 時間 （1 ～ 30,000 ミ リ 秒） を設定し た後、
Save （保存） を読み取 り ます。   初期設定 = 5100

ACK/NAK タ イ ムア ウ ト
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3

コードレスシステムの操作
Note: 本章はコード レ ス スキ ャナのみを対象と し ています。 コードつき スキ ャナには適用でき ませんので、 ご注意 く ださい。 

コード レ スチャージベース / ア ク セスポ イ ン ト の仕組

コード レ スチャージベース またはア ク セスポイ ン ト はコード レ ス スキ ャナ と ホス ト システム間の通信を行います。 ベース ま
たはア ク セスポイ ン ト はイ ン タ フ ェースアセンブ リ と無線周波 （RF） モジュールから成 り ます。 RF モジュールは、 コード レ
ス スキ ャナ と イ ン ターフ ェースアセンブ リ 間のデータ交換を行います。 制御アセンブ リ は中枢イ ン ターフ ェースの動作を調
整し ます。 それには、 ホス ト システム と の間で行われる コマン ドやデータの送受信、 ソ フ ト ウ ェ アの実行 （パラ メ ータの メ
ニュー化、 視覚イ ンジケーターのサポー ト 、 パワーオン診断）、 ホス ト システムのために必要なデータ変換を含みます。

コード レ スチャージベースはスキ ャナの充電器でも あ り ます。 詳細については充電について , page 3-4 を参照し て く ださい。

スキ ャナのチャージベースへの接続

ベース を接続する前に電源をオフにし、 ベースが完全に接続された時点でホス ト デバイ ス を起動し て く ださい。 ベースが接
続され、 ホス ト デバイ スが起動し てから スキ ャナをベースに差し こみ通信し ます。 ベースの緑色の LED が点滅する と、 ス
キ ャナのバッ テ リ ーが充電中であ る こ と を示し ます。

スキ ャナ とベースが以前に通信し ていた場合は、 反応はあ り ません。 スキ ャナ とベースが今回初めて通信接続された場合、
双方の無線が通信し た時点でスキ ャナ とベースの両方から音が鳴 り ます。 これでこの一台のスキ ャナが一台のベースに接続
された こ と にな り ます。

コード レ スシステムが正し く 設定されているか判断するには、 本書の終わ り にあ るサンプルバーコード の １ つを読み取って
みて く ださい。 スキ ャナから読み取 り 有効を示すピーッ と い う 音が一回発せられ、 緑の LED が点灯し た場合、 スキ ャナ と
ベースの連結が成功し ています。   エラーブザーが鳴 り 、 赤い LED が点灯し た場合、 スキ ャナはベースに接続されていませ
ん。 問題解決に関する情報は page 12-4 の ト ラブルシューテ ィ ングの項目を参照し て く ださい。

スキ ャナ と ア ク セスポイ ン ト の接続

コ ンピ ューター （ ノー ト PC/ デス ク ト ッ プ） を起動し ます。 はじめにイ ン ターフ ェースケーブ
ルをア ク セスポイ ン ト に接続し、 次にコ ンピ ューターのポー ト へ接続し ます。 ホス ト への接続
が確立する とページボタ ンが点灯し ます。

CCB01-010BT チャージベース
ユニ ッ ト  

ページ
（呼出し）
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ア ク セスポイ ン ト の上部にあ る リ ン クバーコード を読取、 ア ク セスポイ ン ト と ス
キ ャナ間の接続を確立し ます。 スキ ャナは短いビープ音が鳴 り 、 緑の LED が点滅
し、 ア ク セスポイ ン ト の接続が確認でき ます。 ア ク セスポイ ン ト のページボタ ンが
青のま まです。

リ ン ク されたスキ ャナの交換

チャージベース またはア ク セスポイ ン ト に リ ン ク された故障し た り 紛失し たスキ ャナを交換する必要があ る場合、 新しいス
キ ャナで以下の Override Locked Scanner （ロ ッ ク スキ ャナの無効化） バーコード を読み取 り 、 スキ ャナをベースユニ ッ ト に置
く か、 Access Point linking バーコード を読み取 り ます。 ロ ッ ク された リ ン ク が無効化され、 故障または紛失し たスキ ャナの
ベースユニ ッ ト またはア ク セスポイ ン ト と の リ ン ク が削除され、 新しいスキ ャナが リ ン ク されます。

コード レ スシステム と ホス ト デバイ ス間の通信 

バーコード が正し く 読み取られてベースがデータの受信を認知する と、 コード レ ス スキ ャナは 「読み取 り 成功」 を視覚的か
つ聴覚的 （スキ ャナ上部の緑色 LED が点灯し、 と ピーッ と い う 音が鳴る） に表示し ます。 バーコード が正し く スキ ャ ン され、
ベースユニ ッ ト またはア ク セスポイ ン ト からデータ受信確認がされた こ と を示し ます。 コード レ スシステムはスキ ャナ と
ベース またはア ク セスポイ ン ト の間で双方向通信する ため、 こ のよ う な こ と が可能にな り ます。

データが読み取られる と、 データはベース またはア ク セスポイ ン ト を介し てホス ト システムへ送られます。 コード レ ス ス
キ ャナはベース またはア ク セスポイ ン ト からのデータの認知 （ACK） を認識し ます。 データがベース またはア ク セスポイ ン
ト へ正し く 送信されたか否か判定でき ない場合は、 スキ ャナはエラーを表示し ます。 その際には、 スキ ャ ン されたデータが
ホス ト システムによ って受信されたかをチェ ッ ク し なければな り ません。

1. 読取成功する とベースユニ ッ ト またはア ク セスポイ ン ト から ACK を受信し ます。

2. ベースユニ ッ ト またはア ク セスポイ ン ト がホス ト システムへデータ を送信し ます。

通信固定されたスキ ャナの上書き
( シングルス キ ャナ )

2

1

2
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スキ ャナ とベースユニ ッ ト またはア ク セスポイ ン ト のプロ グ ラ ム

システム と し てスキ ャナ とベース またはア ク セスポイ ン ト を一緒に使用する場合、 メ ニューパラ メ ータ と設定がチャージ
ベース またはア ク セスポイ ン ト に保存されます。 それゆえ、 メ ニュー構成設定をプロ グ ラ ムする場合、 スキ ャナはチャージ
ベース またはア ク セスポイ ン ト に リ ン ク し ている必要があ り ます。

Note: スキ ャナがチャージベース またはア ク セスポイ ン ト に リ ン ク されている場合のみ適応されます。 スキ ャナが ノ ンベー
スモーの場合、 設定はスキ ャナに保存されます。 

RF ( 無線周波 ) モジュールの操作

コード レ スシステムは二方向 Bluetooth® 無線を利用し て、 スキ ャナおよびベース またはア ク セスポイ ン ト 間におけるデータ
の送受信を行ないます。 ラ イセン ス不要な ISM 帯域を使用する こ と で、 周波数が無作為に変化する無線信号に、 比較的小さ
いデータパケ ッ ト を載せて高速なデータ レー ト で送信し ています。 それ故に、 当コード レ スシステムを多様なデータ収集ア
プ リ ケーシ ョ ンに対応でき、 かつノ イ ズの多い無線周波環境に対し て強い耐性のあ る製品にし ています。 CCB01-010BT 
(Bluetooth ク ラ ス 2) は環境によ り ますが、 スキ ャナ とベース またはア ク セスポイ ン ト 間の通信距離はおよそ 10m 程度にな り
ます。 こ の範囲のコ ン ト ロールについてはフ レキシブルパワーマネージ メ ン ト , page 3-12 のフ レキシブル出力管理の項目を
ご覧 く ださい。

システム条件

あ る スキ ャナをベース またはア ク セスポイ ン ト に連動させた り 、 スキ ャナを通信可能範囲外へ持ち出し た り 、 更に中へ再び
持ち込んだ り 、 2 つのコード レ スシステムの間でスキ ャナを交換し た り する際、 コード レ スシステムの構成部分は、 特定の相
互作用を起こ し ます。 下記はコード レ スシステムの動作条件について説明し た ものです。

通信プロセス

スキ ャナがコード レ スチャージベースに差し込まれる と、 スキ ャナのバッ テ リ ー残量がチェ ッ ク され、 ソ フ ト ウ ェアは
自動的にスキ ャナを検知し ます。 選択された接続モード に合わせてスキ ャナをベースに接続し ます。  

ア ク セスポイ ン ト への接続に関する情報はスキ ャナ と ア ク セスポイ ン ト の接続 , page 3-1 を参照し て く ださい。

スキ ャナが通信可能範囲外にあ る と き

コード レ ス スキ ャナはバーコードデータ を送信し ていない と き も、 ベース またはア ク セスポイ ン ト と通信し ています。
スキ ャナが数秒にわたってベース またはア ク セスポイ ン ト と通信でき ない と きは、 スキ ャナが通信可能範囲外にあ る こ
と にな り ます。 スキ ャナが通信可能範囲外にあ る と きにバーコード を読み取る と、 スキ ャナはエラーブザーを発し て
ベース またはア ク セスポイ ン ト と通信し ていないこ と を示し ます。 コード レ スチャージベース も ア ラーム音を発する こ
と ががあ り ます。 通信範囲外警告 , page 3-10 を参照し て く ださい。

スキ ャナが通信可能範囲内へ戻った と き

スキ ャナ、 ベース またはア ク セスポイ ン ト が リ セ ッ ト されたか、 スキ ャナが通信可能範囲内に戻った と き、 スキ ャナは
再度通信を開始し ます。 スキ ャナが通信を再度確立する際、 通信再確立プロセス （パラ メ ータ テーブルのア ッ プロード）
が完了する と、 音が一回鳴 り ます。 詳細については通信範囲外警告 on page 3-10 を参照し て く ださい。

バッチモード有効時での通信可能範囲への出入 り

スキ ャナは通信可能範囲外において数多 く のシンボル （UPC シンボル約 500 個、 他はばらつき あ り ） を保存し、 通信可
能範囲内に戻った時点でベースへ送信する こ と ができ ます。 (see バッチモード on page 3-13)  

こ のモード では、 通信エラーブザーは聞こ えませんが、 無線通信が機能し ていない場合、 ト リ ガーを引いた と きに短い
ブザー音が聞こ えます。 無線接続がされてデータがベース またはア ク セスポイ ン ト に送信されている間、 スキ ャナは一
連のピーッ と い う 音を発し ます。

ページ （呼出し） ボタ ン

ベース またはア ク セスポイ ン ト のページボタ ンを押すと、 そのベース またはア ク セスポイ ン ト に接続し ている スキ ャナ
がピーッ と い う 音 （3 回短 く 、 1 回長 く ） を鳴ら し始めます。 呼び出しに応じ て鳴っている スキ ャナの ト リ ガーを引 く
か、 ベース またはア ク セスポイ ン ト のページボタ ンを も う 一回押すと、 接続し ているすべてのスキ ャナが鳴 り 止みます。
ページボタ ンの設定に関する詳細は、 ページング （スキ ャナの呼び出し） on page 3-7 のページング （呼出し） の項をご
参照 く ださい。 
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バッ テ リ について

バッ テ リ 交換を誤る と、 爆発するおそれがあ り ます。 ハネウ ェルが推奨するバッ テ リ のみに交換し て く ださ い。 使用
済みバッ テ リ は、 それを廃棄する国の所轄省庁が指定し た リ サイ クル方法に従って処分し て く ださい。

コード レ ス スキ ャナの電源は、 スキ ャナハン ド ル内に組み込まれた充電式バッ テ リ から供給されます。 出荷時には、
約 30％から 60％程度バッ テ リ ーを充電し てあ り ますが、 充電容量 大限まで完全に充電する こ と を推奨致し ます。 初に使
用する際、 適な性能を確保する為に 低 4 時間の充電を行なって く ださい。

充電について

バッ テ リ は、 スキ ャナがコード レ スチャージベースに差し込まれている間に充電される設計になっています。 充電状態
を現すイ ンジケーターの解釈については、3-6 ページベースユニ ッ ト / ア ク セスポイ ン ト の LED シーケン ス と意味 , page 
3-5 のベースの LED シーケン スに関する項目をご参照 く ださい。 スキ ャナをベースに接続する こ と な く 充電する必要が
あ る場合は、 充電限定モード (page 3-9) の充電限定モード の項目をご覧 く ださい。

適切な電源がベースに接続されている こ と を確認し、 スキ ャナをベースに差し込んで く ださい。 定格出力 5 ～ 5.2Vdc、 
1A の Limited Power Source (LPS) か ク ラ ス 2 タ イプの電源のみをご使用 く ださい。

Note: 外部電源をチャージベースの補助ポー ト に差し込まず、 イ ン ターフ ェース ケーブル （例えば USB ケーブル） を介
し てホス ト デバイ スからベースへ電力を供給する場合、 充電に使える電力が減って し まいますので、 充電時間が
よ り 長 く な り ます。 

バッ テ リ についての推奨事項
• バッ テ リ は リ チウ ム イオン電池で、 完全に充電せずに使えますし、 耐用寿命に悪影響を及ぼすこ と な く 、 放電し き っ

てからでな く て も充電でき ます。 この種のバッ テ リ については、 充電 / 放電コ ンデ ィ シ ョ ニングをする必要があ り ま
せん。

• ホス ト デバイ ス を使用し ていない と きは、 ベース を電源に接続し ておいて く ださい。
• 欠陥のあ るバッ テ リ は、 スキ ャナ破損の原因にな り ますので、 直ちに交換し て く ださい。
• バッ テ リ は何回も充電でき ますが、 終的には消耗し て し まいます。 十分に充電でき な く なった場合、 バッ テ リ を交

換し て く ださい。
• 電池や充電器が正常に機能し ているか判ら ない と きには、 ハネウ ェルか正規サービ スセン ターへ送って点検し て く だ

さい。 詳細についてはカ ス タマーサポー ト on page 13-1 を参照し て く ださい。

Caution:
当装置には部品番号 100000495、 定格 3.7 Vdc、 7.4Whr のハネウ ェル社製 リ チウ ム イオン電池パッ クのみをご
使用 く ださい。 ハネウ ェル社提供以外のバッ テ リ を使用し て故障し た場合、 保証の対象外です。

リ チウ ム電池の安全に関する注意事項
• バッ テ リ を燃やし た り 、 加熱し た り し ないこ と。
• 火気 ・ 高温の場所を避けて保管する こ と。
• 金属製品と と もにバッ テ リ を保管し た り 、 所持し た り し ないこ と。
• 水気を避け、 バッ テ リ を濡ら さ ないよ う にする こ と。
• 金属製品を使ってバッ テ リ の陽極 と陰極を接続 （シ ョ ー ト ） し ないこ と。
• バッ テ リ に穴を開けた り 、 たたいた り 、 踏んだ り 、 強い衝撃を与えた り し ないこ と。
• バッ テ リ を解体 ・ 改造し ないこ と。     

Caution: 
バッ テ リ 交換を誤る と、 爆発するおそれがあ り ます。 使用済みバッ テ リ は、 それを廃棄する国の所轄省庁が
指定し た リ サイ クル方法に従って処分し て く ださい。

バッ テ リ の適切な処分

バッ テ リ が耐用年数の終わ り に達し た と きは、 資格を持つ リ サイ クル業者ないし危険物取扱業者に
よ って処分し て く ださ い。 バッ テ リ を一般廃棄物と共に焼却し た り 、 処分し た り し ないで く ださい。
スキ ャナのバッ テ リ を弊社に御返却いただ く こ と も可能です。 （送料ご負担いただき ます。） 使用済み
バッ テ リ の梱包、 表示、 明細書作成、 輸送に関するすべての国 ・ 連邦 ・ 州 ・ 自治体法規の遵守は輸送
業者の責任です。 リ サイ クル ・ 処分に関し ては、 製品サービ ス部門 (page 13-1) にお問い合わせ く ださ
い。 バッ テ リ ーをご返送いただ く 費用が高額な場合、 地元の リ サイ クル処理業者にて処分された方が
経費を抑え られる場合も あ り ますので、 まずは御問い合わせ く ださい。

!

!

!
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ブザー ・ LED のシーケン ス と意味

スキ ャナ上部には LED が組み込まれてお り 、 通電 ・ 通信 ・ 電池残量を表示し ます。 ベース上部に LED があ り 、 起動 ・ 通信 ・
充電状態を表示し ます。 赤色 LED ＝エラー、 緑色 LED= あ らゆる種類の正常な完了を意味し ます。 スキ ャナ と CCB01-010BT
ベースユニ ッ ト にも音によ る表示も あ り ます。 エラーブザー １ 回＝エラー、 ２ 回ピーッ＝ メ ニュー変更、 １ 回ピーッ＝それ
以外のすべての正常な完了です。

下記の表にスキ ャナの LED 点灯 ・ ブザーによ る表示のしかた と その原因を ま と めてあ り ます。

スキ ャナの LED シーケン ス と意味

ベースユニ ッ ト / ア ク セスポイ ン ト の LED シーケン ス と意味

ベースについている赤色 LED と ア ク セスポイ ン ト についている青い LED が本体の状態を表し、 ホス ト システム と の通信
状態を確認する こ と ができ ます。 またベースユニ ッ ト の緑色 LED はスキ ャナのバッ テ リ 充電状況を表し ます。 

ベースユニ ッ ト パワー / 通信イ ンジケーター

ベースのパワーイ ンジケータ を表示するには、 Base Power Communication Indicator On （ベースパワー通信イ ンジケーター
　 有効） バーコード を読み取って く ださい。 パワーイ ンジケータ を無効にするには、 Off バーコード を読み取って く ださ

い。 初期設定 = On （有効）  

LED 表示 ブザー表示 振動表示 原因

正常な操作

赤点灯 な し な し バッ テ リ 残量少

緑点灯 1 回ビープ音 な し 通信または リ ン ク に成功

赤点滅 エラーブザー な し 通信失敗

メ ニュー操作

緑点灯 2 回ビープ音 2 回振動 メ ニュー変更成功

赤点滅 エラーブザー 1 回長い振動 メ ニュー変更失敗

赤色も し く は青色 LED ： ホス ト と の通信

赤色も し く は青色 LED 通信状態

オフ USB 保留

継続し てオン 電源オン、 システムア イ ド ル

複数回にわた り 短 く 点滅。 無線モジュールまたはホス ト ポー ト と
の間のデータ通信中点滅

データ受信

緑色 LED - スキ ャナバッ テ リ
（ベースのみ、 ア ク セスポイ ン ト は対象外）

緑色 LED 充電状態

オフ バッ テ リ ーが検出されないか、 充電が中止された と
き

ゆっ く り 点滅 （1 秒点灯、 1 秒消灯） 充電前と充電中

継続し て点灯 充電完了

速 く 点滅 （300 ミ リ 秒点灯、 300 ミ リ 秒消灯） 充電エラー

* ベースパワー通信イ ンジケーター 　
有効
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スキ ャナの リ セ ッ ト

下のバーコード を読み取る こ と によ って、 スキ ャナは再起動され、 ベース またはア ク セスポイ ン ト と再接続し ます。

ベースユニ ッ ト 上での読み取 り

スキ ャナをベースに置いた状態でバーコード を読み取る こ と ができ る よ う にし たい場合は、 下記の Scanning in Cradle On
（ベースに置いた状態で読み取 り 　 許可） バーコード を読み取って く ださい。 スキ ャナがベースに置かれていない状態でのみ
読み取 り を行 う よ う にし たい場合は、 Scanning in Cradle Off （ベースに置いた状態での読み取 り 　 禁止） を読み取って く ださ
い。 スキ ャナをベースに置いてシ ャ ッ ト ダウ ン し たい場合は、 Shut Down Scanner In Cradle （ベースにおいてスキ ャナを

シャ ッ ト ダウ ン） を読み取って く ださい。 初期設定 = Scanning in Cradle On （ベースに置いた状態で読み取 り 　 許可）

ベースチャージモード

ベースが外部電源 （予備電源ポー ト に接続） と ホス ト イ ン ターフ ェース ケーブルの両方に接続されている場合、 外部電源か
ら電源を取 り ます。 ベースが外部電源がない場合、 イ ン ターフ ェース ケーブルから電源を取 り ます。 しかし、 スキ ャナの
バッ テ リ は予備外部電源よ り ホス ト イ ン ターフ ェース ケーブルからのほ う がゆっ く り 充電されます。 以下を使用し、 スキ ャ
ナを電源またはホス ト イ ン ターフ ェース ケーブルから充電するか選択でき ます。 

Base Charge Off （ベースチャージオフ） が選択される と、 スキ ャナバッ テ リ はベースに置かれている場合も充電されません。

External or Interface Cable Power （外部またはイ ン ターフ ェースケーブル電源） が選択される場合、 スキ ャナバッ テ リ はベース
の外部電源から充電されます。 外部電源が接続されていない場合、 スキ ャナバッ テ リ はイ ン ターフ ェース ケーブルから充電
されます。  

External Power Only （外部電源のみ） の場合、 スキ ャナバッ テ リ は外部電源からのみ充電されます。 外部電源が接続されてい
ない場合、 スキ ャナバッ テ リ は充電されません。

Note: コード レ スチャージベース を使用し ている場合、 プレゼンテーシ ョ ンモード External Power Only （外部電源のみ） 設定
のみが利用可能です。

ベースパワー通信イ ンジケーター 　 無
効

ス キ ャナの リ セ ッ ト

ベースに置いた状態での読み取り　禁止

* ベースに置いた状態での読み取り　許可

ベースに置いてスキャナをシャットダウン
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初期設定 =  External or Interface Cable Power ( 外部またはイ ン ターフ ェースケーブル電源 )

ページング （スキ ャナの呼び出し）

ページングモード （スキ ャナの呼び出し）

初期設定では、 ベースのページングボタ ンを押すと、 そのベース と通信を確立し ている スキ ャナを呼び出し ます。 ベー
スのページングボタ ンを無効にし たい場合は、 下記の Paging Mode Off （ページングモード 　 無効） バーコード を読み
取って く ださい。 ページングモード が無効の と きは、 ボタ ンを押し て もベース またはア ク セスポイ ン ト はスキ ャナを呼
び出さ な く な り ます。 ベースの赤色 LED は点灯し たま まにな り 、 ページングモード が無効であ る こ と を示し ます。 （LED

はボタ ンを押すと消え、 ボタ ンが解除される と再度点灯し ます） 初期設定 = Paging Mode On （ページングモード 　 有効）

ページング音の音程

ベースのページングボタ ンを押すと、 そのベース と通信し ている スキ ャナがピーッ と鳴 り 始めます。 (see ページ （呼出
し） ボタ ン on page 3-3) 下記のバーコード の １ つを読み取る こ と によ ってスキ ャナのページング音の高さ を設定する こ と

ができ ます。 初期設定 = Low （低 　 1000Hz）

ベースチャージ無効

外部またはイ ン ターフ ェース ケー
ブル電源

外部電源のみ

* ページングモー ド

ページングモー ド 　 無効

* 低 （1000Hz）

中 (3250 Hz)
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エラーイ ンジケーター

ブザー音の音程 ： ベースユニ ッ ト のエラー発生時

CCB01-010BT ベース をホス ト システムへの通信上の問題などエラーが発生し た際に特定のピ ッチでピーッ と鳴る よ う に
設定する こ と ができ ます。 以下のバーコード によ って、 エラー発生時にベースが発するエラーブザー音の音程を変更で

き ます。 初期設定 = Low （低）

ブザー音の回数 ： ベースのエラー発生時

エラー発生時に CCB01-010BT ベースから発せられるブザー音や LED の点滅回数を 1 ～ 9 回まで設定する こ と ができ ま
す。 例えば、 こ の設定をブザー 5 回に設定する と、 エラーに反応し てブザーが 5 回鳴 り 、 LED が ５ 回点滅し ます。 ブ
ザー回数を変更する と きは、 次のバーコード を読み取 り 、 次に裏表紙の内側にあ るから数値 （1 ～ 9） バーコード を読み
取 り 、 次に Save （保存） バーコード を読み取 り ます。 プロ グ ラ ミ ングチャー ト 初期設定＝ 1

スキ ャナレポー ト

下記のバーコード を読み取る こ と で、 接続されたスキ ャナについてのレポー ト を生成する こ と ができ ます。 レポー ト には、
ポー ト 、 ワーク グループ、 スキ ャナ名、 ア ド レ スが表示されます。 スキ ャナに名前を割 り 当てるには メ ニューコマン ド シン
タ ッ ク ス （構文） , page 10-1 を参照し て く ださい。

高 (4200 Hz)

* 低 (250 Hz)

中 (3250 Hz)

高 (4200 Hz)

ベース ： エ ラー発生時のブザー回数および LED 点滅

ス キ ャナレポー ト
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スキ ャナのア ド レ ス

下記のバーコード を読み取る こ と によ って、 ご使用のスキ ャナのア ド レ ス を決定する こ と ができ ます。

ベース またはア ク セスポ イ ン ト のア ド レ ス

下記のバーコード を読み取る こ と によ って、 ご使用のベース またはア ク セスポイ ン ト のア ド レ ス を決定する こ と ができ ます。

スキ ャナモード

Xenon はスキ ャナ 1 台または複数台のモードや、 チャージベースやア ク セスポイ ン ト 以外の Bluetooth 対応機器 と あわせて機
能する こ と ができ ます。

充電限定モード

スキ ャナを充電し たいけれど、 ベース と通信させた く ない場合があ るかも しれません。 例えば、 スキ ャナをア ク セスポ
イ ン ト や他の Bluetooth 対応機器と通信し てお り 、 スキ ャナを充電する必要があ る ものの、 その既存の通信を維持し たい
場合などです。  

ベース を充電限定モード に設定するには、 そのベースにスキ ャナを １ 台接続し なければな り ません。 ベースにスキ ャナ
を接続し た ら、 Charge Only Mode （充電限定モード） バーコード を読み取って く ださい。 その後、 そのベースに差し込ま
れる スキ ャナはベース と通信せずに充電でき ます。 設定のために使用し たスキ ャナは、 ベースに接続し たま ま と な り ま
す。 そのスキ ャナ と の通信を切断するには、 スキ ャナ と の解除 on page 3-10 を読み取って く ださい。 

Note: 充電限定モード時、 スキ ャナは定期的に起動し、 ピーッ と ブザーを鳴ら し ます。 こ の設定を変更するには、 " 起動
ブザー " on page 4-1 を参照し て く ださい。

スキ ャナを充電し、 ベース と通信を接続し たい場合は、 Charge and Link Mode （充電および通信モード） を使用し て く だ
さい。 ベースが充電限定モード に設定されている場合、 充電および通信モード に設定し なおすためには、 まずスキ ャナ 1
台をそのベース と接続し なければな り ません。 ベースのバーコード を読み取って、 スキ ャナを接続し てから Charge and 
Link Mode を読み取 り ます。 初期設定 = Charge and Link Mode （充電および通信モード） 

通信モード

Locked Link Mode （通信固定モード） と Open Link Mode （通信オープンモード） は、 各々異なる アプ リ ケーシ ョ ンに対応
するモード です。 これらモード を切 り 換え るには、 下記の説明にあ る該当バーコード を読み取って く ださい。 初期設定 = 
Open Link Mode （通信オープンモード）

ス キ ャナのア ド レ ス

ベースア ド レ ス

充電限定モー ド

* 充電および通信モー ド
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通信固定モード ： スキ ャナ 1 台の場合

通信固定モード を使 う と、 スキ ャナをベース 1 台と通信させている時に誤って他のスキ ャナをそのベース と通信を
確立し ないよ う に阻止でき ます。 他のスキ ャナをベースに差し込んだ場合、 スキ ャナは充電されますが、 通信はで
き ません。 

異なる スキ ャナを使用する場合は、 Unlink Scanner （スキ ャナ と の通信解除） のバーコード を読み取って元のスキ ャ
ナ と の通信を切断し ます。 （スキ ャナモード , page 3-9 を参照し て く ださい。）

通信オープンモード

納品されたばか り の と きや初期設定に戻された場合、 スキ ャナはベース またはア ク セスポイ ン ト と接続し ていませ
ん。 スキ ャナをベース またはア ク セスポイ ン ト に差し込むと通信が確立されます。 通信オープンモード の場合、 新
しいスキ ャナをベースに差し込むかア ク セスポイ ン ト 通信バーコード を読み取る と新しい通信を確立し ます。 ス
キ ャナを １ 台ベースに差し込むかア ク セスポイ ン ト 通信バーコード を スキ ャ ンする たびにそのスキ ャナはベース ま
たはア ク セスポイ ン ト に接続し、 以前に接続し ていたスキ ャナ と の通信は解除されます。

スキ ャナ と の通信解除

ベース またはア ク セスポイ ン ト と スキ ャナが通信し ている場合、 まずスキ ャナの通信を解除し なければ次の新しいスキ ャナ
と接続する こ と ができ ません。 元のスキ ャナ と の通信解除を行 う と、 ベース またはア ク セスポイ ン ト は通信を切断し ます。
ベース またはア ク セスポイ ン ト と スキ ャナの通信を解除するには、 下記の Unlink Scanner （スキ ャナ と の解除） バーコード を
読み取って く ださい。

通信固定されたの上書き

チャージベース またはア ク セスポイ ン ト に リ ン ク された故障し た り 紛失し たスキ ャナを交換する必要があ る場合、 新し
いスキ ャナで以下の Override Locked Scanner （ロ ッ ク スキ ャナの無効化） バーコード を読み取 り 、 スキ ャナをベースユ
ニ ッ ト に置 く か、 Access Point linking バーコード を読み取 り ます。 ロ ッ ク された リ ン ク が無効化され、 故障または紛失し
たスキ ャナのベースユニ ッ ト またはア ク セスポイ ン ト と の リ ン ク が削除され、 新しいスキ ャナが リ ン ク されます。

通信範囲外警告

ベースの通信可能範囲外にスキ ャナがあ る と き、 ベース と スキ ャナの両方から ア ラーム音が鳴 り ます。 ア ク セスポイ ン ト の
通信可能範囲外にスキ ャナがあ る と き、 スキ ャナから ア ラーム音が鳴 り ます。 そのスキ ャナがベース またはア ク セスポイ ン
ト に近づ く か、 ベース またはア ク セスポイ ン ト が別のスキ ャナ と接続するか、 も し く はア ラーム音継続の設定時間が経過す

通信固定モード
(Single Scanner)

* 通信オープンモー ド
( シングルス キ ャナ )

ス キ ャナ と の解除

通信固定されたの上書き
( シングルス キ ャナ )
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る と、 ア ラームは止ま り ます。 スキ ャナまたはベースのア ラームを有効にし、 ア ラームが鳴る時間を設定するには下記の該
当するバーコード を読み取 り 、 その後、 裏表紙の内側にあ るプロ グ ラ ミ ングチャー ト から数値を読み取 り 、 タ イ ムア ウ ト 時

間 （0 ～ 3000 秒の間） を設定し、 Save （保存） を読み取 り ます。 初期設定＝ 0 秒 （ア ラームな し）

Note: バーコード読み取 り 時に通信範囲外にいる場合、 ア ラームを設定し ていな く て も、 エラーブザーが鳴 り ます。 ベース、
ア ク セスポイ ン ト またはホス ト へデータ を送信する こ と ができ ない場合でも、 同じ く エラーブザーが鳴る よ う になっ
ています。

警告ブザーの種類

下記から該当するバーコード を読み取 り 、 裏表紙の内側にあ るプロ グ ラ ミ ングチャー ト から数値 （0 ～ 7） のバーコード
と Save を読み取る こ と で、 スキ ャナや CCB01-010BT ベースのア ラーム音の種類を変更する こ と ができ ます。 初期設定
＝ 0  

ア ラーム音の種類 ：

スキ ャナパワータ イ ムア ウ ト タ イマー

Note: スキ ャナパワータ イ ムア ウ ト タ イマーは、 コード レ スシステムのみに適用されます。 有線スキ ャナには適用でき ませ
んので、 ご注意 く ださい。 コードつき スキ ャナには適用でき ませんので、 ご注意 く ださい。

Note: ア ク セスポイ ン ト にはベースア ラームがあ り ません。

設定 音

0 3 回長 く ピーッ と い う 音、 音程 – 中

1 3 回長 く ピーッ と い う 音、 音程 - 高

2 4 回短 く ピーッ と い う 音、 音程 - 中

3 4 回短 く ピーッ と い う 音、 音程 - 高

4 1 回鳥のさ えず り のよ う な音、 音程 - 中

5 鳥のさ えず り のよ う な音が 2 回 + 1 回、 音程 - 中

6 1 回鳥のさ えず り のよ う な音、 音程 - 高

7 鳥のさ えず り のよ う な音が 2 回 + 1 回、 音程 - 高

ベースア ラームの鳴動時間

ス キ ャナア ラームの鳴動時間

ベース ア ラームの種類

スキ ャナア ラームの種類
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指定時間内に動作し ない場合、 スキ ャナは低パワーモード に入 り ます。 適切なスキ ャナパワータ イ ムア ウ ト バーコード を読
み取って、 タ イ ムア ウ ト の長さ を秒単位で変更し て く ださい。

Note:  タ イ ムア ウ ト の長さ を 「0」 にする と、 タ イ ムア ウ ト がない状態にな り ます。

タ イ ムア ウ ト 時間内にスキ ャナの ト リ ガーを引かなかった場合、 スキ ャナはパワーダウ ンモード に入 り ます。 ト リ ガーが有
効 ・ 無効に関わらず、 タ イマーは リ セ ッ ト されます。 スキ ャナがベースユニ ッ ト に置かれていて、 かつバッ テ リ ーが充電中

の場合は、 パワーダウ ンモード にはな り ません。 初期設定 =3,600 秒

Note: スキ ャナがパワーダウ ンモード に入っている時に ト リ ガーを引 く と、 パワーが戻 り ます。 起動ブザーが鳴 り 、 無線通
信に入る まで数秒の遅れが発生し ます。 その後、 スキ ャナを使用でき ます。

フ レキシブルパワーマネージ メ ン ト

ネ ッ ト ワーク性能に問題があ り 、 スキ ャナが他の装置と混線し ている と思われる場合は、 スキ ャナの出力を下げる こ と がで
き ます。 これによ り 、 下記の図に示される とお り 、 スキ ャナまたはア ク セスポイ ン ト とベース間の通信可能範囲が縮小され
ます。

0 秒

200 秒

400 秒

900 秒

* 3600 秒

7200 秒

Full Power

Reduced Power

1902
Scanner

802.11
LAN
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下記のバーコード の １ つを読み込むこ と で、 以下のいずれかの出力を選択し て設定する こ と ができ ます。 完全出力 （100％）
[2.5mW、 4dBm]、 出力 – 中 （35%） [0.875mW、 0dBm]、 出力 – 中低 （5%） [0.125mW、 -9dBm]、 出力 – 低 （1％） [0.025mW、 -

16dBm]   初期設定 = Full Power （フルパワー）

バッ チモード

バッチモード は、 スキ ャナがベース またはア ク セスポイ ン ト の通信範囲外にあ る と き、 または棚卸をする と きのバーコード
データ保存に使用し ます。 スキ ャナが通信範囲内に戻った と き、 あ るいは記録が手作業で送信された と き、 データはベース
またはア ク セスポイ ン ト へ送信されます。  

Note: 1 台のベース またはア ク セスポイ ン ト に対し て複数のスキ ャナを使用する際、 バッチモード には限界があ り ます。 マル
チ リ ン ク モード を使用すれば、 多 7 台のスキ ャナを 1 台のベース またはア ク セスポイ ン ト に接続する こ と が可能で
す。 ただし、 スキ ャナが通信範囲エ リ アを常に出入 り し ている場合、 蓄積された、 も し く はバッチ処理された読み取
り データが失われる可能性があ り ます。

Automatic Batch Mode （自動バッチモード） はスキ ャナがベース またはア ク セスポイ ン ト の通信範囲外にあ る と き、 バーコー
ドデータ を保存し ます。 スキ ャナが通信範囲内に戻る と、 データはベースへ自動的に送信されます。 スキ ャナのバッ フ ァ ス
ペースが満杯になる と、 バーコード読み取 り 時にエラーブザーを鳴ら し ます。 バーコード を再度読み取るには、 スキ ャナを
ベース またはア ク セスポイ ン ト の通信範囲内に戻 り 、 データが送信でき る よ う にし なければな り ません。 

Inventory Batch Mode （棚卸バッチモード） ではベース またはア ク セスポイ ン ト の通信範囲内に居る ・ 居ないに関わらず、
バーコードデータ を保存し ます。 保存されたデータ をベースへ送信するには、 スキ ャナをベースに差し込むか、 棚卸の記録
を送信 (page 3-17) の Transmit Inventory Records （棚卸レ コード を送信） を読み取 り ます。 スキ ャナのバッ フ ァ スペースが満
杯になる と、 バーコード読み取 り 時にエラーブザーを鳴ら し ます。 バーコード を再度読み取るには、 データ をベース または
ア ク セスポイ ン ト へ送信し なければな り ません。 一旦データ を送信する と、 スキ ャナ内のデータはク リ ア されます。

Persistent Batch Mode （持続バッチモード） はデータがベース またはア ク セスポイ ン ト に送信し て も スキ ャナに保持される以
外、 Inventory Batch Mode と同じです。 1 回以上送信し たい場合は、 このモード を使用し て く ださい。 スキ ャナのバッ フ ァ を
ク リ アするには、 すべてのコード を削除 (see page 3-17) のバーコード を スキ ャ ン し て く ださい。

初期設定 = Batch Mode Off. 　 （バッチモード 　 無効）

* フルパワー

出力 – 中

出力 - 中低

出力 - 低

* バ ッ チモード オフ
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バッチモード ： ブザー音

バッチモード使用時に棚卸バッチモード (page 3-14) （バッチモード ブザー 　 有効） を読み取る と、 各バーコード を読み、
そし て保存する たびにスキ ャナがカチ ッ と鳴る よ う に設定でき ます。 Batch Mode Beep （バッチモード ブザー） が有効の
場合、 各バーコード がホス ト に送信される と ク リ ッ ク音が鳴 り ます。 こ の音を無効にするには、 Batch Mode Beep Off

（バッチモード ブザー 無効） を スキ ャ ン し て く ださい。 初期設定 = Batch Mode Beep On （バッチモード ブザー 　 有効）

バッチモード ： 保存形式

バッチモード において、 スキ ャナがデータ を保存する際、 フ ラ ッ シュ メ モ リ に保存するか RAM に保存するかを選択でき
ます。  

フ ラ ッ シュ保存 ： スキ ャナが低出力になる前に、 まだ送信し ていないデータ をすべてフ ラ ッ シュ メ モ リ に書き込みます。
スキ ャナが再起動し た際もデータはまだ残っています。 しかし、 スキ ャナのパワーダウ ン タ イ ムア ウ ト に達し た場合や
バッ テ リ ー残量が非常に少な く なる と、 未送信のデータがあって も スキ ャナは低出力にな り ます。 

RAM 保存 ： 未送信データがスキ ャナに入っている と き、 スキ ャナはパワーダウ ン タ イ ムア ウ ト に達し て も低出力にな り
ません。 しかし、 バッ テ リ ー切れになった場合は、 スキ ャナは低出力にな り 、 データは失われます。

初期設定 = Flash Storage （フ ラ ッ シュ メ モ リ に保存）

自動バ ッ チモー ド

棚卸バ ッ チモード

持続バ ッ チモード

バ ッ チモー ド ブザー 　 無効

* バッ チモー ド ブザー 　 有効

* フ ラ ッ シ ュ メ モ リ に保存

フ ラ ッ シ ュ メ モ リ に保存
3 - 14



バッチモード ： 個数

バッチモード において、 同一のバーコード を何個も送信するのではな く 、 バーコード の個数を送信し たいこ と があ るか
も しれません。 例えば、 Batch Mode Quantity Off （バッチモード の個数 　 無効） の状態で XYZ と い う 3 つのバーコード を
読み取った とする と、 そのデータ を送信し た と きには、 XYZ が 3 個表示されます。 Batch Mode Quantity On （バッチモー
ド の個数 　 有効） と (page 3-16) の Quantity Codes （個数コード） を使えば代わ り に 「XYZ, 00003」 と出力する こ と ができ
ます。

Note: 出力し た内容をフ ォーマ ッ ト し たい場合、 例えばバーコードデータ と数量の間に CR や Tab を挿入し たい と きは、
データ フ ォーマ ッ ト beginning on page 6-1 のデータ フ ォーマ ッ ト の項を参照し て く ださい。

初期設定 = Batch Mode Quantity Off （バッチモード の個数 　 無効） 

個数の入力

page 3-16 の Quantity Codes （個数コード） を用いれば、 後に読み取ったバーコード について、 9999 までの個数 （初期
設定 = 1） を入力でき ます。 個数の数字は右から左へ移動し ますので、 5 桁目の数字が読み込まれる と既に読み込んだ 1
桁目の数字がな く な り 、 2 ・ 3 ・ 4 桁目の数字が左へずれて、 新たな 1 桁を迎え入れます。  

例えば、 個数が 1234 に設定されたあ と で、 Quantity 5 バーコード を読み取る と、 1 が脱落し、 個数は 2345 にな り ます。

Example: 例 ： 後に読み取ったア イ テムに 5 と い う 個数を付与する場合
1. 当該ア イ テムのバーコード を読み取 り ます。
2. Quantity 5 のバーコード を読み取って く ださい。

Example: 例 ： 後に読み取ったア イ テムに 1,500 と い う 個数を付与する場合
1. 当該ア イ テムのバーコード を読み取 り ます。 
2. Quantity 1 のバーコード を読み取って く ださい。
3. Quantity 5 のバーコード を読み取って く ださい。
4. Quantity 0 のバーコード を読み取って く ださい。
5. Quantity 0 のバーコード を読み取って く ださい。

Example: 例 ： 個数を 103 から 10 に変更する場合

間違った個数を訂正するには、 Quantity 0 のバーコード を読み取 り 、 間違った数字を置き換えます。 その後、 正しい数量
コード を読み取 り ます。

1. Quantity 0 バーコード を読み取って個数を 1030 に変更し ます。
2. Quantity 0 バーコード を読み取って個数を 0300 に変更し ます。
3. Quantity 1 バーコード を読み取って個数を 3001 に変更し ます。
4. Quantity 0 バーコード を読み取って個数を 0010 に変更し ます。

初期設定＝ 1

個数コード

* バ ッ チモー ド の個数 　 無効

バ ッ チモー ド の個数 　 有効

0
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バッチモード ： 出力順序

バッチモード でデータ を送信する際には、 データ を FIFO （先入れ先出し） で送信するか、 LIFO （後入れ先出し） で送信

するかを選択し て く ださい。 初期設定 = Batch Mode FIFO 　 （先入先出）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

* バ ッ チモー ド 　 先入れ先出し

バ ッ チモー ド 　 後入れ先出し
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レ コード の合計件数

バッチモード の間に読み取ったバーコード の数量を出力し たい場合は、 Total Records ( レ コード の合計件数 ) を読み取っ
て く ださい。  

後のコード を削除

バッチモード において、 後に読み取ったバーコード を削除し たい場合は Delete Last Code （ 後のコード を削除） を読
み取って く ださい。

すべてのコード を削除

スキ ャナのバッ フ ァ からバッチモード で蓄積されたすべてのデータ を消去し たい場合は、 Clear All Codes （すべてのコー
ド を削除） を読み取って く ださい。

保存し たデータ をホス ト へ送信

Inventory Batch Mode ( 棚卸バッチモード、 (see 棚卸バッチモード on page 3-14) において、 保存されたすべてのデータ を
ホス ト システムへ送信するには、 下記のバーコード を読み取って く ださい。

バッチモード ： 送信デ ィ レ イ （間隔）

蓄積されたスキ ャ ンデータ をホス ト システムへ送信する際、 送信が速すぎてアプ リ ケーシ ョ ンが処理し きれないこ と が
あ り ます。 蓄積されたスキ ャ ンデータ間にデ ィ レー （間隔） を設定するには、 下記のデ ィ レーのいずれかを読み取って
く ださい。 初期設定＝ Off

Note: ほ と んどの場合、 デ ィ レーは短い （250 ミ リ 秒） こ と が理想です。 しかし、 よ り 長いデ ィ レーを設定する こ と も で
き ます。 詳細については、 テ ク ニカルサポー ト  (page 13-1) にご連絡 く ださい。

レ コー ド の合計件数 

後のコード を削除

すべてのコー ド を削除

棚卸の記録を送信

* バッ チモー ド の送信デ ィ レー 　 無効）
( デ ィ レ イ な し )

バッ チモー ド の送信デ ィ レー 　 短
(250 ms)
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複数スキ ャナ操作モード

Note: Multiple Scanner Operation Mode （複数スキ ャナ操作モード） では、 １ 台のベース またはア ク セスポイ ン ト にスキ ャナを
多 7 台まで接続する こ と ができ ます。 その 7 台のスキ ャナの う ち、 1 台の通信を解除するか、 通信可能範囲の外へ持

ち出さ なければ、 8 番目のスキ ャナを追加する こ と はでき ません。

スキ ャナを複数スキ ャナ操作モード に追加するには、 以下のバーコード を読み取って く ださい。 こ のバーコード を読み取る
と、 スキ ャナはベース またはア ク セスポイ ン ト と の通信から解除される ため、 再度接続するには、 そのスキ ャナをベースに
差し込むか、 ア ク セスポイ ン ト 通信バーコード を スキ ャ ン し なければな り ません。

スキ ャナ名

御使用の各スキ ャナを識別でき る よ う に、 それぞれに名前をつける こ と ができ ます。 例えば、 ベース またはア ク セスポイ ン
ト から送信された画像コマン ド を受信する スキ ャナに独自の識別名称をつけたい と き などです。

初期設定名は ScannerName_Model_SN_XXXXXXXXXX です。 ベースに複数のスキ ャナが接続されてお り 、 それらすべての同一
の初期設定名が付いている場合、 ベースに 初に接続されたスキ ャナがコマン ド を受信し ます。 同一の初期設定名がついて
いる一連のスキ ャナを命名し直す際は、 1 台を残し てすべてのスキ ャナをベース と の通信から解除し て く ださい。

命名し直しの操作は page 3-19 バーコード を読み取るか、 シ リ アルコマン ド 「ScannerName:BT_NAMNEWname」 を送信し ます。
（NewName は新しいスキ ャナの名前） 他のスキ ャナの名称も変更し たい場合は、 1 台ずつ接続し、 各スキ ャナに
「ScannerName:BT_NAMname」 （Xenon の場合、 「Xenon:BT_NAMname」） と い う コマン ド を繰 り 返し ます。

 

スキ ャナに順序だった番号で命名し直すには、 下記のバーコード を読み取って く ださい。 名称を変更する たびに、 Reset （ リ
セ ッ ト ） コード を読み取 り 、 スキ ャナがベース またはア ク セスポイ ン ト と再度接続する まで待ってから、 次のスキ ャナを命

名し直すためのバーコード を読み取って く ださい。

バ ッ チモー ド の送信デ ィ レー 　 中
(500 ms)

バ ッ チモード の送信デ ィ レー 　 長
(1000 ms)

複数ス キ ャナでの操作

0001

0002

0003
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下記の Scanner Name （スキ ャナ名） バーコード を読み取 り 、 その後スキ ャナ名と し て数字を読み取る こ と も可能です。 例え
ば、 通信済のスキ ャナを 「312」 と命名し たい場合、 下記のバーコード を読み取 り 、 本書の裏表紙にあ るプロ グ ラ ミ ング
チャー ト から 3、 1、 2 のバーコード を読み取 り 、 Save （保存） を読み取って く ださい。 Reset バーコード を読み取 り 、 スキ ャ
ナがベースに再度接続される まで待って く ださい。  

アプ リ ケーシ ョ ン ワーク グループ

ご使用のコード レ スシステムでは、 １ 台のベースに対し 多 7 台までスキ ャナを接続する こ と ができ ます。 また、 高 ７ つ
までワーク グループを設定でき ます。 すべてのスキ ャナを同一の設定にし たい場合は、 複数のワーク グループを使用する必
要はあ り ません。 一方、 各スキ ャナに独特な設定 （ブザー音量、 プ リ フ ィ ク ス / サフ ィ ッ ク ス、 データ フ ォーマ ッ ターなど）
を施し たい場合は、 各スキ ャナが独自のワーク グループを持つよ う に設定し、 各スキ ャナを独立させる こ と ができ ます。 例
えば、 小売 / 倉庫のアプ リ ケーシ ョ ンでは、 倉庫と小売店舗内でそれぞれ異なったデータ をバーコード に付し て使用し たい
こ と があ るかも しれません。 その場合、 小売店舗内のスキ ャナをすべて １ つのワーク グループに割 り 当て、 倉庫内のスキ ャ
ナをすべて も う １ つのワーク グループに割 り 当てる こ と が可能です。 これによ り 、 小売店舗内であれ倉庫であれ、 変更点は
該当する ワーク グループ内のスキ ャナすべてに適用されます。 ハネウ ェルの設定ツール、 EZConfig (page 9-2) では、 複数のス
キ ャナ、 複数のワーク グループへの設定変更が容易にでき る よ う になっています。

スキ ャナは、 自らが使用し ている メ ニュー設定を保存し ています。 スキ ャナがベース またはア ク セスポイ ン ト に接続または
再接続する たびにベース またはア ク セスポイ ン ト から スキ ャナにそのワーク グループの 新設定が送信され、 そし て更新さ
れます。 また、 スキ ャナはベース またはア ク セスポイ ン ト によ って処理された メ ニュー設定変更も受信し ます。 スキ ャナが
ベース またはア ク セスポイ ン ト から外されて別のベース またはア ク セスポイ ン ト に差し込まれた り する と、 そのスキ ャナに
元々割 り 当て られていたワーク グループの新しい設定で更新されます。 例えば、 初にベース と接続し た際はワーク グルー
プ 1 だったスキ ャナは、 2 台目のベースでも ワーク グループ 1 と な り 、 関連の設定が付与されます。

0004

0005

0006

0007

リ セ ッ ト

ス キ ャナ名
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アプ リ ケーシ ョ ン ワーク グループセレ ク シ ョ ン

こ こ では、 下記のバーコード を読み取る こ と によ ってスキ ャナを特定のワーク グループに割 り 当てる こ と ができ ます。
その後、 ご使用のアプ リ ケーシ ョ ンが必要とする設定 （ブザー音量、 プ リ フ ィ ク ス / サフ ィ ッ ク ス、 データ フ ォーマ ッ

ターなど） を設定する こ と ができ ます。 初期設定 = Group 0 （グループ 　 0）

初期設定への リ セ ッ ト ： すべてのアプ リ ケーシ ョ ン ワーク グループ

下記のバーコード を読み取る と、 すべてのワーク グループを工場出荷時設定に戻し ます。

工場出荷時設定の詳細については、 メ ニューコマン ド , beginning on page 10-3 の メ ニューコマン ド の表を参照し て く ださい。
標準製品の各コマン ド初期設定は 「*」 で示されています。  

Note: このバーコード を読み取る と、 スキ ャナ とベースの設定が リ セ ッ ト され、 通信が解除されます。 通信を再確立する た
めには、 スキ ャナをベースに差し込まなければな り ません。 詳細は、 スキ ャナモード , page 3-9 のスキ ャナモード を参
照し て く ださい。

ご使用のスキ ャナが複数スキ ャナ操作モード になっている場合は、 すべてのスキ ャナがベースに再接続されて、 設定
が変更される まで、 30 秒間ブザー音が鳴 り 続けます。 

* グループ 　 0

グループ 　 1

グループ 　 2

グループ 　 3

グループ 　 4

グループ 　 5

グループ 　 6

工場出荷時設定に リ セ ッ ト ：
すべてのワーク グループ

PAPDFT&
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カス タ ムデフ ォル ト への リ セ ッ ト ： すべてのアプ リ ケーシ ョ ン ワーク グループ

すべてのワーク グループをカス タ ムデフ ォル ト 設定に戻し たい場合は、 下記の Custom Product Default Settings （カ ス タ ムデ
フ ォル ト 設定） バーコード を読み取って く ださい。 カス タ ムデフ ォル ト がない場合は、 初期設定へ リ セ ッ ト されます。 カス
タ ムデフ ォル ト についての詳細は、 See " カ ス タ ムデフ ォル ト の設定 " on page 1-7 のカス タ ムデフ ォル ト の設定を参照し て く
ださい。

Note: このバーコード を読み取る と、 スキ ャナ とベースの設定が リ セ ッ ト され、 通信が解除されます。 通信を再確立する た
めには、 スキ ャナをベースに差し込まなければな り ません。 詳細は、 スキ ャナモード , page 3-9 のスキ ャナモード を参
照し て く ださい。  

ご使用のスキ ャナが複数スキ ャナ操作モード になっている場合は、 すべてのスキ ャナがベースに再接続されて、 設定
が変更される まで、 30 秒間ブザー音が鳴 り 続けます。 

Bluetooth 対応機器と の併用

スキ ャナはチャージベース またはア ク セスポイ ン ト や他の Bluetooth 対応機器と も併せて使用する こ と が可能です。 他の
Bluetooth 対応機器には、 PC、 ノー ト 型 PC、 PDA/ ハンデ ィ ター ミ ナルなど を含みます。

Bluetooth HID キーボード接続

お使いのスキ ャナは、 iPad やスマー ト フ ォ ン、 ノ ー ト 型 PC など Bluetooth 対応機器 と接続する こ と が可能です。 キー
ボード によ るデータ入力と同じ よ う に、 読み取ったデータが画面に表示されます。 Bluetooth 機器と通信を確立するには、
以下の手順に沿って く ださい。 

1. Bluetooth HID Keyboard Connect （Bluetooth HID キーボード接続） を読み取 り ます。 

2. Bluetooth 対応 ホス ト デバイ ス を立ち上げて、 他の Bluetooth 機器を検索し ます。 （ホス ト デバイ スのユーザーズガイ ド
を参照し て く ださい） 

3. ホス ト デバイ スがスキ ャナを検知し た ら、 スキ ャナ名を選択し て く ださい。 60 秒以内に入力する PIN コード を ラ ンダ
ムに表示し ます。 下記の Bluetooth PIN Code （Bluetooth PIN コード） を素早 く 読み取って、 後続ページの番号バー

コード を読み取って く ださい。 後に Save ( 保存 ) を読み取 り ます。

カ ス タ ムデフ ォル ト 設定 ：
すべてのワーク グループ

Bluetooth HID キーボード 接続

Bluetooth PIN コード

0

1
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バーチャルキーボード

スキ ャナが iPad やスマー ト フ ォ ン、 ノー ト 型 PC など接続される と、 スキ ャナの ト リ ガーを 2 回素早 く 引 く こ と でバー
チャルキーボード入力ができ ます。 

2

3

4

5

6

7

8

9

保存
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Bluetooth HID キーボード と の通信解除

お使いのスキ ャナが、 Bluetooth HID キーボード接続 (page 3-21) によ って iPad やスマー ト フ ォ ン、 ノー ト 型 PC のよ う な
ホス ト デバイ スに直接接続されている場合、 ベースユニ ッ ト に再接続する為に Bluetooth 接続を一旦切断する必要があ り
ます。 Bluetooth HID Keyboard Disconnect （Bluetooth HID キーボード 通信切断） を読み取って、 ホス ト デバイ ス と スキ ャ
ナ間の通信を切断し て く ださい。 ベースユニ ッ ト またはア ク セスポイ ン ト 上の接続バーコード を読み取って、 スキ ャナ
を再接続し て く ださい。

Bluetooth PC/ ノー ト 型 PC シ リ アルポー ト と の通信確立

下記の Non-Base BT Connection （ベースな し BT 接続） バーコード を読み取る と、 スキ ャナを他の Bluetooth 対応機器
（PC/ ノー ト 型 PC など） と併せて使用でき る よ う にな り ます。 この設定を有効にする と、 スキ ャナは RS232C イ ン ター
フ ェースのスキ ャナ と同様の動作を行い、 読み取ったデータ を出力する為に PC 上の COM ポー ト を開 く 必要があ り ま
す。  

下記のバーコード を読み取った後、 ご使用の Bluetooth 対応機器添付の取扱説明書に従い、 スキ ャナを認識し、 接続し て
く ださい。 スキ ャナを持って通信可能範囲の外に出る と、 通信可能範囲内に戻ってき た と し て も Bluetooth 対応機器に接
続し ませんので、 ご注意 く ださい。 チャージベースに再接続し たい場合は、 通信固定されたの上書き , page 3-10 を参照
し て く ださい。

Note: スキ ャナをチャージベース またはア ク セスポイ ン ト 以外の Bluetooth 対応機器と併せて使用し ている場合、 複数の
ワーク グループのオプシ ョ ンは使用でき ません。

PDA やモバイルデバイ ス と の 　 ベースな し BT 接続

スキ ャナを PDA やハネウ ェルのハンデ ィ ター ミ ナル と併せて使用する こ と も でき ます。 下記のバーコード を読み取 り 、
ご使用の Bluetooth 対応機器に添付されていた取扱説明に従って、 スキ ャナを認識し、 接続し て く ださい。  

スキ ャナの Bluetooth 暗証コード変更 

一部の機器には、 Bluetooth セキ ュ リ テ ィ 機能の一環 と し て、 暗証コード が必要です。 スキ ャナの初期設定の暗証記号は
1234 で、 ご使用の PDA または PC に初めて接続する際、 入力が必要かも しれません。 暗証コード は 1 ～ 16 文字の間でな
ければな り ません。 暗証コード を変更するには、 下記のバーコード を読み取 り 、 その後本書の裏表紙にあ るプロ グ ラ ミ
ングチャー ト から該当の数値バーコード を読み取 り ます。 Save （保存） を読み取って選定し た内容を保存し て く ださい。

Bluetooth HID キーボー ド 通信切断

Non-Base BT Connection

PDA/ ハンデ ィ ター ミ ナル用 Bluetooth 接続

Bluetooth 暗証コー ド
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Bluetooth/ISM 帯域ネ ッ ト ワーク干渉の 小化

こ の設定は、 コード レ スエ リ ア イ メ ージングシステムの再接続時の動作をカス タマイ ズ し、 利便性を確保し ながら、 干渉を
低 く 抑え る ための 適な妥協点を見出すのに役立ちます。

Note: ISM 帯域 と は、 無線ネ ッ ト ワーク、 コード レ ス電話、 Bluetooth が使用する 2.4 GHz から 2.48 GHz の周波数帯域を指し
ます。

自動再接続モード

自動再接続は、 接続が中断された こ と が検出された と きに、 スキ ャナが自動的に再接続のプロセス を開始するか否かを
制御する ものです。 Auto Reconnect On （自動再接続 　 有効） のバーコード を読み取る と、 スキ ャナはユーザーの介入な

しにただちに再接続のプロセス を開始し ます。 初期設定 = Auto Reconnect On （自動再接続 　 有効）

Note: Bluetooth のイ ン ターフ ェースモジュールに接続し ている場合には、 Auto Reconnect Off （自動再接続 無効） に設定
し て く ださい。

下の表は、 Auto Reconnect （自動再接続） が有効 および無効設定時の結果です。 

事象 自動再接続 　 有効 自動再接続 　 無効

スキ ャナが通信範囲外にあ る と き 自動的に再接続されます。 再接続を 高
限度回数まで試行し て も成功し ない場合
は、 ト リ ガーを引 く か、 スキ ャナをベー
ス またはア ク セスポイ ン ト に差し込む
か、 接続バーコード を読み取るかのいず
れかによ ってスキ ャナの再接続を行って
く ださい。 (See " 再接続試行 高限度回
数 " on page 3-25) の再接続試行 高限度
回数を参照

スキ ャナは ト リ ガーを引 く か、 ア ク
セスポイ ン ト 接続バーコード を読み
取る こ と によ って再度接続されま
す。

（フ ァーム ウ ェ アのア ッ プグレー
ド も し く は電源再起動によ り ）
ベース またはア ク セスポイ ン ト が
リ セ ッ ト された と き

スキ ャナは通信範囲外にあ るかのよ う に
動作し ます。

ベース またはア ク セスポイ ン ト がオ
フの間は、 再接続を試行し ません。
再接続を始める ためには、 ト リ ガー
を引いて く ださい。

スキ ャナのパワータ イ ムア ウ ト タ
イマーの設定によ り スキ ャナの電
源がオフの と き (see page 3-11) 参
照

再接続を行 う には、 ト リ ガーを引 く か、 接続バーコード を読み込むか、 スキ ャナ
をベースに差し込むかのいずれかを行います。
（注意 ： スキ ャナは起動時に再接続し ますが、 起動するには上記の操作いずれか
を行な う 必要があ り ます。）

フ ァーム ウ ェ アのア ッ プグレード
によ り スキ ャナが リ セ ッ ト された
と き

自動的に再接続されます。

バッ テ リ ー交換によ り 、 スキ ャナ
が リ セ ッ ト された と き

自動的に再接続されます。

スキ ャナが別のベースユニ ッ ト に
差し込まれた と き

自動的に新しいベース と接続し ます。

* 自動再接続 　 有効

自動再接続 　 無効
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再接続試行 高限度回数

再接続試行 高限度回数は、 スキ ャナがベース またはア ク セスポイ ン ト と の接続を試みる回数を制御し ます。 接続セ ッ
ト ア ッ ププロセスの間、 スキ ャナはベース またはア ク セスポイ ン ト を捜し、 接続すべ く 発信を行います。 発信を し続け
る こ と によ って、 ISM 帯域の他のユーザーに影響するのを避けるため、 この設定によ って接続試行回数が制限されていま
す。 再接続試行 高限度回数に達する と、 スキ ャナはベース またはア ク セスポイ ン ト への再接続を断念し ます。 ト リ
ガーを引 く か、 接続バーコード を読み込むか、 スキ ャナをベース またはア ク セスポイ ン ト に差し込むかのいずれかを行
う こ と で試行回数が リ セ ッ ト され、 スキ ャナは再度接続を試みる よ う にな り ます。  

Maximum Link Attempts （再接続試行 高回数） バーコード を読み取 り 、 その後裏表紙の内側から設定試行回数 （0 ～
100） を読み取って く ださい。 Save （保存） を読み取って、 設定を保存し ます。 初期設定＝ 0

Note: 自動再接続モード が有効の と き、 再接続試行 高限度回数を 0 に設定する と、 スキ ャナはパワータ イ ムア ウ ト タ
イマー設定 (see page 3-11) 参照） 時間が経過する まで、 通信を試みます。 自動再接続モード が無効の と き、 再接続
試行 高限度回数を 0 に設定する と、 スキ ャナは ト リ ガーが引かれたあ と １ 回だけ再接続を試みます。

再接続タ イ ムア ウ ト

再接続タ イ ムア ウ ト は、 再接続試行中のア イ ド リ ング時間を制御し ます。 ベース またはア ク セスポイ ン ト と の接続を再
試行するには、 一般に 高 5 秒ほどかか り ます。 これはスキ ャナが実際にコ ン タ ク ト し よ う と試みている時間です。 再
接続タ イ ムア ウ ト は １ 回接続を試み終わってから次に試み始める までの経過時間を秒単位で制御し ます。

Note: 試行時の所要時間は、 1 台のベースユニ ッ ト またはア ク セスポイ ン ト に接続されている スキ ャナの台数によ って異
な り ます。 接続に成功し た と きには、 さ らに 7 秒かかる こ と も あ り ます。

Relink Time-Out （再接続タ イ ムア ウ ト ） バーコード を読み取 り 、 その後裏表紙の内側から設定秒数 （0 ～ 100） を読み
取って く ださい。 Save （保存） を読み取って、 設定を保存し ます。 初期設定 =3 秒

Bluetooth / ISM ネ ッ ト ワーク ア ク テ ィ ビテ ィ の例

初期設定

スキ ャナが通信範囲外に出る と、 ベースユニ ッ ト またはア ク セスポイ ン ト への接続を何回も試みます。 1 回の試行には、
ア ク テ ィ ブタ イ ム約 5 秒と、 ア イ ド リ ング タ イ ム約 3 秒がかか り ます。 １ 時間経つと スキ ャナの電源が切れ、 バッチ
モード のデータは失われます。

再接続試行 高限度回数 15、
他の値は初期設定値の場合 ：

スキ ャナが通信範囲外に出る と、 ベースユニ ッ ト またはア ク セスポイ ン ト への接続を 15 回試みます。 1 回の試行には、
ア ク テ ィ ブタ イ ム約 5 秒と、 ア イ ド リ ング タ イ ム約 3 秒がかか り ます。 15 サイ クル （ 8 x 15 =120 ） すなわち、 約 2 分後
に、 スキ ャナはベースユニ ッ ト またはア ク セスポイ ン ト への接続試行を止めますが、 バッチモード で保存されたであろ
う バーコード は保存されています。 １ 時間経つと スキ ャナの電源が切れ、 バッチモード のデータは失われます。

自動再接続モード を 0 に設定、
再接続試行 高限度回数 15、
他の値は初期設定値の場合 ：

スキ ャナが通信範囲外に出て も、 再接続を一切試みません。 ト リ ガーを引 く と、 ベースユニ ッ ト またはア ク セスポイ ン
ト への リ ン ク を 15 回試みます。 1 回の試行には、 ア ク テ ィ ブタ イ ム約 5 秒と、 ア イ ド リ ング タ イ ム約 3 秒がかか り ます。
15 サイ クル （ 8 x 15 =120 ） すなわち、 約 2 分後に、 スキ ャナはベースユニ ッ ト またはア ク セスポイ ン ト への接続試行を
止めますが、 バッチモード で保存されたであろ う バーコード は保存されています。 １ 時間経つと スキ ャナの電源が切れ、
バッチモード のデータは失われます。 他にどのよ う な事象によ って再接続プロセスが始ま るか、 自動再接続モード , page 
3-24 ページの自動再接続モード を参照し て く ださい。

再接続試行 高限度回数

再接続タ イ ムア ウ ト
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自動再接続モード を 1 に設定、
再接続試行 高限度回数 0、 
再接続タ イ ムア ウ ト を 10 に、
スキ ャナパワータ イ ムア ウ ト を 1800 に設定し た場合 ：

Note: See スキ ャナパワータ イ ムア ウ ト タ イマー on page 3-11.

スキ ャナは 1 回の試行開始から次回の試行開始まで、 15 秒の間隔でベースユニ ッ ト またはア ク セスポイ ン ト への接続を
試みます。 30 分経過する と、 スキ ャナの電源がオフにな り ます。

ホス ト コマン ド の認知

一部のアプ リ ケーシ ョ ンでは、 送信されてき たバーコード をホス ト ター ミ ナル （ないしサーバー） が承認するか、 または却
下する こ と を要求し、 こ の処理をユーザーに知らせる よ う 要求し ます。 ホス ト ACK モード では、 スキ ャナは各スキ ャ ン後に
返答を待ちます。 視覚的聴覚的レ スポン スでオペレーターはフ ィ ード バッ ク を得られます。 ホス ト ACK を有効にする こ と に
よ ってスキ ャナはホス ト システムからのコマン ド に反応する状態にな り ます。

Note: ホス ト ACK を 9600 未満のボーレー ト で使用する と、 システム性能が落ちますので、 ご注意 く ださい。

ホス ト ACK を正常に作動させる為には、 下記の条件を満たす必要があ り ます。

• コード レ スシステムがホス ト のポー ト  RS232 ( ター ミ ナル ID = 000) も し く は USB COM エ ミ ュ レーシ ョ ン （ター ミ ナル ID
＝ 130） に設定し て く ださい。

• RTS/CTS の初期設定は無効です。 ホス ト システムが RTS/CTS を必要と し ている場合は、 有効にし なければな り ません。
• ホス ト  ACK を有効にし て く ださい (page 3-27) 
• 区切 り 文字にはカンマが必要です。
• ホス ト ター ミ ナルのソ フ ト ウ ェ アには、 バーコードデータ を解釈し、 かつデータの内容によ って決定を下す能力が必要と

されます。 スキ ャナへ適切なエス ケープコマン ド を送信する能力が必要です。

エスケープコマン ド は 「アプ リ ケーシ ョ ン ワーク グループ」 を介し てスキ ャナへ送信されます。 コマン ド が送信される と、
そのグループ内のスキ ャナすべてがコマン ド に反応し ます。 そのため、 各スキ ャナにホス ト ACK モード で自分専用のグルー
プを割 り 当てる こ と を推奨し ます。

スキ ャナが反応する コマン ド は page 3-27 に列挙されています。 [ESC] は Hex 値での 1B です。 典型的なコマン ド ス ト リ ング
は y <ESC> x で、 「 y 」 はアプ リ ケーシ ョ ン ワーク グループ番号、 「 <ESC> x 」 はエス ケープコマン ド、 コ ンマは終止符で必要
です。 (“y” が特定されていない場合、 コマン ド は初期設定の Application Work Group 0 に送信されます。 )

Example: コマン ド をつなげて、 カス タマイ ズ された リ スポン スシーケン ス を作成する こ と もでき ます。 以下はコマン ド ス
ト リ ングの一例です。

0[ESC]4,[ESC]5,[ESC]6,

上記の例では、 アプ リ ケーシ ョ ン ワーク グループがゼロのスキ ャナが、 始めは小さい音でピーッ と、 その後中位
の音でピーッ と、 さ らにその後大き な音でピーッ と鳴 り ます。

Example: フ ァ イルのどのア イ テムにも ピーッ音が必要ですが、 フ ァ イルにア イ テムがない場合、 エラーブザーが必要です。
この場合、

オンフ ァ イル製品用に [ESC]7 　 がホス ト へ送信されます。

非オンフ ァ イル製品用に [ESC]8、 [ESC]8 がホス ト へ送信されます。

バーコード がスキ ャ ン される と、 スキ ャナはホス ト ACK シーケン ス またはタ イ ムア ウ ト （初期設定 10 秒） にな る までのタ
イ ムア ウ ト 期間を入力し ます。

ホス ト ACK が有効な と き、 システムは次のよ う に機能し ます。

• スキ ャナはバーコード を読み、 ホス ト システムに送信すべ く 、 ベースユニ ッ ト またはア ク セスポイ ン ト にデータ を送 り ま
すスキ ャナがエス ケープコマン ド を受信する まで音や視覚によ る イ ンジケーターは発せられません。 読み取 り に成功する
と、 スキ ャナの読み取 り 用ラ イ ト が消えます。

• • 以下のいずれかになる まで、 スキ ャナの操作は中止されます。 1) ベースユニ ッ ト を介し て、 ホス ト システムからの有効な
エスケープ ・ ス ト リ ングを受信する。 2) スキ ャナがタ イ ムア ウ ト になる。

• 上記の 1) ないし 2) の条件が満た される と、 スキ ャナは再び読み取 り 準備が整い、 プロセスが繰 り 返されます。

スキ ャナが 10 秒以内に有効なエスケープコマン ド を受信し なければ、 タ イ ムア ウ ト が起き ます。 タ イ ムア ウ ト はエラーブ
ザーで示されます。 タ イ ムア ウ ト になった場合、 ユーザーはホス ト システムをチェ ッ ク し てスキ ャナへの応答がなぜ受信さ
れなかったのかを確認し て く ださい。
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ホス ト  ACK

ホス ト  ACK のレ スポン ス

コマン ド 動作

[ESC] a, 2 回ピーッ と鳴 り 、 設定変更に成功し た こ と を示し ます。

[ESC] b, エラーブザーが鳴 り 、 設定変更が成功し なかった こ と を示し ます。

[ESC] 1, 緑の LED が 135 秒間点灯し、 その後に小休止し ます。

[ESC] 2, 緑の LED が 2 秒間点灯し、 その後小休止し ます。

[ESC] 3, 緑の LED が 5 秒間点灯し、 その後小休止し ます。

[ESC] 4, 小さ い音で 1 回ピーッ と鳴 り ます。

[ESC] 5, 中位の音で 1 回ピーッ と鳴 り ます。

[ESC] 6, 大きい音で 1 回ピーッ と鳴 り ます。

[ESC] 7, 連続音で、 デコード と ホス ト への通信が成功し た こ と を示し ます。 

ESC 8, ESC J ホス ト へのデコード または通信が失敗し た こ と を表すエラーブザーが鳴 り ます。

ホ ス ト  ACK 　 有効

* ホス ト  ACK 　 無
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4

入力・出力設定
起動ブザー

スキ ャナは、 電源が入る と ブザーが鳴る よ う になっています。 コード レ スシステムをご使用の場合は、 電源を入れる とベー
スが鳴る よ う になっています。 起動ブザーをお使いにな ら ない場合は、 Off( 無効） バーコード を読み取って く ださい。 初期設

定 = Power Up Beeper On – Scanner （スキ ャナ、 起動ブザー有効）

BEL ブザー

ホス ト からのコマン ド に対し てブザーを鳴ら し たい場合は、 下の Beep on BEL On （BEL ブザー 　 有効） バーコード を読み
取って く ださい。 スキ ャナがホス ト から BEL キ ャ ラ ク タ を受信するたびにブザーが鳴 り ます。 初期設定 = Beep on BEL Off

（BEL ブザー 　 無効）

ス キ ャナ、 起動ブザー無効

* ス キ ャナ、 起動ブザー有効

コード レ スベース、 起動ブザー
無効

* コー ド レ スベース、 起動ブ
ザー有効

*BEL ブザー 　 無効

BEL ブザー 　 有効
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ト リ ガーク リ ッ ク音

ト リ ガーを引 く たびにク リ ッ ク音が聞こ え る よ う にし たい場合は、 下の Trigger Click On （ ト リ ガーク リ ッ ク音 　 有効） バー
コード を読み取って く ださい。 ク リ ッ ク音が聞こ えないよ う にするには、 Trigger Click Off （ ト リ ガーク リ ッ ク音 　 無効） コー
ド を読み取 り ます。 （シ リ アル ト リ ガーモード も し く は自動読み取 り モード には影響し ません。） 初期設定 = Trigger Click Off

（ ト リ ガーク リ ッ ク音 　 無効）

読み取 り 成功イ ンジケーター

ブザー ： 読み取 り 成功時

読み取 り に成功し た場合のブザーを On （有効） または Off （無効） に設定でき ます。 こ のオプシ ョ ンをオフにする と、
グ ッ ド リ ード表示へのブザー応答だけをオフにし ます。 エラー発生時や設定変更時のブザーはすべて鳴動し ます。 初期

設定＝ Beeper -Good Read On （読み取 り 成功のブザー 　 有効）

ブザーの音量 ： 読み取 り 成功時

読み取 り 成功時にスキ ャナが鳴らすブザーの音量を変更し ます。 初期設定 = High （高）

* ト リ ガーク リ ッ ク音 　

ト リ ガーク リ ッ ク音 　

読み取 り 成功のブザー 　 無効

* 読み取 り 成功のブザー 　 有効

低

中

* 高
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ブザーの音程 ： 読み取 り 成功時

読み取 り 成功時にスキ ャナが鳴らすブザー音の音程 （周波数） を変更し ます。 初期設定 = Medium （中）

ブザーの音程 ： 読み取 り 失敗時およびエラー発生時

エラー発生時にスキ ャナが発するエラーブザー音の音程を変更でき ます。 初期設定 = Razz 　 （低）

ブザーの長さ ： 読み取 り 成功時

読み取 り 成功時にスキ ャナが鳴らすブザー音の長さ を変更し ます。 初期設定＝ Normal 　 （通常）

Off

低 (1600 Hz)

* 中 （2400 Hz）

高 (4200 Hz)

* 低 (250 Hz)

中 (3250 Hz)

高 (4200 Hz)

* 通常

短短
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LED ： 読み取 り 成功時

読み取 り 成功時に点灯する LED を On （有効） または Off （無効） に設定でき ます。 初期設定＝ On 　 （有効）

ブザーの回数 ： 読み取 り 成功時

読み取 り 成功時のブザー回数を 1 ～ 9 に設定でき ます。 読み取 り 成功時のブザー回数を設定する と、 その回数が読み取
り 成功時のブザーと LED の回数と し て適用されます。 例えば、 こ の設定をブザー 5 回に設定する と、 読み取 り 成功に反
応し てブザーが 5 回鳴 り 、 LED が 5 回点滅し ます。 ブザーと LED の点滅は互いに同期し ています。 ブザー回数を変更す
る と きは、 次のバーコード を読み取 り 、 次に裏表紙の内側にあ るから数字 （1 ～ 9） バーコード と Save （保存）  バーコー
ド を読み取 り ます。 プロ グ ラ ミ ングチャー ト 初期設定＝ 1

ブザーの回数 ： 読み取 り 失敗時およびエラー発生時

読み取 り 失敗時およびエラー発生時にスキ ャナが鳴らすブザーや LED の点滅回数を 1 ～ 9 の う ちで設定でき ます。 例え
ば、 こ の設定をブザー 5 回に設定する と、 エラーに反応し てブザーが 5 回鳴 り 、 LED が ５ 回点滅し ます。 ブザー回数を
変更する と きは、 次のバーコード を読み取 り 、 次に裏表紙の内側にあ るから数値 （1 ～ 9） バーコード を読み取 り 、 次に
Save （保存） バーコード を読み取 り ます。 プロ グ ラ ミ ングチャー ト 初期設定＝ 1

読み取 り 成功デ ィ レ イ

読み取 り 成功後、 次のバーコード を読み取る までの 短時間を設定し ます。 初期設定 = 0 ミ リ 秒 ( デ ィ レ イ な し )

* 読み取 り 成功時の LED 　 有効

読み取 り 成功時の LED 　 無効

読み取 り 成功時のブザー と LED 回数

エ ラー発生時のブザー と LED 回数

* デ ィ レ イ な し

短いﾃﾞｨﾚｲ (500 ms)

中位のデ ィ レ イ (1,000 ms)
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ユーザー定義の読み取 り 成功デ ィ レ イ

グ ッ ド リ ードデ ィ レ イに独自の長さ を設定し たい場合は、 次のバーコード を読み取 り 、 裏表紙の内側から数字を読み
取ってデ ィ レ イ （0 ～ 30,000 ミ リ 秒） を設定し、 後に Save （保存） を読み取 り ます。 

マニュ アル ト リ ガーモード

マニュ アル ト リ ガーモード の場合、 バーコード が読み取られる まで、 も し く は ト リ ガーを放すまで読み取 り を行います。   初
期設定 = Manual Trigger Mode – Normal （マニュ アル ト リ ガーモード 　 標準）

LED 照明 ： マニュ アル ト リ ガーモード

LED 照明の明る さ を調節し たい場合は、 下記のいずれかのバーコード を読み取って く ださい。 ト リ ガーを引いた時のス
キ ャナの LED 照明を設定する こ と ができ ます。 初期設定 = High （高）

Note: LED はカ メ ラのフ ラ ッ シュのよ う な ものです。 部屋の照明が暗い場合、 スキ ャナがバーコード を確認でき る よ う
LED 照明も よ り 明る く なければな り ません。 

シ リ アル ト リ ガーモード

ト リ ガーを引 く か、 シ リ アル ト リ ガーコマン ド を用いる こ と で、 スキ ャナを動作させる こ と ができ ます。 ト リ ガーコマン
ド on page 10-3 を参照。 シ リ アル ト リ ガーモード では、 バーコード を読み取るか、 停止コマン ド が送信される まで読み取 り
動作を継続し ます。 指定時間が過ぎた後に自動的にオフになる よ う にスキ ャナを設定する こ と もでき ます。 （ 読み取 り タ イ ム
ア ウ ト を参照。）

長いデ ィ レ イ (1,500 ms)

ユーザー定義の読み取 り 成功デ ィ レ イ

* マニュ アル ト リ ガー 　 標準

低

中

中高

* 高
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読み取 り タ イ ムア ウ ト

スキ ャナをシ リ アルコマン ド で動作させる場合、 こ の設定で ト リ ガーのタ イ ムア ウ ト （ ミ リ 秒単位） を設定し ます。 ス
キ ャナが一旦タ イ ムア ウ ト になった後は、 ト リ ガーを引 く かシ リ アル ト リ ガーコマン ド を用いて動作させる こ と ができ
ます。 Read Time-Out （読み取 り タ イ ムアウ ト ） のバーコード を読み取 り 、 裏表紙の内側にあ るプロ グ ラ ミ ングチャー ト
から数字を読み取って、 タ イ ムア ウ ト 時間 （0 ～ 300,000 ミ リ 秒） を設定し、 次に Save （保存） を読み取 り ます。 初期値
＝ 30,000ms ( ミ リ 秒 )

プレゼンテーシ ョ ンモード

プレゼンテーシ ョ ンモード では、 周囲の照明を使ってバーコード を検知し ます。 LED はスキ ャナにバーコード が検知される
まで薄暗 く 、 バーコード を読み取る ために明る く な り ます。 室内の照明が暗い と正常に機能し ないこ と があ り ます。 

Note: プレゼンテーシ ョ ンモード でコード レ スチャージベースユニ ッ ト をご使用の場合、 ベースユニ ッ ト の補助電源ポー ト
に電源がつながれる までは、 バッ テ リ ーは充電を行いません。

以下のバーコード を スキ ャ ン し て、 プレゼンテーシ ョ ンモード に設定し ます。

ア イ ド ル照明 ： プレゼンテーシ ョ ンモード

プレゼンテーシ ョ ンモード でア イ ド ル状態にあ る場合、 以下のバーコード の １ つを読み取って、 LED 照明の設定を行い
ます。 初期設定 = High （高）

Note: 低ア イ ド ル照明設定の １ つを行っていて、 十分な照明が周囲にない場合、 バーコード の検知が上手 く いかない場
合があ り ます。 バーコード を読み取る ためにスキ ャナが起動しに く い場合、 ア イ ド ル照明を明る く 設定し て く だ
さい。

読み取りタイムアウト

プレゼンテーシ ョ ンモー ド

低

中

* 高
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プレゼンテーシ ョ ン感度

プレゼンテーシ ョ ン感度と は、 提示されたバーコード に対する スキ ャナの反応時間を増減させる数値範囲です。 感度を
設定するには、 Sensitivity （感度） バーコード を読み取 り 、 裏表紙の内側から感度 （0 ～ 20） を読み取 り 、 次に Save （保
存） を読み取 り ます。 も感度の高い設定が 0 で、 も低い設定が 20 です。 初期設定＝ 1

プレゼンテーシ ョ ンセン タ リ ング

こ こ では、 スキ ャナがス タ ン ド に設置された際にスキ ャナの視野を狭め、 ユーザーが読み取 り を望むバーコード だけを
スキ ャナに読み込ませる設定です。 例えば、 複数のバーコード が 1 枚のシー ト に密接し て印刷されている場合、 特定の
バーコード だけが読み取られる よ う にな り ます。  

Note: ス タ ン ド を使用せず、 スキ ャナを手で持った状態でセン タ リ ングを調節し たい場合は、 セン タ リ ング (page 4-14)
を参照し て く ださい。

事前に設定されたウ ィ ン ド ウにバーコード が触れられなかった場合、 バーコード のデコード も出力を行われません。
Presentation Centering On （プレゼンテーシ ョ ンセン タ リ ング 　 有効） を読み取って設定を有効にする と、 Top of 
Presentation Centering Window, Bottom of Presentation Centering Window （プレゼンテーシ ョ ン ウ ィ ン ド ウ 　 底部）、Left and 
Right of Presentation Centering Window （プレゼンテーシ ョ ンセン タ リ ング ウ ィ ン ド ウの左右） によ ってユーザーが指定し
たセン タ リ ング ウ ィ ン ド ウ を通ったバーコード だけを読み取 り ます。 

次の例では、 白いボ ッ ク ス  がセン タ リ ング ウ ィ ン ド ウ を示し ます。 セン タ リ ング ウ ィ ン ド ウは 20% 左、 30% 右、 8% 上、
25% 下に設定されています。 バーコード 1 は、 セン タ リ ング ウ ィ ン ド ウ を通過し たので、 正常に読み取られます。 一方、
バーコード 2 はセン タ リ ング ウ ィ ン ド ウ を通過し ていないので、 読み取られていません。

Note: バーコード はあ る程度セン タ リ ング ウ ィ ン ド ウ を通過し なければな り ません。 バーコード全体が完全にセン タ リ
ング ウ ィ ン ド ウに入る よ う に読み取る必要はあ り ません

感度

0%

Bar Code 1

Bar Code 2

10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0%
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Presentation Centering On （プレゼンテーシ ョ ンセン タ リ ング 　 有効） を読み取った後、 以下のバーコード を読み取って
セン タ リ ング ウ ィ ン ド ウの上部、 底部、 左、 右を変更し て く ださい。 本書裏面にあ るプロ グ ラ ミ ング コード を読み取っ
て、 セン タ リ ング ウ ィ ン ド ウ を移動する割合の数字を読み取 り 、 その後 Save を読み取 り ます。   初期設定 = 40% for Top 

and Left, 60% for Bottom and Right （上部および左に 40%、 底部および右に 60%）

ス タ ン ド使用時のセンサーモード

こ の機能は、 スキ ャナがス タ ン ド から離れた場合にマニュ アル ト リ ガーによ って読み取 り 実行を スキ ャナへ指示する もので
す。 Sensor On （センサー 　 有効） が有効な と き、 ス タ ン ド使用時のスキ ャナはス ト リ ー ミ ングプレゼンテーシ ョ ンモード を
デフ ォル ト と し、 ス タ ン ド不使用時の場合は、 マニュ アル ト リ ガーモード をデフ ォル ト と し ます。 初期設定 = Sensor On （セ

ンサー 　 有効）

プレゼンテーションセンタリング　有効

* プレセンターションセンタリング　無効

プレゼンテーションセンタリングウィンド
ウ　上 

プレゼンテーションセンタリング　下

プレゼンテーションセンタリング　左

プレゼンテーションセンタリング　右

* センサー 　 有効

センサー 　 無効
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低品質コード

低品質 1D コード

こ の設定はダ メ ージのあ るバーコード または印刷が悪いバーコード の読取を改善させます。 Poor Quality 1D Reading On
（低品質 1D 読取有効） を読み取る と、 低品質の リ ニアバーコード の読取が改善されますが、 スキ ャナの読取速度は高品
質のバーコード を読み取る場合に比べ低下し ます。 こ の設定は ２ 次元バーコード には影響があ り ません。 初期設定 = 低

品質 1D 読取無効

低品質 PDF コード

こ の設定はダ メ ージのあ る PDF コード または印刷が悪い PDF コード の読取を改善させます。 Poor Quality PDF On （低品
質 PDF 読取有効） を読み取る と、 低品質の PDF コード の読取が改善されますが、 スキ ャナの読取速度は高品質のバー
コード を読み取る場合に比べ低下し ます。 こ の設定は 1 次元バーコード には影響があ り ません。 初期設定 = 低品質 PDF

読取無効

CodeGate®

CodeGate を有効にする と、 デコード されたデータ をホス ト システムへ送信させる ために ト リ ガーを使用し ます。 スキ ャナは
読み取 り もデコード も行いますが、 ト リ ガーが引かれる までデコード されたデータ を送信し ません。 CodeGate が無効になっ
ている と、 バーコード のデータはデコード されて直ぐにホス ト システムに送信されます。 初期設定 = CodeGate Off, Out of 

Stand （ス タ ン ド不使用時 　 CodeGate 無効）

低品質 1D 読取有効

* 低品質 1D 読取無効

低品質 PDF 読取有効

* 低品質 PDF 読取無効

* CodeGate 無効
ス タ ン ド 不使用時

CodeGate 有効
ス タ ン ド 不使用時
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携帯端末読み取 り モード

こ の機能は、 お使いのスキ ャナを携帯端末やその他の LED デバイ スのバーコード読み取 り に 適化し ます。 しかし、 こ の
モード では、 印刷されたバーコード の読取速度は少し遅 く な り ます。

Note: 携帯端末読み取 り モード を無効にするには、 マニュ アル ト リ ガーモード のバーコード (see page 4-5) を読み取 り ます。

ハンズフ リ ータ イ ムア ウ ト

スキ ャ ン ス タ ン ド、 またはプレゼンテーシ ョ ンモード は 「ハンズフ リ ー」 モード と呼ばれます。 ハンズフ リ ーモード を使用
中に ト リ ガーを引 く と、 マニュ アル ト リ ガーモード に変わ り ます。 ハンズフ リ ータ イ ムア ウ ト を設定する こ と で、 スキ ャナ
がマニュ アル ト リ ガーモード のま までいる時間を設定でき ます。 タ イ ムア ウ ト 値に達する と （さ らに ト リ ガーが引かれなけ
れば） 元のハンズフ リ ーモード に戻 り ます。  

Hands Free Time-Out （ハンズフ リ ータ イ ムアウ ト ） のバーコード を読み取 り 、 裏表紙の内側から タ イ ムア ウ ト 時間 （0 ～ 
300,000 ミ リ 秒） を読み取 り 、 Save （保存） を読み取 り ます。   初期値＝ 5,000ms ( ミ リ 秒 )

再読み取 り デ ィ レ イ

同一バーコード を 2 回目に読み取る までの間隔を秒単位で設定し ます。 再読み取 り デ ィ レ イ を設定する こ と で、 同一バー
コード を誤って再読み取 り するのを防ぎます。 デ ィ レ イ を長 く する と、 再読み取 り エラーを 小限にするのに効果的です。
バーコード の繰 り 返し読み取 り が必要な場合は、 デ ィ レ イ を短 く し ます。 再読み取 り デ ィ レ イが動作するのは、 プレゼン

テーシ ョ ンモード (see page 4-6) の と きだけです。 初期設定 = Medium （中）

手持ち読み取 り 　 携帯端末 

ハンズフ リ ータ イ ムア ウ ト

短 (500 ms)

* 中 (750 ms)

長 (1000 ms)

Extra Long (2000 ms)　エクストラ
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ユーザー定義の再読み取 り デ ィ レ イ

再読み取 り デ ィ レ イに独自の長さ を設定し たい場合は、 次のバーコード を読み取 り 、 裏表紙の内側から数字を読み取って
デ ィ レ イ （0 ∼ 30,000 ミ リ 秒） を設定し、 後に Save( 保存） を読み取 り ます。 

2D 読み取 り デ ィ レ イ

2 次元シンボルは他のバーコード と比べて、 読み取 り に時間が掛かる こ と があ り ます。 2 次元シンボルに再読み取 り デ ィ
レ イ を設定し たい場合、 以下の設定バーコード を読み取って く ださい。 2D Reread Delay Off （2D 再読み取 り デ ィ レ イ無
効） は再読み取 り デ ィ レ イが設定された 1 次元 ・ 2 次元バーコード の両方に使用でき ます。 初期設定 = 2D Reread Delay 

Off 　 （ ２ D 再読み取 り デ ィ レ イ無効）

キ ャ ラ ク タ有効化モード

ホス ト から キ ャ ラ ク タ を送信し てスキ ャナの読取を開始し ます。 有効キ ャ ラ ク タ を受信する と、 スキ ャナはキ ャ ラ ク タ有効
化レーザータ イ ムア ウ ト (page 4-12) キ ャ ラ ク タ有効化タ イ ムア ウ ト にな るか、 (see 無効化キ ャ ラ タ on page 4-13) 無効キ ャ ラ
ク タ を受信するか、 またはバーコード を送信する までスキ ャ ン し続けます。 キ ャ ラ ク タ ア ク テ ィ ベーシ ョ ンを使用するには、
以下の On バーコード を読み取 り 、 ホス ト から送信し てスキ ャ ンを始める キ ャ ラ ク タ を以下のア ク テ ィ ベーシ ョ ンキ ャ ラ ク タ

を使用し ます。 初期設定＝ Off （無効）

ユーザー定義の再読み取 り デ ィ レ イ

* ２ D 再読み取 り デ ィ レ イ無効

短 　 (1000ms)

中 　 (2000ms)

長 　 (3000ms)

エ ク ス ト ラ (4000ms)

* 無効
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ア ク テ ィ ベーシ ョ ンキ ャ ラ タ

キ ャ ラ ク タ ア ク テ ィ ベーシ ョ ンモード を使用し ている場合、 読み取 り に使用する キ ャ ラ ク タ を設定し ます。 スキ ャ ンを
開始する ための文字を、 ASCII 変換チャー ト （コードページ 1252） , page A-3ASCII 変換チャー ト にあ る 16 進数から選択
し て く ださい。 以下のバーコード を スキ ャ ン し、 プロ グ ラ ミ ングチャー ト ASCII キ ャ ラ ク タに対応し た英数字を使用し て
く ださい。 保存 （保存） を読み取 り 終了し ます。

読み取 り 成功後の終端文字のア ク テ ィ ベーシ ョ ン

スキ ャナがバーコード の検出 ・ 読取に成功後、 スキ ャ ンする ためにレーザーをそのま まにするか消灯するか設定でき ま
す。 End Character Activation After Good Read （読み取 り 成功後の終端文字ア ク テ ィ ベーシ ョ ン） を有効にする と、 読み取
り 成功後にレーザーを消灯し、 読取を停止し ます。 Do Not End Character Activation After Good Read 　 （読み取 り 成功後の
終端文字ア ク テ ィ ベーシ ョ ン無効） を スキ ャ ンする と、 読み取 り 成功後も レーザーはそのま まにな り ます。 初期設定 = 

End Character Activation After Good Read 　 （読み取 り 成功後の終端文字のア ク テ ィ ベーシ ョ ン）

キ ャ ラ ク タ有効化レーザータ イ ムア ウ ト

キ ャ ラ ク タ有効化モード を使用し ている場合、 レーザーが点灯し ている時間の長さ と バーコード のデコード試行する時
間を設定でき ます。 以下のバーコード を読み取って タ イ ムア ウ ト の時間 （ ミ リ 秒） を設定し、 裏表紙にあ る数字を読み
取ってプロ グ ラ ミ ングチャー ト 保存タ イ ムア ウ ト 時間 （1 ～ 300,000 ミ リ 秒） を設定し て く ださい。 初期値＝ 5000ms ( ミ
リ 秒 )

有効

有効化キ ャ ラ タ

読み取 り 成功後の終端文字有効化無効

読み取 り 成功後の終端文字有効化

キ ャ ラ ク タ有効化レーザータ イ ムア
ウ ト
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キ ャ ラ ク タ無効化モード

スキ ャ ン開始のためのキ ャ ラ ク タ をホス ト から送信する場合、 スキ ャ ン停止のためのキ ャ ラ ク タ を送る こ と も出来ます。
キ ャ ラ ク タ無効化を使用するには、 以下の On （有効） バーコード を読み取 り 、 ホス ト から送信し てスキ ャ ンを始める キ ャ ラ

ク タ を以下の無効化文字を使用し ます。 初期設定＝ Off （無効）

無効化キ ャ ラ タ

文字無効化モード を使用し ている場合、 読み取 り に使用する キ ャ ラ ク タ を設定し ます。 スキ ャ ンを停止する ための文字
を、 ASCII 変換チャー ト （コード ページ 1252） , page A-3ASCII 変換チャー ト にあ る 16 進数から選択し て く ださい。 以下
のバーコード を スキ ャ ン し、 プロ グ ラ ミ ングチャー ト ASCII キ ャ ラ ク タに対応し た英数字を使用し て く ださい。 保存 （保
存） を読み取 り 終了し ます。

照明ラ イ ト

バーコード の読み取 り 中に照明ラ イ ト をオンにし たい場合は、 次の Lights On （照明有効） のバーコード を読み取 り ます。 た
だし、 単にラ イ ト をオフ し たい場合は、 Lights Off （照明無効） のバーコード を読み取 り ます。 初期設定 = Lights On （照明 　
無効）

Note: この設定は、 エイマーラ イ ト には無効です。 エイ ミ ング ラ イ ト は、 以下のエイマーモード で設定でき ます。   

エイマーデ ィ レ イ

ユーザーがスキ ャナの狙いを定めて画像を取 り 込むまでのデ ィ レ イ （間隔） を設定し ます。 これらのコード で、 ト リ ガーを
引いてから画像を取 り 込むまでの時間を設定し ます。 デ ィ レ イ時間の間はエイ ミ ング ラ イ ト が照射されますが、 デ ィ レ イ時

間を過ぎる まで LED は点灯し ません。   初期設定＝ Off

* 無効

有効

無効化キ ャ ラ タ

* 照明 　 有効

照明 　 無効

200 ミ リ 秒
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ユーザー定義のエイマーデ ィ レ イ

デ ィ レ イ時間に独自の長さ を設定し たい場合は、 次のバーコード を読み取 り 、 本書の裏表紙の内側にあ るプロ グ ラ ミ ン
グチャー ト から数字 （0 ～ 4,000 ミ リ 秒） を読み取って タ イ ムアウ ト を設定し、 Save （保存） を読み取 り ます。

エイマーモード

こ の機能はエイマーの切 り 替えを行 う ものです。 Interlaced （非同時） のバーコード を読み取る と、 エイマーと照明 LED は同

時に点灯でき ません。 illumination LEDs. 初期設定 =Interlaced （非同時）

セン タ リ ング

希望のバーコード だけを確実に読み取る よ う にするには、 セン タ リ ングを使用し てスキ ャナの視界を狭めます。 例えば、 複
数のバーコード が接近し ている場合は、 セン タ リ ングで希望のバーコード だけを確実に読み取 り ます  

Note: ス タ ン ド を使用せず、 スキ ャナを手で持った状態でセン タ リ ングを調節し たい場合は、 プレゼンテーシ ョ ンセン タ リ
ング (page 4-7) の 「セン タ リ ング」 を参照し て く ださい。

事前に設定されたウ ィ ン ド ウにバーコード が触れられなかった場合、 バーコード のデコード も出力を行われません。
Centering On （プレゼンテーシ ョ ンセン タ リ ング 　 有効） を読み取って設定を有効にする と、 Top of Centering Window, Bottom 
of Centering Window （セン タ リ ング ウ ィ ン ド ウ 　 上部）、 （プレゼンテーシ ョ ン ウ ィ ン ド ウ 　 底部）、 Left, and Right of Centering 
Window （プレゼンテーシ ョ ンセン タ リ ング ウ ィ ン ド ウの左右） によ ってユーザーが指定し たセン タ リ ング ウ ィ ン ド ウ を通っ
たバーコード だけを読み取 り ます。 

400 ミ リ 秒

* 無効、 または

デ ィ レ イ時間

無効

* 非同時
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次の例では、 白いボ ッ ク ス  がセン タ リ ング ウ ィ ン ド ウ を示し ます。 セン タ リ ング ウ ィ ン ド ウは 20% 左、 30% 右、 8% 上、 25% 
下に設定されています。 バーコード 1 は、 セン タ リ ング ウ ィ ン ド ウ を通過し たので、 正常に読み取られます。 一方、 バー
コード 2 はセン タ リ ング ウ ィ ン ド ウ を通過し ていないので、 読み取られていません。

Note: バーコード はあ る程度セン タ リ ング ウ ィ ン ド ウ を通過し なければな り ません。 バーコード全体が完全にセン タ リ ング
ウ ィ ン ド ウに入る よ う に読み取る必要はあ り ません

Centering On を読み取 り 、 次のバーコード をどれか読み取ってセン タ リ ング ウ ィ ン ド ウの上下左右いずれかを変更し ます。 本
書裏面にあ るプロ グ ラ ミ ング コード を読み取って、 セン タ リ ング ウ ィ ン ド ウ を移動する割合の数字を読み取 り 、 その後 Save

を読み取 り ます。   初期設定セン タ リ ング＝ Top と Left が 40%、 Bottom と Right が 60%

0%

Bar Code 1

Bar Code 2

10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0%

セン タ リ ング 　 有効

* セン タ リ ング 　 無効

セン タ リ ング ウ ィ ン ド ウ 　 上 

セン タ リ ング 　 下
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No Read

No Read を On にする と、 スキ ャナはコード を読み取れない場合に通知し ます。 EZConfig Tool Scan Data Windowsee page 9-2 を
使用し ている場合は、 コード を読み取れなかった と きに 「NR」 と表示されます。 No Read を無効にする と 「NR」 は表示され

ません。 初期設定＝ Off

例えば 「Error」 や 「Bad Code」 など 「NR」 以外を表示し たい場合は、 出力 メ ッ セージを編集でき ます (see データ フ ォーマ ッ
ト  beginning on page 6-1) からのデータ フ ォーマ ッ ト 参照）。 No Read シンボルの Hex 値は 9C です。  

ビデオ リ バース （反転コード）

ビデオ リ バース を使用する と、 反転し たバーコード を読み取る こ と ができ ます。 Video Reverse Off （反転コード 　 無効） はこ
のバーコード の例です。 色が反転し たバーコード のみを読み込む際には、 Video Reverse Only （反転コード のみ 　 有効） を読
み取って く ださい。 どち らのタ イプのコード も読み込む場合は、 Reverse and Standard Bar Codes （標準および反転コード両方
　 有効） を読み取って く ださい。 

Note: Video Reverse Only を読み取った後は、 メ ニューバーコード の読み取 り ができ ません。 メ ニューバーコード を読み取る
には、 Video Reverse Off （反転コード 　 無効） も し く は Video Reverse and Standard Bar Codes （反転および標準コード）
を読み込んで く ださい。

Note: 画像は反転されません。 これは、 バーコード のデコード専用設定です。

セン タ リ ング 　 左

セン タ リ ング 　 右

有効

* 無効

反転コー ド のみ 　 有効

反転および標準コー ド
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ワーキングオ リ エンテーシ ョ ン

バーコード によ っては、 方向に敏感な ものがあ り ます。 例えば、 KIX コードや OCR フ ォ ン ト のよ う に横から、 または上下逆
さ に読み取る と誤読し て し ま う ものも あ り ます。 こ のよ う なコード が常にスキ ャナの正面で読み取られない場合、 こ の機能
を使用し て く ださい。 初期設定 =Upright （正面）

* 反転バーコー ド 　 無効

正面

垂直、 上から下へ
（CW 90° 回転）

上下逆さ

垂直、 下から上へ
（CW 90° 回転）

* 正面

垂直、 下から上

上下逆さ

垂直、 上から下
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5

データ編集
プレ フ ィ ッ ク ス／サフ ィ ッ ク スについて

バーコード を読み取る と、 追加情報がバーコードデータ と一緒にホス ト コ ンピ ュータに送信されます。 バーコードデータ と
追加のユーザ定義データ を合わせて 「 メ ッ セージス ト リ ング」 と呼びます。 この章の設定は、 ユーザ定義データ を メ ッ セー
ジス ト リ ングに組み込む と きに使用し ます。

プレ フ ィ ッ ク ス と サフ ィ ッ ク スのキ ャ ラ ク タは、 読み取ったデータの前後に送信でき るデータ キ ャ ラ ク タです。 全シンボル
に適用するか、 特定シンボルにだけ適用するかを指定でき ます。 次の図は、 メ ッ セージス ト リ ングの中身を示し ます。

補足
• 常に メ ッ セージス ト リ ングを作る必要はあ り ません。 この章の設定を使用するのは、 初期設定を変更し たい と きだけ

です。 初期設定プレ フ ィ ッ ク ス＝ None （な し） 初期設定サフ ィ ッ ク ス＝ None （な し）
• プレ フ ィ ッ ク スやサフ ィ ッ ク スは、 1 シンボルまたは全シンボルに追加／削除でき ます。
• ASCII 変換チャー ト （コードページ 1252） , beginning on page A-3 で、 プレ フ ィ ッ ク スやサフ ィ ッ ク スは、 どれでも

コード ID や AIM ID と一緒に追加でき ます。
• 1 回の動作で複数のシンボルに対し て複数の設定を結合でき ます。
• 出力で表示し たい順にプレ フ ィ ッ ク ス と サフ ィ ッ ク ス を入力し て く ださい。
• すべてのシンボルではな く 、 特定のシンボルを設定する と き、 そのコード ID 値は、 追加されたプ リ フ ィ ク ス またはサ

フ ィ ッ ク スのキ ャ ラ ク タ と見な し ます。
• プ リ フ ィ ク ス / サフ ィ ッ ク スは、 ヘッ ダー情報を含めて 大 200 キ ャ ラ ク タ （桁） まで追加可能です。

プレ フ ィ ッ ク ス またはサフ ィ ッ ク スの追加手順

Step 1. Add Prefix （プ リ フ ィ ク スの追加） または Add Suffix （サフ ィ ッ ク スの追加） のバーコード を読み取 り ます 。
page 5-2

Step 2. シンボルチャー ト （シンボルチャー ト , beginning on page A-1 にあ り ます） からプレ フ ィ ッ ク ス またはサフ ィ ッ ク
ス を適用し たいシンボルの 2 桁の Hex 値を確認し ます。 例えば、 Code 128 の場合、 コード ID は 「j」、 Hex ID は
「6A」 です。

Step 3. 本書の裏表紙の内側にあ るプロ グ ラ ミ ングチャー ト から 2 桁の数字を読み取 り ます。 全シンボルの場合は 9、 9 と
読み取 り ます。

Step 4. ASCII 変換チャー ト （コードページ 1252） , beginning on page A-3 から、 入力し たいプレ フ ィ ッ ク ス またはサ
フ ィ ッ ク スの Hex 値を確認し ます。 

Step 5. 本書の裏表紙の内側にあ るプロ グ ラ ミ ングチャー ト から、 確認し た 2 桁の Hex 値を読み取 り ます。

Step 6. プレ フ ィ ッ ク ス またはサフ ィ ッ ク スのキ ャ ラ ク タ ご と に Step 4 と Step 5 を繰 り 返し ます。

Step 7. コード ID を追加する と きは、 5、 C、 8、 0 を読み取 り ます。
 AIM ID を追加する と きは、 5、 C、 8、 1 を読み取 り ます。
 バッ ク ス ラ ッ シュ （\） を追加する と きは、 5、 C、 5、 C を読み取 り ます。

Note: Step 7 でバッ ク ス ラ ッ シュ （\） を追加する と きは、 5C を 2 回読み取って く ださい。 1 回目で先行バッ ク ス ラ ッ
シュ を作成し、 次にバッ ク ス ラ ッ シュ自体を作成し ます。

Step 8. Save を読み取って保存／終了するか、 Discard を読み取って保存せずに終了し ます。

別のシンボルにプレ フ ィ ッ ク ス またはサフ ィ ッ ク ス を追加する と きは、 Step 1 ～ 6 を繰 り 返し ます。

Prefix Scanned Data Suffix

1-11
alpha numeric &
control characters

variable length1-11
alpha numeric &
control characters
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例 ： タブサフ ィ ッ ク ス をすべてのシンボルに追加

Step 1. Add Suffix を読み取 り ます。

Step 2. 本書の裏表紙の内側にあ るプロ グ ラ ミ ングチャー ト すべてのシンボルに適応するために 9、 9 を読み取 り ます。

Step 3. 本書の裏表紙の内側にあ るプロ グ ラ ミ ングチャー ト から 0、 9 を読み取 り ます。 これは ASCII 変換チャー ト （コー
ドページ 1252） , beginning on page A-3 の水平タブの HEX 値と一致し ます。

Step 4. Save を読み取るか、 Discard を読み取って保存せずに終了し ます。

1 つまたはすべてのプレ フ ィ ッ ク ス またはサフ ィ ッ ク スの削除

シンボルのプレ フ ィ ッ ク ス またはサフ ィ ッ ク ス を 1 つまたはすべて削除でき ます。 1 つのシンボルにプ リ フ ィ ク スやサ
フ ィ ッ ク ス を追加し た こ と があ る場合、 Clear One Prefix/Suffix （1 つのプ リ フ ィ ク ス またはサフ ィ ッ ク ス を削除） で特定
のキ ャ ラ ク タ をシンボルから消去し ます。 また、 Clear All Prefixes/Suffixes （すべてのプ リ フ ィ ク ス またはサフ ィ ッ ク ス
を削除） を選択する と、 すべてのプ リ フ ィ ク ス またはサフ ィ ッ ク スが削除されます。

Step 1. Clear One Prefix または Clear One Suffix のバーコード を読み取 り ます。

Step 2. シンボルチャー ト （シンボルチャー ト , beginning on page A-1 にあ り ます） から、 プレ フ ィ ッ ク ス またはサフ ィ ッ
ク ス を削除し たいシンボルの 2 桁の Hex 値を確認し ます。

Step 3. 本書の裏表紙の内側にあ るプロ グ ラ ミ ングチャー ト から 2 桁の Hex 値を読み取 り ます。 全シンボルの場合は 9、 9
を読み取 り ます。

変更内容は自動的に保存されます。

キ ャ リ ッ ジ リ ターンサフ ィ ッ ク ス をすべてのシンボルに追加

キ ャ リ ッ ジ リ ターンサフ ィ ッ ク ス をすべてのシンボルに一度に追加し たい場合は、 次のバーコード を読み取 り ます。 こ
の操作では、 まず現在のサフ ィ ッ ク ス をすべて削除し、 次にすべてのシンボルに対し てキ ャ リ ッ ジ リ ターンサフ ィ ッ ク
ス を設定し ます。

プレ フ ィ ッ ク スの設定

キ ャ リ ッ ジ リ ターンサフ ィ ッ ク ス を
すべてのシンボルに追加

プ リ フ ィ ク ス追加

プレ フ ッ ク ス １ つ削除

すべてのプ リ フ ィ ク ス削除
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サフ ィ ッ ク スの設定

フ ァ ン ク シ ョ ン コード送信

こ の設定を有効にする と、 読み取ったデータにフ ァ ン ク シ ョ ン コード が含まれている場合、 スキ ャナがそのフ ァ ン ク シ ョ ン
コード をホス ト システムに送信し ます。 これらのフ ァ ン ク シ ョ ン コード は、 page 8-2 からの 「サポー ト されている イ ン タ
フ ェースキー」 に記載されています。 キーボード ウ ェ ッ ジモード の と き、 読み取 り コード はキーコード に変換されてから送

信されます。 初期設定＝ Enable （有効）

キ ャ ラ ク タ間、 フ ァ ン ク シ ョ ン間、 および メ ッ セージ間デ ィ レ イ

データ送信が速すぎる と、 ター ミ ナルによ っては情報 （キ ャ ラ ク タ） を読み落とすこ と があ り ます。 キ ャ ラ ク タ間、 フ ァ ン
ク シ ョ ン間、 および メ ッ セージ間デ ィ レーはデータ送信を遅 く する こ と で、 よ り 確実にデータ を送信し ます。

キ ャ ラ ク タ間デ ィ レ イ

読み取ったデータの各キ ャ ラ ク タ を送信する間に 大 5000 ミ リ 秒 （5ms 単位） のキ ャ ラ ク タ間デ ィ レ イ を設定でき ます。
次の Intercharacter Delay キ ャ ラ ク タ間デ ィ レ イのバーコード を読み取 り 、 本書の裏表紙の内側にあ るプロ グ ラ ミ ング
チャー ト で 5 ミ リ 秒単位の数字 （0 ～ 99） と Save のバーコード を読み取 り ます。

サフ ィ ッ ク ス

サフ ィ ッ ク ス １ つ削除

すべてのサフ ィ ッ ク ス削

* 有効

無効

1 2 3 4 5

キ ャ ラ ク タ間デ ィ レ イ

プレフィックス 読み取ったデータ サフィックス

キ ャ ラ ク タ間デ ィ レ イ （間
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こ のデ ィ レーを削除する と きは、 Intercharacter Delay のバーコード を読み取 り 、 次にデ ィ レー数を 0 に設定し ます。 本書
の裏表紙の内側にあ るプロ グ ラ ミ ングチャー ト から、 Save のバーコード を読み取 り ます。

Note: キ ャ ラ ク タ間デ ィ レ イは、 USB のシ リ アルエ ミ ュ レーシ ョ ンではサポー ト されていません。

ユーザ指定のキ ャ ラ ク タ間デ ィ レ イ （間隔）

読み取ったデータの特定のキ ャ ラ ク タ を送信し た後に、 大 5000 ミ リ 秒 （5ms 単位） のキ ャ ラ ク タ間デ ィ レ イ を設定で
き ます。 次の Delay Length （デ ィ レ イ長） のバーコード を読み取 り 、 本書の裏表紙の内側にあ るプロ グ ラ ミ ングチャー
ト  で 5 ミ リ 秒単位の数字 （0 ～ 99） と Save のバーコード を読み取ってから Save のバーコード を読み取 り ます。 

次に、 Character to Trigger Delay （デ ィ レ イ を有効にする キ ャ ラ ク タ） のバーコード を読み取 り 、 (see 下位 ASCII R リ フ ァ

レ ン ステーブル on page A-4) で、 デ ィ レ イ を ト リ ガーする ASCII キ ャ ラ ク タの 2 桁の Hex 値を読み取 り ます。

こ のデ ィ レーを削除する と きは、 Delay Length のバーコード を読み取 り 、 次にデ ィ レ イ数を 0 に設定し ます。 本書の裏表
紙の内側にあ るプロ グ ラ ミ ングチャー ト から、 Save のバーコード を読み取 り ます。

フ ァ ン ク シ ョ ン間デ ィ レ イ （間隔）

メ ッ セージス ト リ ングの各セグ メ ン ト を送信する間に 大 5000 ミ リ 秒 （5ms 単位） のフ ァ ン ク シ ョ ン間デ ィ レ イ を設定
でき ます。 次の Interfunction Delay （フ ァ ン ク シ ョ ン間デ ィ レ イ） のバーコード を読み取 り 、 本書の裏表紙の内側にあ る
プロ グ ラ ミ ングチャー ト で 5 ミ リ 秒単位の数字 （0 ～ 99） と Save のバーコード を読み取 り ます。

こ のデ ィ レーを削除する と きは、 Intercharacter Delay （フ ァ ン ク シ ョ ン間デ ィ レ イ） のバーコード を読み取 り 、 次にデ ィ
レー数を 0 に設定し ます。 本書の裏表紙の内側にあ るプロ グ ラ ミ ングチャー ト から、 Save のバーコード を読み取 り ます。

デ ィ レ イ長

デ ィ レ イ を有効にする キ ャ ラ ク タ 

フ ァ ン ク シ ョ ン間デ ィ レ イ

プレフィックス 読み取ったデータ サフィックス

1 2 3 4 5STX HT CR LF

フ ァ ン ク シ ョ ン間デ ィ レ イ （間
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メ ッ セージ間デ ィ レ イ

読み取 り 送信の間に 大 5000 ミ リ 秒 （5ms 単位） の メ ッ セージ間デ ィ レ イ を設定でき ます。 次の Intermessage Delay
（ メ ッ セージ間デ ィ レ イ ) のバーコード を読み取 り 、 本書の裏表紙の内側にあ るプロ グ ラ ミ ングチャー ト で 5 ミ リ 秒単位
の数字 （0 ～ 99） と Save のバーコード を読み取 り ます。

こ のデ ィ レーを削除する と きは、 Intercharacter Delay （ メ ッ セージ間デ ィ レ イ） のバーコード を読み取 り 、 次にデ ィ レー
数を 0 に設定し ます。 本書の裏表紙の内側にあ るプロ グ ラ ミ ングチャー ト から、 Save のバーコード を読み取 り ます。

第二の読み取 り 送信第一の読み取 り 送信

メ ッ セージ間デ ィ レ イ

Intermessage Delay
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データフォーマット
データ フ ォーマ ッ ト エデ ィ タについて

データ フ ォーマ ッ ト エデ ィ タ を使ってスキ ャナの出力を変更でき ます。 例えば、 バーコードデータ を読み取 り ながら特定個
所にキ ャ ラ ク タ を挿入でき ます。 この後のページに記載された設定は、 出力を変更し たい場合だけに使用し て く ださい。
データ フ ォーマ ッ ト の初期設定＝ None （な し）

通常、 バーコード を読み取る と自動的に出力されます。 フ ォーマ ッ ト をする場合は、 フ ォーマ ッ ト プロ グ ラ ムの中で 「send」
コマン ド (see 送信コマン ド on page 6-3) でデータ を出力する必要があ り ます。

スキ ャナには複数のフ ォーマ ッ ト のプロ グ ラ ム設定が可能です。 入力された順にス タ ッ ク されます。 ただし、 次の一覧は
フ ォーマ ッ ト が適用される順序を示し ています。

1. 特定のター ミ ナル ID、 実際のコード ID、 実際の長さ

2. 特定のター ミ ナル ID、 実際のコード ID、 汎用の長さ

3. 特定のター ミ ナル ID、 汎用のコード ID、 実際の長さ

4. 特定のター ミ ナル ID、 汎用のコード ID、 汎用の長さ

5. 汎用のター ミ ナル ID、 実際のコード ID、 実際の長さ

6. 汎用のター ミ ナル ID、 実際のコード ID、 汎用の長さ

7. 汎用のター ミ ナル ID、 汎用のコード ID、 実際の長さ

8. 汎用のター ミ ナル ID、 汎用のコード ID、 汎用の長さ

データ フ ォーマ ッ ト の構成はヘッ ダー情報を含め、 2000 バイ ト が 大サイ ズです。

データ フ ォーマ ッ ト の設定の変更を行った ものの、 フ ォーマ ッ ト をすべて削除し て工場初期設定に戻し たい場合は、 下の 
Default Data Format （データ フ ォーマ ッ ト 初期設定） コード を読み取って く ださ い。

データ フ ォーマ ッ ト の追加

Step 1. Enter Data Format のシンボルを読み取 り ます。 （page 6-2）

Step 2. Primary （基準） も し く は Alternate Format （代用） フ ォーマ ッ ト を選択し ます。
基準のデータ フ ォーマ ッ ト にするか、 または 3 つあ る代用フ ォーマ ッ ト の 1 つにするかを決定し ます。 全部で ４ つの
異なるデータ フ ォーマ ッ ト の方法を保存する こ と ができ ます。 基準フ ォーマ ッ ト を設定する と きは、 本書の裏表紙の
内側にあ るプロ グ ラ ミ ングチャー ト で 0 を読み取 り ます。 代用フ ォーマ ッ ト をプロ グ ラ ム設定する場合は、 設定する
代用フ ォーマ ッ ト によ って 1、 2、 または 3 を読み取 り ます。 ( 詳細については、 See " 基準／代用 データ フ ォーマ ッ
ト " on page 6-9 をご参照 く ださい。 )

Step 3. ター ミ ナルの種類
ター ミ ナル Ｉ Ｄ テーブル (page 6-3) を参照し、 お使いのコ ンピ ュータのター ミ ナル ID ナンバーを確認し ます。 裏表
紙の内側にあ る 3 つの数字バーコード を読み取 り 、 そのター ミ ナル ID でスキ ャナをプロ グ ラ ム設定し ます。 （数字を
3 つ入力し て く ださい。） 例えば、 AT ウ ェ ッ ジの場合は 0、 0、 3 を読み取 り ます。 

Note: ター ミ ナル全種のワ イル ド カード は 099 です。

Step 4. コード ID
シンボルチャー ト , beginning on page A-1 で、 データ フ ォーマ ッ ト を適用するシンボルを確認し ます。 そのシンボルの
Hex 値を確認し、 本書の裏表紙の内側にあ るプロ グ ラ ミ ングチャー ト から 2 桁の Hex 値を読み取 り ます。

Note: バッチモード数量のデータ フ ォーマ ッ ト を作成するには、 コード ID の 35 を使用し ます。

Step 5. 長
このシンボルで可能なデータの長さ （ 大 9,999 キ ャ ラ ク タ） を指定し ます。 本書の裏表紙の内側にあ るプロ グ ラ ミ

* データ フ ォーマ ッ ト 初期設定
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ングチャー ト から 4 桁のデータ長を読み取 り ます。 （注 ： 50 桁は 0050 と入力し ます。 9999 は汎用の数字で、 すべて
の長さ／桁数を示し ます。） 

Step 6. 編集コマン ド
データ フ ォーマ ッ ト エデ ィ タ コマン ド （編集コマン ド） (page 6-3) を参照し て く ださい。 入力し たいコマン ド を表すシ
ンボルを読み取 り ます。 

Step 7. データ フ ォーマ ッ ト の保存には、 Save （保存） を読み取って く ださい。 保存し ない場合は Discard （破棄） を読み取 り

ます。

他の設定

1 つのデータ フ ォーマ ッ ト の削除 
1 つのシンボルに対し てデータ フ ォーマ ッ ト を 1 つ削除し ます。   基準フ ォーマ ッ ト を削除する場合は、本書の裏表紙
の内側にあ るプロ グ ラ ミ ングチャー ト から 0 を読み取 り ます。 代用フ ォーマ ッ ト を削除する場合は、 削除する代用
フ ォーマ ッ ト によ って 1、 2、 または 3 を読み取 り ます。 その後、 削除し たい特定のデータ フ ォーマ ッ ト のター ミ ナ
ルの種類、 コード ID(see シンボルチャー ト  on page A-1)、 およびバーコードデータ桁数を読み取 り ます。 他のフ ォー
マ ッ ト は全 く 影響を受けません。

Clear all Data Formats
すべてのデータ フ ォーマ ッ ト を削除し ます。

Save ： 　 データ フ ォーマ ッ ト を保存し ます。

Discard ： 　 データ フ ォーマ ッ ト の設定を中止し、 破棄し ます。

データフォーマットの入力 

保存

破棄

データ フ ォーマ ッ ト を 1 つ削除する

データフォーマットをすべて削除す

保存

破棄
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データ フ ォーマ ッ ト エデ ィ タ コマン ド （編集コマン ド）

送信コマン ド

すべてのキ ャ ラ ク タ を送信する

F1 入力 メ ッ セージ （読み取ったデータ） のすべてのキ ャ ラ ク タが出力 メ ッ セージに含まれます。 現在のカーソル位置
から始ま り 、 後にキ ャ ラ ク タ を挿入し ます。 Syntax = F1xx （xx は、 挿入する キ ャ ラ ク タの ASCII コード に対する 
Hex 値を示し ています。）  
Dec 値、 Hex 値、 キ ャ ラ ク タ コード については、 ASCII 変換チャー ト （コードページ 1252） , beginning on page A-
3ASCII 変換チャー ト （コードページ 1252） を参照し て く ださい。

い く つかのキ ャ ラ ク タ を送信する

F2 入力 メ ッ セージ （読み取ったデータ） から指定し た桁数のデータだけを送信し ます。 現在のカーソル位置から 「nn」 
個のキ ャ ラ ク タ まで、 も し く は入力 メ ッ セージの 後のキ ャ ラ ク タ まで、 後にキ ャ ラ ク タ を挿入し て送信し ます。
Syntax = F2nnxx （nn はキ ャ ラ ク タの数を示す数字 （00 ～ 99） で、 xx は、 挿入する キ ャ ラ ク タの ASCII コード に対す
る Hex 値を示し ています。  
Dec 値、 Hex 値、 キ ャ ラ ク タ コード については、 ASCII 変換チャー ト （コードページ 1252） , beginning on page A-3 を
参照し て く ださい。

F2 の例 ： い く つかのキ ャ ラ ク タ を送信する

上記のバーコード から 初の 10 キ ャ ラ ク タ をキ ャ リ ッ ジ リ ターンを挿入し て送信し ます。 コマン ド ： F2100D

F2 は 「Send a number of characters （い く つかのキ ャ ラ ク タ を送信する）」 コマン ド です。

10 は送信する キ ャ ラ ク タ数です。

0D はキ ャ リ ッ ジ リ ターン値の Hex 値です。

データ出力は ： 1234567890

F2 と F1 の例 ： キ ャ ラ ク タ を 2 行に分割

上記のバーコード から 初の 10 キ ャ ラ ク タ をキ ャ リ ッ ジ リ ターンを挿入し、 残 り のキ ャ ラ ク タ を送信し ます。  

コマン ド ： F2100DF10D

F2 は 「Send a number of characters （い く つかのキ ャ ラ ク タ を送信する）」 コマン ド です。

10 は 初の行に送信する キ ャ ラ ク タ数です。

0D はキ ャ リ ッ ジ リ ターン値の Hex 値です。

F1 は 「Send all characters （すべてのキ ャ ラ ク タ を送信する）」 コマン ド です。

0D はキ ャ リ ッ ジ リ ターン値の Hex 値です。

ター ミ ナル Ｉ Ｄ テーブル

ター ミ ナル モデル
ター ミ ナル
ID

USB PC キーボード 124
Mac キーボード 125
PC 日本語キーボード 134
シ リ アル 　 （COM ド ラ イバ必要） 130
HID POS 131
USB SurePOS 　 ハン ドヘル ド スキ ャナ 128
USB SurePOS テーブル ト ッ プスキ ャナ 129

シ リ アル RS232 TTL 000
RS232 True 000

キーボード PS2 互換機 003
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データ出力は ：  
1234567890
ABCDEFGHIJ
<CR>

特定のキ ャ ラ ク タ までのキ ャ ラ ク タすべてを送信する

F3 現在のカーソル位置のキ ャ ラ ク タから始ま り 、 検索キ ャ ラ ク タ 「ss」 の手前までのデータ を送信し ます。 続いて、 指
定し たキ ャ ラ ク タ を挿入し ます。 カーソルは 「ss」 キ ャ ラ ク タへと移動し ます。 Syntax = F3ssxx （nn は検索する キ ャ
ラ ク タの ASCII コード に対する Hex 値を示し、 xx は、 挿入し たいキ ャ ラ ク タの ASCII コード に対する Hex 値を示し
ています。  
Dec 値、 Hex 値、 キ ャ ラ ク タ コード については、 ASCII 変換チャー ト （コードページ 1252） , beginning on page A-3 を
参照し て く ださい。

F3 の例 ： 特定のキ ャ ラ ク タ までのキ ャ ラ ク タすべてを送信する

上記のバーコード を使用し て、 「D」 までのすべての文字 と キ ャ リ ッ ジ リ ターンを送信し ます。

コマン ド ： F3440D

F3 は 「Send all characters up to a particular character （特定のキ ャ ラ ク タ までのキ ャ ラ ク タすべてを送信する）」 です。

44 は 「D」 の Hex 値です。

0D はキ ャ リ ッ ジ リ ターン値の Hex 値です。

データ出力は ：  
1234567890ABC
<CR>

後のキ ャ ラ ク タ以外を送信する

E9 現在のカーソル位置から、 後の 「nn」 キ ャ ラ ク タ を除 く 、 すべての出力 メ ッ セージを送信し ます。 カーソルは
後の入力 メ ッ セージキ ャ ラ ク タが含まれる位置を過ぎた と こ ろへ移動し ます。 Syntax = E9nn （nn は、 メ ッ セージの

後で送られないキ ャ ラ ク タの数の数値 （00 ～ 99） を示し ています。   

キ ャ ラ ク タ を複数回挿入する

F4 現在のカーソル位置はそのま まで、 「xx」 キ ャ ラ ク タ を 「nn」 回出力 メ ッ セージで送信し ます。 Syntax = F4xxnn （xx 
は、 挿入し たいキ ャ ラ ク タの ASCII コード に対する Hex 値を示し、 nn は、 送信する回数の数値 （00 ∼ 99） を示し て
います。  
Dec 値、 Hex 値、 キ ャ ラ ク タ コード については、 ASCII 変換チャー ト （コードページ 1252） , beginning on page A-3 を
参照し て く ださい。

E9 と F4 の例 ： 後のキ ャ ラ ク タ以外にタブを 2 つを付加し送信する

上記のバーコード から 後の 8 桁を除いたすべてのキ ャ ラ ク タにタブを 2 つ追加し て送信し ます。 

コマン ド ： E908F40902

E9 は 「Send all but the last characters （ 後のキ ャ ラ ク タ以外にタブを 2 つを付加し送信する）」

08 は無視する キ ャ ラ ク タ数です。

F4 は 「Insert a character multiple times （キ ャ ラ ク タ を複数回挿入する）」 です。

09 は 「水平タブ」 の Hex 値です。

02 は挿入する タブの数です。

データ出力は ： 1234567890AB <tab><tab>
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移動コマン ド

前方キ ャ ラ ク タへ移動する

F5 カーソルを現在の位置から 「nn」 キ ャ ラ ク タ分、 先へと移動させます。  
Syntax = F5nn （nn は、 カーソルを前に移動させる キ ャ ラ ク タ数 （00 ∼ 99） を示し ています。） 

F5 の例 ： カーソルを前に移動し、 データ を送信し ます。

上記のバーコード のカーソルを ３ 文字前に移動し、 それ以降のバーコードデータ を送信し ます。 キ ャ リ ッ ジ リ ター
ンで終わ り ます。  

コマン ド ： F503F10D

F5 は 「Move the cursor forward a number of characters （前方キ ャ ラ ク タへ移動する）」 です。

03 はカーソルを移動する キ ャ ラ ク タ数です。

F1 は 「Send all characters （すべてのキ ャ ラ ク タ を送信する）」 コマン ド です。

0D はキ ャ リ ッ ジ リ ターン値の Hex 値です。

データ出力は ：  
4567890ABCDEFGHIJ
<CR> 

後方キ ャ ラ ク タへ移動する

F6 カーソルを現在の位置から 「nn」 キ ャ ラ ク タ分、 後ろへ移動させます。  
Syntax = F6nn （nn は、 カーソルを後ろに移動させる キ ャ ラ ク タ数 （00 ∼ 99） を示し ています。） 

カーソルを先頭に移動する

F7 カーソルを入力 メ ッ セージの先頭キ ャ ラ ク タに移動させます。 Syntax = F7

FF と F7 の例 ： １ で始ま るバーコード を処理し ます。

１ で始ま るバーコード を検索し ます。 バーコード が一致し た場合、 カーソルはデータの先頭に移動し、 ６ 文字に
キ ャ リ ッ ジ リ ターンを付加し送信し ます。 上記のバーコード を使用し ます ：

コマン ド ： FE31F7F2060D

FE は 「Compare characters （キ ャ ラ ク タの比較）」 です。

31 は 1 の Hex 値です。

F7 は 「Move the cursor to the beginning （カーソルを先頭に移動する）」 です。

F2 は 「Send a number of characters （い く つかのキ ャ ラ ク タ を送信する）」 コマン ド です。

06 は送信する キ ャ ラ ク タ数です。

0D はキ ャ リ ッ ジ リ ターン値の Hex 値です。

データ出力は ： 
123456
<CR>

カーソルを末尾に移動する

EA カーソルを入力 メ ッ セージの 終キ ャ ラ ク タに移動し ます。 Syntax = EA
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検索コマン ド

前方のキ ャ ラ ク タ を検索する

F8 現在のカーソル位置よ り 前方にあ る 「xx」 キ ャ ラ ク タ を入力 メ ッ セージから検索し、 カーソルは 「xx」 キ ャ ラ ク タに
移動し ます。 Syntax =F8xx （xx は、 検索する キ ャ ラ ク タの ASCII コード に対する Hex 値を示し ています。  
Dec 値、 Hex 値、 キ ャ ラ ク タ コード については、 ASCII 変換チャー ト （コードページ 1252） , beginning on page A-3
（コードページ 1252） を参照し て く ださい。

F8 の例 ： 特定のキ ャ ラ ク タの後に始ま るバーコードデータ を送信する

バーコード にあ る 「D」 を検索し、 「D」 を含むその後のすべてのデータ を送信し ます。 上記のバーコード を使用し ま
す。

コマン ド ： F844F10D

F8 は 「Search forward for a character （前方のキ ャ ラ ク タ を検索する）」 コマン ド です。

44 は 「D」 の Hex 値です。

F1 は 「Send all characters （すべてのキ ャ ラ ク タ を送信する）」 コマン ド です。

0D はキ ャ リ ッ ジ リ ターン値の Hex 値です。

データ出力は ：  
DEFGHIJ
<CR>

後方のキ ャ ラ ク タ を検索する

F9 現在のカーソル位置よ り 後方にあ る 「xx」 キ ャ ラ ク タ を入力 メ ッ セージから検索し、 カーソルは 「xx」 キ ャ ラ ク タに
移動し ます。 Syntax = F9xx （xx は、 検索する キ ャ ラ ク タの ASCII コード にコード に対する Hex 値を示し ています。  
Dec 値、 Hex 値、 キ ャ ラ ク タ コード については、 ASCII 変換チャー ト （コードページ 1252） , beginning on page A-3 を
参照し て く ださい。

合致し ないキ ャ ラ ク タの前方を検索する

E6 現在のカーソル位置よ り 前方にあ る 「xx」 以外のキ ャ ラ ク タ を入力 メ ッ セージから検索し、 カーソルを 「xx」 ではな
いキ ャ ラ ク タに移動させます。 Syntax = E6xx。 xx は、 検索キ ャ ラ ク タの ASCII コード にコード に対する Hex 値を示し
ています。  
Dec 値、 Hex 値、 キ ャ ラ ク タ コード については、 ASCII 変換チャー ト （コードページ 1252） , beginning on page A-3 を
参照し て く ださい。

E6 の例 ： バーコードデータのはじめにあ る 0 を削除する

0 があ るバーコード の例です。 0 を無視し、 それ以降のすべてのデータ を送信する場合。 E6 は 0 ではない 初の文字
を検索し、 その後のデータすべて と キ ャ リ ッ ジ リ ターンを送信し ます。 上記のバーコード を使用し ます ：

コマン ド ： E630F10D

E6 は 「Search forward for a non-matching  character （合致し ないキ ャ ラ ク タの前方を検索する）」 コマン ド です。

30 は 0 の Hex 値です。

F1 は 「Send all characters （すべてのキ ャ ラ ク タ を送信する）」 コマン ド です。

0D はキ ャ リ ッ ジ リ ターン値の Hex 値です。

データ出力は ：  
37692
<CR>
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合致し ないキ ャ ラ ク タの後方を検索する

E7 現在のカーソル位置よ り 後ろ方にあ る 「xx」 以外のキ ャ ラ ク タ を入力 メ ッ セージから検索し、 カーソルを 「xx」 では
ないキ ャ ラ ク タに移動させます。 Syntax = E7xx。 xx は、 検索キ ャ ラ ク タの ASCII コード にコード に対する Hex 値を示
し ています。  
Dec 値、 Hex 値、 キ ャ ラ ク タ コード については、 ASCII 変換チャー ト （コードページ 1252） , beginning on page A-3 を
参照し て く ださい。

その他のコマン ド

キ ャ ラ ク タ を無効にする

FB カーソルを他のコマン ド で進める と、 現在のカーソル位置から 大 15 の別のキ ャ ラ ク タ をすべて無効にし ます。 FC 
コマン ド を実行する こ と で、 こ の機能を停止する こ と ができ ます。 FB コマン ド ではカーソルが移動し ませんので、
ご注意 く ださい  
Syntax = FBnnxxyyzz は、 リ ス ト にあ る無効キ ャ ラ ク タの数、 xxyy..zz は、 無効にする キ ャ ラ ク タの リ ス ト です。 

FB の例 ： バーコードデータのスペース を削除し ます。

スペースがあ るバーコード の例です。 データ送信の前にスペース を削除し ます。 上記のバーコード を使用し ます ：

コマン ド ： FB0120F10D

FB は 「Suppress characters （キ ャ ラ ク タ を無効にする）」 です。

01 は無効にする キ ャ ラ ク タ タ イプです。

20 はスペースの Hex 値です。

F1 は 「Send all characters （すべてのキ ャ ラ ク タ を送信する）」 コマン ド です。

0D はキ ャ リ ッ ジ リ ターン値の Hex 値です。

データ出力は ：  
34567890
<CR>

キ ャ ラ ク タの無効を停止する

FC キ ャ ラ ク タの無効を停止し、 無効になったキ ャ ラ ク タ をすべて削除し ます。 Syntax = FC

キ ャ ラ ク タ を置き換え る

E4 出力 メ ッ セージにあ る 大 15 桁 のキ ャ ラ ク タ をカーソルを移動せずに変更し ます。 変更は、 E5  コマン ド を実行す
る まで続き ます。 Syntax =E4nnxx1xx2yy1yy2...zz1zz2 。 nn は （変更前のキ ャ ラ ク タ と変更後） のキ ャ ラ ク タの合計で
す。 xx1 は、 変更前のキ ャ ラ ク タ を、 xx2 は変更後のキ ャ ラ ク タ を定義し ます。 zz1 と  zz2 まで同様です。

E4 の例 ： バーコード の 0 をキ ャ リ ッ ジ リ ターンに置き換えます。

ホス ト アプ リ ケーシ ョ ンで含めた く ないキ ャ ラ ク タ を持つバーコード があ る場合、 E4 コマン ド を使用し てそれらの
キ ャ ラ ク タ を別のものに置き換え られます。 こ の例では、 上記のバーコード の 0 をキ ャ リ ッ ジ リ ターンに置き舞え
ます。

コマン ド ： E402300DF10D

E4 「キ ャ ラ ク タ を置き換え る （Replace characters）」

02 は置き換え る キ ャ ラ ク タの合計数と置き換え る キ ャ ラ ク タ （0 をキ ャ リ ッ ジ リ ターンに置き換え るので、 合計
キ ャ ラ ク タ数は 2） です。

30 は 0 の Hex 値です。

0D はキ ャ リ ッ ジ リ ターンの Hex 値です。 (0 に置き換わる キ ャ ラ ク タ）

F1 は 「Send all characters （すべてのキ ャ ラ ク タ を送信する）」 コマン ド です。

0D はキ ャ リ ッ ジ リ ターン値の Hex 値です。
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データ出力は ：  
1234
5678
ABC
<CR>

キ ャ ラ ク タの置き換えを停止する

E5 キ ャ ラ ク タの変更を停止し ます。 Syntax = E5.

キ ャ ラ ク タ を比較する

FE 　 現在のカーソル位置にあ る キ ャ ラ ク タ をキ ャ ラ ク タ 「xx」 と比較し ます。 キ ャ ラ ク タが同じ場合は、 カーソルを 1 
つ進めます。   Syntax = FExx （xx は、 比較する キ ャ ラ ク タの ASCII コード に対する Hex 値を示し ています。）  
Dec 値、 Hex 値、 キ ャ ラ ク タ コード については、 ASCII 変換チャー ト （コードページ 1252） , beginning on page A-3 を
参照し て く ださい。

数字をチェ ッ クする

EC 現在のカーソル位置に ASCII 数字があ る こ と を確認し ます。 ASCII 数字でない場合は、 フ ォーマ ッ ト を中止し ます。 

EC の例 ： バーコード が数字で始ま る場合のみデータ を出力し ます。

数字で始ま るバーコード からデータのみがほしい場合、 EC コマン ド を使用し ます。

コマン ド ： ECF10D

EC は 「数字をチェ ッ クする （Check for a number）」 コマン ド です。

F1 は 「Send all characters （すべてのキ ャ ラ ク タ を送信する）」 コマン ド です。

0D はキ ャ リ ッ ジ リ ターン値の Hex 値です。

こ のバーコード が読まれる と、 次にデータ フ ォーマ ッ ト があ る場合、 こ のデータに使用され

ます。 他のフ ォーマ ッ ト がない場合、 そのま まのデータ AB1234 が出力されます。 

こ のバーコード が読まれる と ： データ出力は ：  

1234AB
<CR>

数字以外のキ ャ ラ ク タ をチェ ッ クする

ED 現在のカーソル位置に ASCII 数字以外のキ ャ ラ ク タがあ る こ と を確認し ます。 キ ャ ラ ク タが数字の場合は、 フ ォー
マ ッ ト を中止し ます。 

ED の例 ： バーコード が文字で始ま る場合のみデータ を出力し ます。

文字で始ま るバーコード からデータのみがほしい場合、 EC コマン ド を使用し ます。

コマン ド ： EDF10D

ED は 「数字以外のキ ャ ラ ク タ をチェ ッ クする （Check for a non-numeric character）」 コマン ド です。

F1 は 「Send all characters （すべてのキ ャ ラ ク タ を送信する）」 コマン ド です。

0D はキ ャ リ ッ ジ リ ターン値の Hex 値です。

こ のバーコード が読まれる と、 次にデータ フ ォーマ ッ ト があ る場合、 このデータに使用されま

す。 他のフ ォーマ ッ ト がない場合、 そのま まのデータ 123 ４ AB が出力されます。 

こ のバーコード が読まれる と ： データ出力は ：  

AB1234
<CR>
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デ ィ レ イ を挿入する

EF 現在のカーソル位置から 49,995 ミ リ 秒までの （5 ミ リ 秒単位） デ ィ レ イ を挿入し ます。 Syntax = Efnnnn。 nnnn は 5 ミ
リ 秒単位でのデ ィ レーを示し、 9999 までです。 こ のコマン ド はキーボード ウ ェ ッ ジ イ ン ターフ ェースの場合にのみ、
使用可能です。

データ フ ォーマ ッ ター

データ フ ォーマ ッ ターを無効にする と、 プ リ フ ィ ク ス と サフ ィ ッ ク ス を含め、 バーコードデータは読み取ったま まホス ト に
出力されます。 

読み取ったデータ をユーザーが作成 ・ 保存し たデータ フ ォーマ ッ ト に合致させたい場合、 以下の設定をデータ フ ォーマ ッ ト
に適用する こ と ができ ます。

データ フ ォーマ ッ ター 　 有効、 要求し ない、 プ リ フ ィ ク ス / サフ ィ ッ ク ス あ り
読み取ったデータはユーザーのデータ フ ォーマ ッ ト に合わせて調整され、 プ リ フ ィ ク ス、 サフ ィ ッ ク ス も送信されます。

データ フ ォーマ ッ ター 　 要求する、 プ リ フ ィ ク ス / サフ ィ ッ ク ス あ り
読み取ったデータはユーザーのデータ フ ォーマ ッ ト に合わせて調整され、 プ リ フ ィ ク ス、 サフ ィ ッ ク ス も送信されます。
ユーザーのデータ フ ォーマ ッ ト に合わない場合、 すべてに対し てエラーブザーが鳴ら され、 そのバーコード のデータは
送信されません。

初期設定 = Data Formatter On, Not, Required, Keep Prefix/Suffix （データ フ ォーマ ッ ター 　 有効、 要求し ない、 プ リ フ ィ ク ス /

サフ ィ ッ ク ス あ り ）

基準／代用 データ フ ォーマ ッ ト

データ フ ォーマ ッ ト は 4 種類保存する こ と ができ、 それらのフ ォーマ ッ ト を切 り 換え る こ と ができ ます。 基準データ フ ォー
マ ッ ト の場合は、 0 で保存し て く ださい。 それ以外のフ ォーマ ッ ト は 1、 2、 3 のどれかで保存し て く ださ い。 フ ォーマ ッ ト を

使え る よ う にするには、 以下のバーコード のいずか １ つを読み取って く ださい。

データ フ ォーマ ッ タ 　 無効

* データ フ ォーマ ッ ター 　 有効、
要求し ない、 

プ リ フ ィ ク ス / サフ ィ ッ ク ス あ り

データ フ ォーマ ッ ター 　 要求する
プ リ フ ィ ク ス / サフ ィ ッ ク ス あ り

基準データ フ ォーマ ッ ト

データ フ ォーマ ッ ト 1
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データ フ ォーマ ッ ト 2

データ フ ォーマ ッ ト 3
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7

シンボル
この章では、 以下の メ ニュー項目について説明し ます。 設定 と初期設定については、 Chapter 10 を参照し て く ださい。

すべてのシンボル

お使いのスキ ャナで可能なシンボルをすべてデコード し たい場合は、 All Symbologies On （すべてのシンボル 　 有効） のバー
コード を読み取 り ます。 一方、 特定のシンボルだけを読み取 り たい場合は、 All Simbologies Off （すべてのシンボル 　 無効）

を読み取 り 、 その後 特定のシンボルに対し て On バーコード を読み取 り ます。  

Note: All Symbologies On （すべてのシンボル 　 有効） を読み取って も、 2 次元郵便コード の読み取 り は有効にな り ません。 2
次元郵便コード については、 別に設定し て く ださい。

読み取 り 桁数について

バーコード シンボルによ っては、 読み取 り 桁数を設定でき ます。   読み取ったバーコード のデータ桁数が指定し た読み取 り 桁
数 と一致し ない場合、 エラーブザーが鳴 り ます。 スキ ャナに強制的に一定桁数のバーコードデータ を読み取らせる ため、
小 と 大を同じ値に設定する こ と も可能です。 これは、 読み取 り エラーの削減に役立ちます。

• すべてのシンボル • Interleaved 2 of 5 （ITF）

• Aztec コード • 韓国郵便

• 中国郵便コード （Hong Kong 2 of 5） • Matrix 2 of 5

• 中国郵便漢信 （Han Xin） コード • Maxi コード

• Codabar • MicroPDF417

• Codablock A • MSI

• Codablock F • NEC 2 of 5

• Code 11 • 2 次元郵便コード

• Code 128 • 1 次元郵便コード

• Code 32 Pharmaceutical (PARAF) • PDF417

• Code 39 • GS1 データバー標準型 （オムニデ ィ レ ク シ ョ ナル）

• Code 93 • QR コード

• Data Matrix • Straight 2 of 5 IATA （2 バース ター ト / ス ト ッ プ）

• EAN/JAN-13 • Straight 2 of 5 Industrial （3 バース ター ト / ス ト ッ プ）

• EAN/JAN-8 • TCIF Linked Code 39 (TLC39)

• GS1 コ ンポジ ッ ト シンボル • UPC-A

• GS1 データバー拡張型 （エ ク スパンデッ ド） • UPC-A

• GS1 データバー限定型 （ リ ミ テ ッ ド） （ リ ミ テ ッ ド） • 拡張クーポン コード付き UPC-A/EAN-13

• GS1 データバー標準型 （オムニデ ィ レ ク シ ョ ナル） （オム
ニデ ィ レ ク シ ョ ナル）

• UPC-E0

• GS1 エ ミ ュ レーシ ョ ン • UPC-E1

• GS1-128

すべてのシンボル 　 有効

すべてのシンボル 　 無効
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例 ： 桁数が 9 ～ 20 のバーコード だけをデコードする。 例 ： 文字数が 9 ～ 20 のバーコード だけをデコードする。
小 ： 09、 大 ： 20

例 ： 桁数が 15 のバーコード だけをデコードする。
小 ： 15、 大 ： 15

初期設定の 小および 大読み取 り 桁数以外の値にする場合は、 そのシンボルの説明に含まれているバーコード読み取 り 、
次に本書の裏表紙の内側にあ るプロ グ ラ ミ ングチャー ト の読み取 り 桁数の数値と Save （保存） のバーコード を読み取 り ます。

小と 大、 および初期設定は、 それぞれのシンボル別設定に記載されていますので、 そち ら を参照し て く ださ い。

Codabar

【Codabar すべての設定を初期化】

Codabar 　 有効 / 無効

Codabar 　 ス ター ト / ス ト ッ プキ ャ ラ ク タ

ス ター ト / ス ト ッ プキ ャ ラ ク タは、 バーコード の先頭と末尾を識別し ます。 送信の有無を選択でき ます。 初期設定＝ 

Don’t Transmit （送信し ない）

Codabar チェ ッ ク キ ャ ラ ク タ

Codabar チェ ッ ク キ ャ ラ ク タは、 いろいろな 「モジュ ラ ス」 を用いて作成し ます。 モジュ ラ ス 16 チェ ッ ク キ ャ ラ ク タ を
用いた Codabar のバーコード だけを読み取る よ う 、 スキ ャナを設定でき ます。 初期設定値 ＝ No Check Character
（チェ ッ ク キ ャ ラ ク タ な し）

No Check Character （チェ ッ ク キ ャ ラ ク タ な し） は、 チェ ッ ク キ ャ ラ ク タの有無に関係な く バーコード を読み取って送信
する こ と を示し ます。

Validate and Transmit （認証および送信） に設定する と、 スキ ャナはチェ ッ ク キ ャ ラ ク タが印刷された Codabar のみ読み取
り 、 読み取ったデータの 後にこ のキ ャ ラ ク タ を送信し ます。

* 有効

無効

送信する

* 送信し ない
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Validate, but Don't Transmit （認証、 送信し ない） に設定する と、 チェ ッ ク キ ャ ラ ク タ と共に印刷された Codabar バーコー

ド だけを読み取 り ますが、 チェ ッ ク キ ャ ラ ク タは、 読み取ったデータ と一緒に送信されません。

Codabar の連結

Codabar には、 連結サポー ト 機能があ り ます。 連結機能を有効にする と、 「D」 のス ター ト キ ャ ラ ク タがあ るバーコード
と、 「D」 のス ト ッ プキ ャ ラ ク タがあ るバーコード に隣接する Codabar を検索し ます。 この場合、 2 つのデータは 1 つに連
結され、 「D」 キ ャ ラ ク タは省略されます。 

連結されていない単独の 「D」 Codabar をデコード し ないよ う にするには、 Required （要求する） を選択し ます。 この選択

を し て も、 「D」 のス ター ト / ス ト ッ プ キ ャ ラ ク タがない Codabar には影響あ り ません。

Codabar の読み取 り 桁数

読み取 り 桁数を変更する と きは、 次のバーコード を読み取 り ます。 詳細については読み取 り 桁数について読み取 り 桁数

について (page 7-1) を参照し て く ださい。 設定可能桁数 = 2 ～ 60 短の初期設定値 ＝ 4 　 　 　 長の初期設定値 ＝ 60

* チェ ッ ク キ ャ ラ ク タ な し

モジ ュ ラ ス 16 有効、
送信し ない

モジ ュ ラ ス 16 有効、 
送信する

A 1 2 3 4 D D 5 6 7 8 A

有効

* 無効

要求する

小読み取 り 桁数
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Code 39

【 Code 39 　 すべての設定を初期化 】

Code 39 有効 / 無効

Code 39 ス ター ト / ス ト ッ プキ ャ ラ ク タ

ス ター ト / ス ト ッ プキ ャ ラ ク タは、 バーコード の先頭と末尾を識別し ます。 送信の有無を選択でき ます。 初期設定値 ＝ 

Don’t Transmit （送信し ない）

Code 39 チェ ッ ク キ ャ ラ ク タ

No Check Character （チェ ッ ク キ ャ ラ ク タ な し） は、 チェ ッ ク キ ャ ラ ク タの有無に関係な く バーコード を読み取って送信
する こ と を示し ます。

Validate, but Don't Transmit （有効、 送信し ない） に設定する と、 チェ ッ ク キ ャ ラ ク タが印刷された Code 39 バーコード だ
けを読み取 り ますが、 チェ ッ ク キ ャ ラ ク タ と読み取ったデータ と一緒に送信し ません。  

Validate and Transmit （有効、 送信する） に設定する と、 チェ ッ ク キ ャ ラ ク タが印刷された Code 39 バーコード だけを読み
取 り 、 読み取ったデータの 後にこ のキ ャ ラ ク タ を送信し ます。 初期設定値 ＝ No Check Character （チェ ッ ク キ ャ ラ ク

タ な し）

大読み取 り 桁数

* 有効

無効

送信する

*  送信し ない

*  チェ ッ ク キ ャ ラ ク タ な し
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Code 39 読み取 り 桁数

読み取 り 桁数を変更する と きは、 次のバーコード を読み取 り ます。 詳細については読み取 り 桁数について読み取 り 桁数
について (page 7-1) を参照し て く ださい。 設定可能読み取 り 桁数 ＝ 0 ～ 48 短の初期設定値 ＝ 0 　 　 　 長の初期設定

値 ＝ 48

Code 39 連結機能

こ の機能では、 複数の Code 39 バーコード をホス ト デバイ スに送信する前に連結し て送信する こ と が可能です。 この機能
を有効にする と、 スキ ャナはスペースで始ま る Code 39 バーコード （ス ター ト およびス ト ッ プシンボルを除 く ） を保存
し、 すぐにはデータ を送信し ません。 バーコード を読み取った順にデータ を保存し、 それぞれから 初のスペース を削

除し ます。 バーコードデータは読み取った順に出力されます （FIFO）。 初期設定値＝ Off （無効）

Code 32 Pharmaceutical (PARAF)

Code 32 Pharmaceutical は、 イ タ リ アの薬局で使用されている Code 39 の一種です。 PARAF と も呼ばれます。

有効、 送信し ない

有効、 送信する

小読み取 り 桁数

大読み取 り 桁数

有効

*  無効

有効

*  無効
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Full ASCII

Full ASCII Code 39 デコーデ ィ ングを有効にする と、 バーコード シンボル内のあ る一定のキ ャ ラ ク タペアが単独のキ ャ ラ
ク タ と し て解釈されます。 例えば、 「$V」 は ASCII キ ャ ラ ク タの 「SYN」 と し て、 「/C」 は 「#」 と し てデコード されま
す。 初期設定＝ Off 　 （無効）

キ ャ ラ ク タペアの 「/M」 と 「/N」 は、 それぞれマイナス記号と ピ リ オ ド にな り ます。

「/P」 から 「/Y」 までは、 「0」 ～ 「9」 にな り ます。

Code 39 コードページ

コードページでは、 キ ャ ラ ク タ コード のキ ャ ラ ク タへの割当てを定義し ます。 受信し たデータが正しいキ ャ ラ ク タ を表
示し ない場合は、 読み取ったバーコード が、 ホス ト プロ グ ラ ムが期待するの と は別のコードページで作られている可能
性があ り ます。 その場合は、 次のバーコード を読み取 り 、 バーコード が作成された と きのコードページを選択し （(see 
ISO 2022/ISO 646 キ ャ ラ ク タ変換 on page A-7) を参照）、 本書の裏表紙の内側にあ るプロ グ ラ ミ ングチャー ト から値と
Save （保存） のバーコード を読み取 り ます。 これでデータ キ ャ ラ ク タが正し く 表示されます。

NUL %U DLE $P SP SPACE 0 0 @ %V P P ‘ %W p +P

SOH $A DC1 $Q ! /A 1 1 A A Q Q a +A q +Q

STX $B DC2 $R “ /B 2 2 B B R R b +B r +R

ETX $C DC3 $S # /C 3 3 C C S S c +C s +S

EOT $D DC4 $T $ /D 4 4 D D T T d +D t +T

ENQ $E NAK $U % /E 5 5 E E U U e +E u +U

ACK $F SYN $V & /F 6 6 F F V V f +F v +V

BEL $G ETB $W ‘ /G 7 7 G G W W g +G w +W

BS $H CAN $X ( /H 8 8 H H X X h +H x +X

HT $I EM $Y ) /I 9 9 I I Y Y i +I y +Y

LF $J SUB $Z * /J : /Z J J Z Z j +J z +Z

VT $K ESC %A + /K ; %F K K [ %K k +K { %P

FF $L FS %B , /L < %G L L \ %L l +L | %Q

CR $M GS %C - - = %H M M ] %M m +M } %R

SO $N RS %D . . > %I N N ^ %N n +N ~ %S

SI $O US %E / /O ? %J O O _ %O o +O DEL %T

Full ASCII 有効

* Full ASCII 無効

Code 39 コー ド ページ
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Interleaved 2 of 5 （ITF）

【 Interleaved 2 of 5 　 すべての設定を初期化】

Interleaved 2 of 5 （ITF） の有効 / 無効

Interleaved 2 of 5 （ITF） 　 チェ ッ クデジ ッ ト

No Check Digit （チェ ッ クデジ ッ ト な し） は、 チェ ッ クデジ ッ ト の有無に関係な く スキ ャナがバーコードデータ を読み
取って送信する こ と を示し ます。

Validate, but Don’t Transmit （有効、 送信し ない） に設定する と、 チェ ッ クデジ ッ ト が印刷された ITF バーコード だけを読
み取 り ますが、 チェ ッ クデジ ッ ト を読み取ったデータ と一緒に送信する こ と はあ り ません。  

Validate and Transmit （有効、 送信する） に設定する と、 チェ ッ クデジ ッ ト が印刷された ITF バーコード だけを読み取 り 、

読み取ったデータの 後にこ のチェ ッ クデジ ッ ト を送信し ます。 初期設定値 ＝ No Check Digit （チェ ッ クデジ ッ ト な し）

Interleaved 2 of 5 (ITF) の読み取 り 桁数

読み取 り 桁数を変更する と きは、 次のバーコード を読み取 り ます。 詳細については読み取 り 桁数について読み取 り 桁数

について (page 7-1) を参照し て く ださい。 短と 短＝ 2 ～ 80、 短の初期設定値 ＝ 4 　 　 　 長の初期設定値 ＝ 80

* 有効

無効

* チェ ッ クデジ ッ ト  無効

有効、 送信し ない

有効、 送信する

小読み取 り 桁数
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NEC 2 of 5

【NEC 2 of 5 すべての設定を初期化】

NEC 2 of 5 　 有効 / 無効

Interleaved 2 of 5 （ITF） 　 チェ ッ クデジ ッ ト

No Check Digit （チェ ッ クデジ ッ ト な し） は、 チェ ッ クデジ ッ ト の有無に関係な く スキ ャナがバーコードデータ を読み
取って送信する こ と を示し ます。

Validate, but Don’t Transmit （有効、 送信し ない） に設定する と、 チェ ッ クデジ ッ ト が印刷された NEC 2 of 5 バーコード だ
けを読み取 り ますが、 チェ ッ クデジ ッ ト を読み取ったデータ と一緒に送信する こ と はあ り ません。  

Validate and Transmit （有効、 送信する） に設定する と、 チェ ッ クデジ ッ ト が印刷された NEC 2 of 5 バーコード だけを読み
取 り 、 読み取ったデータの 後にこのチェ ッ クデジ ッ ト を送信し ます。 初期設定値 ＝ No Check Digit （チェ ッ クデジ ッ ト

な し）

大読み取 り 桁数

* 有効

無効

* チェ ッ クデジ ッ ト  無効

有効、 送信し ない

有効、 送信する
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NEC 2 of 5 　 読み取 り 桁数

読み取 り 桁数を変更する と きは、 次のバーコード を読み取 り ます。 詳細については読み取 り 桁数について読み取 り 桁数

について (page 7-1) を参照し て く ださい。 短と 短＝ 2 ～ 80、 短の初期設定値 ＝ 4 　 　 　 長の初期設定値 ＝ 80

Code 93

【 Code 93 　 すべての設定を初期化 】

Code 93 有効 / 無効

Code 93 読み取 り 桁数

読み取 り 桁数を変更する と きは、 次のバーコード を読み取 り ます。 詳細については読み取 り 桁数について読み取 り 桁数

について (page 7-1) を参照し て く ださい。 短と 短＝ 0 ～ 80、 短の初期設定値 ＝ 0 　 　 　 長の初期設定値 ＝ 80

小読み取 り 桁数

大読み取 り 桁数

* 有効

無効

小読み取 り 桁数

大読み取 り 桁数
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Code 93 連結機能

こ の機能では、 複数の Code 93 バーコード をホス ト デバイ スに送信する前に連結し て送信する こ と が可能です。 スペース
で始ま る Code 93 （ス ター ト / ス ト ッ プシンボルを除 く ） を読み取った順に保存し、 各バーコード から スペース を削除し
ます。 バーコード を読み取った順にデータ を保存し、 それぞれから 初のスペース を削除し ます。 スペース以外で始ま
る Code 93 バーコード を読み取る と、 スキ ャナは結合し たデータ をホス ト デバイ スに送信し ます。 初期設定＝ Off （無

効）

Code 93 コードページ

コードページでは、 キ ャ ラ ク タ コード のキ ャ ラ ク タへの割当てを定義し ます。 受信し たデータが正しいキ ャ ラ ク タ を表
示し ない場合は、 読み取ったバーコード が、 ホス ト プロ グ ラ ムが期待するの と は別のコードページで作られている可能
性があ り ます。 その場合は、 次のバーコード を読み取 り 、 バーコード が作成された と きのコードページを選択し （(see 
ISO 2022/ISO 646 キ ャ ラ ク タ変換 on page A-7) を参照）、 本書の裏表紙の内側にあ るプロ グ ラ ミ ングチャー ト から値と
Save （保存） のバーコード を読み取 り ます。 これでデータ キ ャ ラ ク タが正し く 表示されます。

有効

*  無効

Code 93 コー ド ページ
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Straight 2 of 5 Industrial （3 バース ター ト / ス ト ッ プ）

【 Straight of 5 Industrial 　 すべての設定を初期化 】

Straight 2 of 5 Industrial 有効 / 無効

Straight 2 of 5 Industrial 読み取 り 桁数

読み取 り 桁数を変更する と きは、 次のバーコード を読み取 り ます。 詳細については読み取 り 桁数について読み取 り 桁数
について (page 7-1) を参照し て く ださい。 設定可能読み取 り 桁数 ＝ 1 ～ 48 短の初期設定値 ＝ 4 　 　 　 長の初期設定

値 ＝ 48

有効

*  無効

小読み取 り 桁数

大読み取 り 桁数
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Straight 2 of 5 IATA （2 バース ター ト / ス ト ッ プ）

【 IATA 　 すべての設定を初期化 】

Straight 2 of 5 IATA 有効 / 無効

Straight 2 of 5 IATA 読み取 り 桁数

読み取 り 桁数を変更する と きは、 次のバーコード を読み取 り ます。 詳細については読み取 り 桁数について読み取 り 桁数
について (page 7-1) を参照し て く ださい。 設定可能読み取 り 桁数 ＝ 1 ～ 48 短の初期設定値 ＝ 4 　 　 　 長の初期設定

値 ＝ 48

有効

*  無効

小読み取 り 桁数

大読み取 り 桁数
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Matrix 2 of 5

【 Matrix 2 of 5 　 すべての設定を初期化 】

Matrix 2 of 5 有効 / 無効

Matrix 2 of 5 読み取 り 桁数

読み取 り 桁数を変更する と きは、 次のバーコード を読み取 り ます。 詳細については読み取 り 桁数について読み取 り 桁数

について (page 7-1) を参照し て く ださい。 短と 短＝ 1 ～ 80、 短の初期設定値 ＝ 4 　 　 　 長の初期設定値 ＝ 80

有効

*  無効

小読み取 り 桁数

大読み取 り 桁数
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Code 11

【 Code 11 　 すべての設定を初期化 】

Code 11 有効 / 無効

チェ ッ クデジ ッ ト の要求

Code 11 バーコード に必要なチェ ッ クデジ ッ ト を 1 つまたは 2 つに設定し ます。 初期設定値 ＝ Two Check Digits （チェ ッ

クデジ ッ ト 2 つ）

Code 11 読み取 り 桁数

読み取 り 桁数を変更する と きは、 次のバーコード を読み取 り ます。 詳細については読み取 り 桁数について読み取 り 桁数

について (page 7-1) を参照し て く ださい。 短と 短＝ 1 ～ 80、   短の初期設定値 ＝ 4 　 　 　 長の初期設定値 ＝ 80

有効

*  無効

チェ ッ クデジ ッ ト  1 つ

* チェ ッ クデジ ッ ト  2 つ

小読み取 り 桁数

大読み取 り 桁数
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Code 128

【 Code 128 　 すべての設定を初期化 】

Code 128 有効 / 無効

ISBT 128 連結機能

1994 年、 国際輸血学会 （ISBT） は、 血液の重要情報を一定の方法でや り 取 り する ための基準を定めま し た。 ISBT フ ォー
マ ッ ト を使用するには、 有料ラ イセン スが必要です。 ISBT 128 のアプ リ ケーシ ョ ン仕様では、 次の内容を規定し ていま
す。 1） 血液製品にラベル表示をする ための重要なデータ要素、 2） セキ ュ リ テ ィ が高度で設計のスペース効率が良いこ
と から Code 128 の使用を現在は推奨する こ と、 3） 隣接シンボルの連結をサポー ト する Code 128 の変形、 4） 血液製品ラ

ベルのバーコード の標準レ イ ア ウ ト 。 次のバーコード を用いて連結をオン／オフ し ます。 初期設定値 = Off （無効）

Code 128 読み取 り 桁数

読み取 り 桁数を変更する と きは、 次のバーコード を読み取 り ます。 詳細については読み取 り 桁数について読み取 り 桁数

について (page 7-1) を参照し て く ださい。 短と 短＝ 0 ～ 80、   短の初期設定値 ＝ 0 　 　 　 長の初期設定値 ＝ 80

* 有効

無効

有効

*  無効

小読み取 り 桁数

大読み取 り 桁数
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Code 128 連結機能

こ の機能では、 複数の Code 128 バーコード をホス ト デバイ スに送信する前に連結し て送信する こ と が可能です。 スキ ャ
ナが連結を示すキ ャ ラ ク タ を含んだ Code 128 バーコード を読み取る と、 連結を示すキ ャ ラ ク タ を含まないバーコード を
読み取る まで Code 128 バーコード のデータ を一時的に保存し ます。 バーコードデータは読み取った順に出力されます

（FIFO）。 初期設定＝ On （有効）

Code 128 コードページ

コードページでは、 キ ャ ラ ク タ コード のキ ャ ラ ク タへの割当てを定義し ます。 受信し たデータが正しいキ ャ ラ ク タ を表
示し ない場合は、 読み取ったバーコード が、 ホス ト プロ グ ラ ムが期待するの と は別のコードページで作られている可能
性があ り ます。 その場合は、 次のバーコード を読み取 り 、 バーコード が作成された と きのコードページを選択し （(see 
ISO 2022/ISO 646 キ ャ ラ ク タ変換 on page A-7) を参照）、 本書の裏表紙の内側にあ るプロ グ ラ ミ ングチャー ト から値と
Save （保存） のバーコード を読み取 り ます。 これでデータ キ ャ ラ ク タが正し く 表示されます。

* 有効

無効

Code 128 コード ページ
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GS1-128

【GS1-128 　 すべての設定を初期化】

GS1-128 　 有効 / 無効

GS1-128 　 読み取 り 桁数

読み取 り 桁数を変更する と きは、 次のバーコード を読み取 り ます。 詳細については読み取 り 桁数について読み取 り 桁数

について (page 7-1) を参照し て く ださい。 短と 短＝ 1 ～ 80、   短の初期設定値 ＝ 1 　 　 　 長の初期設定値 ＝ 80

UPC-A

【UPC-A 　 すべての設定を初期化】

UPC-A 有効 / 無効

Note: UPC-A バーコード を EAN-13 に変換するには、 UPC-A から EAN-13 への変換 on page 7-23 を参照し て く ださい。

* 有効

無効

小読み取 り 桁数

大読み取 り 桁数

* 有効

無効
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UPC-A チェ ッ クデジ ッ ト

読み取ったデータの 後にチェ ッ クデジ ッ ト を送信するかど う かを指定でき ます。 初期設定＝ On （有効）

UPC-A システム番号

通常は読み取ったデータの 初に UPC シンボルのシステム番号を送信し ますが、 送信し ないよ う に設定でき ます。   初期

設定＝ On （有効）

UPC-A 　 ア ド オン

読み取ったすべての UPC-A データの 後に 2 桁または 5 桁のア ド オンを追加し ます。

初期設定 = Off for both 2 Digit and 5 Digit Addenda （2 桁 と 5 桁の両方のア ド オン追加 禁止）

* 有効

無効

* 有効

無効

ア ド オン 2 桁許可

* ア ド オン 2 桁禁止

ア ド オン 5 桁許可

* ア ド オン 5 桁禁止
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UPC-A ア ド オンの要求

Required （要求する） バーコード を読み取る と、 スキ ャナはア ド オンのあ る UPC-A バーコード だけを読み取 り ます。

page 7-18 に記載された 2 桁または 5 桁のア ド オンを有効にする必要があ り ます。 初期設定 = Not Required （要求し ない）

UPC-A ア ド オンセパレータ

こ の機能を有効にする と、 バーコードデータ と ア ド オン と の間にスペースができ ます。 無効にする と、 スペースはでき

ません。 初期設定 = Off （無効）

拡張クーポン コード付き UPC-A/EAN-13

次のバーコード を使用し、 拡張クーポン コード付き UPC-A および EAN-13 を有効または無効にし ます。 も し初期設定 （Off）
のま まにし てお く と、 スキ ャナはクーポン コード と拡張クーポン コード を １ つのバーコード と見な し ます。  

Allow Concatenation （連結許可） コード を読み取る と、 スキ ャナが クーポン コード と拡張クーポン コード を １ つの読み取 り で
認識し た場合、 どち ら も別々のシンボル と し て送信し ます。 それ以外の場合は、 読み取ったはじめのクーポン コード を送信
し ます。  

Require Concatenation （連結必須） コード を読み取る と、 スキ ャナはクーポン コード と拡張クーポン コード を 1 つと し て読み

取 り 、 データ を送信し ます。 両方のコード が読まれない限 り 、 データは出力されません。 初期設定＝ Off （無効）

要求する

* 要求し ない

* 有効

無効

* 無効

連結許可

連結必須
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クーポン GS1 データバー 出力

クーポンが UPC コード と GS1 データバーコード両方を含んでいて、 GS1 データーバーのバーコードデータのみを出力し たい
場合があ るかも しれません。 GS1 Output On （GS1 データバーのみ出力 　 有効） を読み取る と、 GS1 データバーバーコード だ

けを読み取 り 、 そのデータだけを出力し ます。 初期設定 = GS1 Output Off （GS1 データバーのみ出力 　 無効）

UPC-E0

【UPC-E0 　 すべての設定を初期化】

UPC-E0 有効 / 無効

ほ と んどの UPC バーコード は、 「0」 のナンバーシステム コード で始ま り ます。 これらのバーコード には、 UPC-E0 の設
定を使用し ます。 「1」 のナンバーシステム コード で始ま るバーコード を読み取る必要があ る場合は、 UPC-E1 (page 7-22)

を使用し ます。 初期設定＝ On （有効）

UPC-E0 拡張

UPC-E バーコード を 12 桁の UPC-A フ ォーマ ッ ト に拡張し ます。 初期設定＝ Off （無効）

* GS1 データバーのみ出力 　

GS1 データバーのみ出力 　 有効

* UPC-E0 有効

UPC-E0 無効

有効

*  無効
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UPC-E0 ア ド オン要求

Required （要求する） バーコード を読み取る と、 スキ ャナはア ド オンのあ る UPC-E バーコード だけを読み取 り ます。 初

期設定 = Not Required （要求し ない）

UPC-E0 ア ド オンセパレータ

こ の機能を有効にする と、 バーコードデータ と ア ド オンデータ と の間にスペースができ ます。 無効にする と、 スペース

はでき ません。 初期設定 = Off （無効）

UPC-E0 　 チェ ッ クデジ ッ ト

読み取ったデータの 後にチェ ッ クデジ ッ ト を送信するかど う かを指定でき ます。 初期設定 = On （有効）

UPC-E0 システム番号

UPC-A シンボルのシステム番号は通常読み取ったデータの 初に送信されますが、 UPC-E の拡張を使用し ている場合、

送信し ないよ う に設定されます。 送信を防ぐには OFF （無効） を スキ ャ ン し ます。 初期設定＝ On （有効）

要求する

* 要求し ない

* 有効

無効

* 有効

無効

* 有効
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UPC-E0 ア ド オン

読み取ったすべての UPC-E データの 後に 2 桁または 5 桁のア ド オンを追加し ます。 初期設定＝ 2 桁と 5 桁の両方のデ

ジ ッ ト 追加について禁止

UPC-E1

ほ と んどの UPC  バーコード は、 「0」 のシステム番号で始ま り ます。 これらのバーコード には、 UPC-E0 (page 7-20) を使用し
ます。 「1」 のシステム番号で始ま るバーコード を読み取る必要があ る場合は、 UPC-E1 On （UPC-E1 　 有効） を選択し て く だ

さい。 初期設定＝ Off （無効）

無効

ア ド オン 2 桁許可

* ア ド オン 2 桁禁止

ア ド オン 5 桁許可

* ア ド オン 5 桁禁止

UPC-E1 　 有効

* UPC-E1 　 無効
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EAN/JAN-13

【EAN/JAN-13 　 すべての設定を初期化】

EAN/JAN-13 有効 / 無効

UPC-A から EAN-13 への変換

UPC-A Converted to EAN-13 （UPC-A から EAN-13 への変換） が選択される と、 UPC-A バーコード は EAN-13 コード の
前に ０ を付加し、 13 桁にに変換されます。 Do not Convert UPC-A （UPC-A の変換禁止） が選択される と、 UPC-A コード

は UPC-A と し て読まれます。

EAN/JAN-13 チェ ッ クデジ ッ ト

読み取ったデータの 後にチェ ッ クデジ ッ ト を送信するかど う かを指定でき ます。 初期設定＝ On （有効）

* 有効

無効

UPC-A か ら EAN-13 への変換

* UPC-A の変換禁止

* 有効

無効
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EAN/JAN-13 ア ド オン

読み取ったすべての EAN/JAN-13 データの 後に 2 桁または 5 桁のア ド オンを追加し ます。 初期設定＝ 2 桁と 5 桁の両

方のデジ ッ ト 追加について禁止

EAN/JAN-13 ア ド オン要求

Required （要求する） バーコード を読み取る と、 スキ ャナはア ド オンのあ る EAN/JAN-13 バーコード だけを読み取 り ま

す。 初期設定 = Not Required （要求し ない）

EAN/JAN-13 ア ド オンセパレータ

こ の機能を有効にする と、 バーコードデータ と ア ド オン と の間にスペースができ ます。 無効にする と、 スペースはでき

ません。 初期設定 = Off （無効）

Note: 拡張クーポン コード付き EAN13 を有効または無効にし たい場合は、 拡張クーポン コード付き UPC-A/EAN-13 
(page 7-19) を参照し て く ださい。

ア ド オン 2 桁許可

* ア ド オン 2 桁禁止

ア ド オン 5 桁許可

* ア ド オン 5 桁禁止

要求する

* 要求し ない

* 有効

無効
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ISBN 変換

ISBN は EAN-13 バーコード を用いて本にプ リ ン ト されている ものです。 EAN-13 Bookland シンボルを同等の ISBN 番号

フ ォーマ ッ ト に変換するには、 下の On バーコード を読み取って く ださい。 初期設定＝ Off （無効） 

EAN/JAN-8

【EAN/JAN-8 　 すべての設定を初期化】

EAN/JAN-8 有効 / 無効

EAN/JAN-8 チェ ッ クデジ ッ ト

読み取ったデータの 後にチェ ッ クデジ ッ ト を送信するかど う かを指定でき ます。 初期設定＝ On （有効）

有効

*  無効

* 有効

無効

* 有効

無効
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EAN/JAN-8 ア ド オン

読み取ったすべての EAN/JAN-8 データの 後に 2 桁または 5 桁のア ド オンを追加し ます。 初期設定＝ 2 桁と 5 桁の両方

のデジ ッ ト 追加について禁止

EAN/JAN-8 ア ド オン要求

Required （要求する） バーコード を読み取る と、 スキ ャナはア ド オンのあ る EAN/JAN-8 バーコード だけを読み取 り ます。

初期設定 = Not Required （要求し ない）

EAN/JAN-8 ア ド オンセパレータ

こ の機能を有効にする と、 バーコードデータ と ア ド オン と の間にスペースができ ます。 無効にする と、 スペースはでき

ません。 初期設定 = Off （無効）

ア ド オン 2 桁許可

* ア ド オン 2 桁禁止

ア ド オン 5 桁許可

* ア ド オン 5 桁禁止

要求する

* 要求し ない

* 有効

無効
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MSI

【MSI 　 すべての設定を初期化】

MSI 有効 / 無効

MSI チェ ッ ク キ ャ ラ ク タ

MSI バーコード にはいろいろな種類のチェ ッ ク キ ャ ラ ク タが使用されています。 タ イプ 10 のチェ ッ ク キ ャ ラ ク タのあ る
MSI バーコード を読み取る よ う にスキ ャナを設定でき ます。 初期設定＝ Validate Type 10, but Don’t Transmit （タ イプ 10
有効、 送信し ない）

Validate Type 10/11 and Transmit （タ イプ 10/11 有効、 送信する） に設定する と、 指定のタ イプのチェ ッ ク キ ャ ラ ク タが
印刷された MSI バーコード だけを読み取 り 、 読み取ったデータの 後にこのキ ャ ラ ク タ を送信し ます。

Validate Type 10/11, but Don’t Transmit （タ イプ 10/11 有効、 送信し ない） に設定し た場合は、 指定のタ イプのチェ ッ ク
キ ャ ラ ク タが印刷された MSI バーコード だけを読み取 り ますが、 チェ ッ ク キ ャ ラ ク タは読み取ったデータ と いっ し ょ に

送信し ません。

有効

* 無効

* タ イプ 10 有効、 送信な し

タ イプ 10 有効、 送信あ り

タ イプ 10 有効、 2 キ ャ ラ ク タ、 送信な
し

タ イプ 10 有効、 2 キ ャ ラ ク タ、 送信あ
り

タ イプ 11、 そ し て タ イプ 10 有効、 送
信な し
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MSI 読み取 り 桁数

読み取 り 桁数を変更する と きは、 次のバーコード を読み取 り ます。 詳細については読み取 り 桁数について読み取 り 桁数
について (page 7-1) を参照し て く ださい。 設定可能読み取 り 桁数 ＝ 4 ～ 48   短の初期設定値 ＝ 4 　 　 　 長の初期設

定値 ＝ 48

タ イプ 11 有効、 
タ イプ 10、 送信あ り

MSI チェ ッ ク キ ャ ラ ク タ無効

小読み取 り 桁数

大読み取 り 桁数
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GS1 データバー標準型 （オムニデ ィ レ ク シ ョ ナル）

【GS1 データバー標準型 すべての設定を初期化】

GS1 データバー標準型 　 有効 / 無効

GS1 データバー限定型 （ リ ミ テ ッ ド）

【GS1 データバー限定型 　 すべての設定を初期化】

GS1 データバー限定型 　 有効 / 無効

* 有効

無効

* 有効

無効
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GS1 データバー拡張型 （エ ク スパンデッ ド）

【 GS1 データバー拡張型 　 すべての設定を初期化 】

GS1 データバー拡張型 　 有効 / 無効

GS1 データバー拡張型 　 読み取 り 桁数

読み取 り 桁数を変更する と きは、 次のバーコード を読み取 り ます。 詳細については読み取 り 桁数について読み取 り 桁数

について (page 7-1) を参照し て く ださい。設定可能桁数 ＝ 4 ～ 74   短の初期設定値 ＝ 4 　 　 　 長の初期設定値 ＝ 74

Codablock A

【Codablock A 　 すべての設定を初期化】

Codablock A 　 有効 / 無効

* 有効

無効

小読み取 り 桁数

大読み取 り 桁数

有効

* 無効
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Codablock A 　 読み取 り 桁数

読み取 り 桁数を変更する と きは、 次のバーコード を読み取 り ます。 詳細については読み取 り 桁数について読み取 り 桁数
について (page 7-1) を参照し て く ださい。 長と 短＝ 1 ～ 600、   短の初期設定値 ＝ 1 　 　 　 長の初期設定値 ＝ 

600

Codablock F

【Codablock F 　 すべての設定を初期化】

Codablock F 　 有効 / 無効

Codablock F 　 読み取 り 桁数

読み取 り 桁数を変更する と きは、 次のバーコード を読み取 り ます。 詳細については読み取 り 桁数について読み取 り 桁数
について (page 7-1) を参照し て く ださい。 長と 短＝ 1 ～ 2048、   短の初期設定値 ＝ 1 　 　 　 長の初期設定値 ＝ 

2048

小読み取 り 桁数

大読み取 り 桁数

有効

* 無効

小読み取 り 桁数

大読み取 り 桁数
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PDF417

【PDF417 　 すべての設定を初期化】

PDF417 　 読み取 り 桁数

PDF417 Message Length

読み取 り 桁数を変更する と きは、 次のバーコード を読み取 り ます。 詳細については読み取 り 桁数について読み取 り 桁数

について (page 7-1) を参照し て く ださい。 長と 短＝ 1 ～ 2750、   短の初期設定値 ＝ 1 　 長の初期設定値 ＝ 2750

MacroPDF417

MacroPDF417 は、 複数の PDF417 コード に含まれている非常に大量のデータ をエン コード でき る よ う 改良された PDF417 コー

ド です。 こ の機能を有効にする と、 複数のコード を集めて一つのデータ ス ト リ ングに仕立てます。 初期設定＝ On （有効） 

* 有効

無効

小読み取 り 桁数

大読み取 り 桁数

* 有効

無効
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MicroPDF417

【MicroPDF417 　 すべての設定を初期化】

MicroPDF417 　 有効 / 無効

MicroPDF417 　 読み取 り 桁数

読み取 り 桁数を変更する と きは、 次のバーコード を読み取 り ます。 詳細については読み取 り 桁数について読み取 り 桁数
について (page 7-1) を参照し て く ださい。 長と 短＝ 1 ～ 366、   短の初期設定値 ＝ 1 　 　 　 長の初期設定値 ＝ 

366

GS1 コ ンポジ ッ ト シンボル

リ ニア コード と固有の 2D 合成成分と が複合され、 GS1 コ ンポジ ッ ト  シンボル と呼ばれる新たな ク ラ ス を形成し ます。 GS1 

コ ンポジ ッ ト  シンボルによ り 、 すでに使用されている シンボル と の共存が可能にな り ます。 初期設定＝ Off （無効）

有効

* 無効

小読み取 り 桁数

大読み取 り 桁数

有効

* 無効
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UPC/EAN バージ ョ ン

UPC または EAN 1 次元バーコード を含む GS1 コ ンポジ ッ ト  シンボルをデコードする と きは、 UPC/EAN Version On 
（UPC/EAN バージ ョ ン 　 有効） を読み取 り ます。 （GS1-128、 も し く は GS1 バーコード を含む GS1 コ ンポジ ッ ト シンボル

には影響し ません。） 初期設定 = UPC/EAN Version Off （UPC/EAN バージ ョ ン 　 無効）

Note: クーポンが UPC コード と GS1 データバーコード両方を含んでいて、 GS1 データーバーのバーコードデータのみを出力
し たい場合があ るかも しれません。 その場合は、 クーポン GS1 データバー 出力 (page 7-20) を参照し て く ださ い。

GS1 コ ンポジ ッ ト シンボル 　 読み取 り 桁数

読み取 り 桁数を変更する と きは、 次のバーコード を読み取 り ます。 詳細については読み取 り 桁数について読み取 り 桁数

について (page 7-1) を参照し て く ださい。 長と 短＝ 1 ～ 2435、   短の初期設定値 ＝ 1 　 長の初期設定値 ＝ 2435

GS1 エ ミ ュ レーシ ョ ン

スキ ャナは任意の GS1 データ キ ャ リ アからの出力を自動的にフ ォーマ ッ ト し、 同等の GS1-128 も し く は GS1 データバーシン
ボルでデコード される内容をエ ミ ュ レー ト する こ と ができ ます。 GS1 データ キ ャ リ アには UPC-A、 UPC-E、 EAN-13 な らび
に EAN-8、 ITF-14、 GS1-128 な らびに GS1-128 データバーと GS1 コ ンポジ ッ ト があ り ます。 (GS1 データに対応する アプ リ
ケーシ ョ ンは、 すべて単純化でき ます。 データ キ ャ リ アのタ イプを 1 つ認識するだけですむからです。）

「GS1-128 エ ミ ュ レーシ ョ ン」 を読み取る と、 すべての小売コード (U.P.C.、 UPC-E、 EAN8、 EAN13) が 16 桁に拡張されて出力
されます。 AIM ID が有効な場合、 その値は GS1-128 AIM ID, ]C1 と な り ます。 (see シンボルチャー ト  on page A-1)

「GS1 データーバーエ ミ ュ レーシ ョ ン」 を読み取る と、 すべての小売コード (U.P.C.、 UPC-E、 EAN8、 EAN13) が 16 桁に拡張さ
れて出力されます。AIM ID が有効な場合、 その値は GS1- データバー AIM ID, ]em と な り ます。 (see シンボルチャー ト  on page 
A-1)

「IGS1 コード エ ミ ュ レーシ ョ ン 　 無効」 を読み取る と、 小売コード拡張が無効 と な り 、 UPC-E 拡張は UPC-E0 拡張 UPC-E0
拡張 (page 7-20) 設定によ って制御されます。 AIM ID が有効な場合、 その値は GS1-128 AIM ID, ]C1 と な り ます。 (see シンボ
ルチャー ト  on page A-1)

「EAN8 から EAN13 へ変換」 を読み取る と、 すべての EAN8 バーコード は EAN13 フ ォーマ ッ ト に転換されます。  

初期設定 = GS1 Emulation Off （GS1 エ ミ ュ レーシ ョ ン 　 有効）

UPC/EAN Version 　 有効

* UPC/EAN Version 　 無効

小読み取 り 桁数

大読み取 り 桁数

GS1-128 エ ミ ュ レーシ ョ ン
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TCIF Linked Code 39 (TLC39)

こ のバーコード は、 Code 39 のバーコード部分 と MicroPDF417 のス タ ッ ク コード部分によ る複合コード になっています。 ど
のバーコード スキ ャナにも Code39 バーコード を読み取る能力があ り ますが、 MicroPDF417 の部分をデコード でき るのは
TLC39 On （TLC39 　 有効） に設定し た と きだけです。 MicroPDF417 の成分をデコード でき るのは、 TLC39 On （TLC39 　 有

効） に設定し た と きだけです。 リ ニア成分は、 TLC39 がオフでも Code39 と し てデコード でき ます。 初期設定＝ Off （無効）  

QR コード

【QR コード 　 すべての設定を初期化】

QR コード 　 有効 / 無効

こ の選択は、 QR Code と Micro QR Code の両方に適用されます。

GS1 データバーエ ミ ュ レーシ ョ ン

GS1 コー ド 拡張 　 無効

EAN8 から EAN13 へ転換

* GS1 エ ミ ュ レーシ ョ ン 　 無

有効

* 無効

* 有効
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QR コード 　 読み取 り 桁数

読み取 り 桁数を変更する と きは、 次のバーコード を読み取 り ます。 詳細については読み取 り 桁数について読み取 り 桁数
について (page 7-1) を参照し て く ださい。 長と 短＝ 1 ～ 7089、   短の初期設定値 ＝ 1 　 　 　 長の初期設定値 ＝ 

7089

QR コード 　 連結機能

こ の機能では、 複数の QR コード のデータ をホス ト デバイ スに送信する前に連結させる こ と が可能です。 連結開始のキ ャ
ラ ク タ を含んだ QR コード を読み取る と、 QR コード に含まれた情報に従って、 決められた数量の QR コード を一時的に
保存し ます。 適切な数量の QR コード を読み取った ら、 コード内の情報で定義された順番でデータが出力されます。 初期

設定＝ ON( 有効 )

QR コードページ

QR コードページでは、 キ ャ ラ ク タ コード のキ ャ ラ ク タへの割当てを定義し ます。 受信し たデータが正しいキ ャ ラ ク タ を
表示し ない場合は、 読み取ったバーコード が、 ホス ト プロ グ ラ ムが期待するの と は別のコードページで作られている可
能性があ り ます。 その場合は、 次のバーコード を読み取 り 、 バーコード が作成された と きのコードページを選択し （(see 
ISO 2022/ISO 646 キ ャ ラ ク タ変換 on page A-7) を参照）、 本書の裏表紙の内側にあ るプロ グ ラ ミ ングチャー ト から値と
Save （保存） のバーコード を読み取 り ます。 これでデータ キ ャ ラ ク タが正し く 表示されます。

無効

小読み取 り 桁数

大読み取 り 桁数

* 有効

無効

QR コー ド ページ
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Data Matrix

【Data Matrix 　 すべての設定を初期化】

Data Matrix 　 有効 / 無効

Data Matrix 　 読み取 り 桁数

読み取 り 桁数を変更する と きは、 次のバーコード を読み取 り ます。 詳細については読み取 り 桁数について読み取 り 桁数
について (page 7-1) を参照し て く ださい。 長と 短＝ 1 ～ 3116、   短の初期設定値 ＝ 1 　 　 　 長の初期設定値 ＝ 

3116

Data Matrix 　 連結機能

こ の機能では、 複数の Data Matrix コード のデータ をホス ト デバイ スに送信する前に連結させる こ と が可能です。 連結開
始のキ ャ ラ ク タ を含んだ Data Matrix コード を読み取る と、 Data Matrix  コード に含まれた情報に従って、 決められた数量
の Data Matrix  コード を一時的に保存し ます。 適切な数量の Aztec コード を読み取った ら、 コード内の情報で定義された

順番でデータが出力されます。 初期設定＝ On( 有効 )

* 有効

無効

小読み取 り 桁数

大読み取 り 桁数

* 有効

無効
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Data Matrix 　 コードページ

Data Matrix コードページでは、 キ ャ ラ ク タ コード のキ ャ ラ ク タへの割当てを定義し ます。 受信し たデータが正しいキ ャ
ラ ク タ を表示し ない場合は、 読み取ったバーコード が、 ホス ト プロ グ ラ ムが期待するの と は別のコードページで作られ
ている可能性があ り ます。 その場合は、 次のバーコード を読み取 り 、 バーコード が作成された と きのコードページを選
択し （(see ISO 2022/ISO 646 キ ャ ラ ク タ変換 on page A-7) を参照）、 本書の裏表紙の内側にあ るプロ グ ラ ミ ングチャー ト
から値と Save （保存） のバーコード を読み取 り ます。 これでデータ キ ャ ラ ク タが正し く 表示されます。

Maxi コード

【Maxi コー ド 　 すべての設定を初期化】

Maxi コード 　 有効 / 無効

Maxi コード 　 読み取 り 桁数

読み取 り 桁数を変更する と きは、 次のバーコード を読み取 り ます。 詳細については読み取 り 桁数について読み取 り 桁数

について (page 7-1) を参照し て く ださい。 長と 短＝ 1 ～ 150、   短の初期設定＝ 1、 長の初期設定＝ 150

Data Matrix 　 コー ド ページ

有効

* 無効

小読み取 り 桁数

大読み取 り 桁数
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Aztec コード

【Aztec コード 　 すべての設定を初期化】

Aztec コード 　 有効 / 無効

Aztec コード 　 読み取 り 桁数

読み取 り 桁数を変更する と きは、 次のバーコード を読み取 り ます。 詳細については読み取 り 桁数について読み取 り 桁数
について (page 7-1) を参照し て く ださい。 長と 短＝ 1 ～ 3832、   短の初期設定値 ＝ 1 　 　 　 長の初期設定値 ＝ 

3832

Aztec 　 連結機能

こ の機能では、 複数の Aztec コード のデータ をホス ト デバイ スに送信する前に連結させる こ と が可能です。 連結開始の
キ ャ ラ ク タ を含んだ Aztec コード を読み取る と、 Aztec コード に含まれた情報に従って、 決められた数量の Aztec コード
を一時的に保存し ます。 適切な数量の Aztec コード を読み取った ら、 コード内の情報で定義された順番でデータが出力さ

れます。 初期設定＝ ON( 有効 )

* 有効

無効

小読み取 り 桁数

大読み取 り 桁数

* 有効

無効
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Aztec 　 コードページ

Aztec コードページでは、 キ ャ ラ ク タ コード のキ ャ ラ ク タへの割当てを定義し ます。 受信し たデータが正しいキ ャ ラ ク タ
を表示し ない場合は、 読み取ったバーコード が、 ホス ト プロ グ ラ ムが期待するの と は別のコードページで作られている
可能性があ り ます。 その場合は、 次のバーコード を読み取 り 、 バーコード が作成された と きのコードページを選択し
（(see ISO 2022/ISO 646 キ ャ ラ ク タ変換 on page A-7) を参照）、 本書の裏表紙の内側にあ るプロ グ ラ ミ ングチャー ト から値
と Save （保存） のバーコード を読み取 り ます。 これでデータ キ ャ ラ ク タが正し く 表示されます。

中国郵便漢信 （Han Xin） コード

【漢信コード 　 すべての設定を初期化】

漢信コード 　 有効 / 無効

漢信コード 　 読み取 り 桁数

読み取 り 桁数を変更する と きは、 次のバーコード を読み取 り ます。 詳細については読み取 り 桁数について読み取 り 桁数
について (page 7-1) を参照し て く ださい。 長と 短＝ 1 ～ 7833、   短の初期設定値 ＝ 1 　 　 　 長の初期設定値 ＝ 

7833

Aztec 　 コー ド ページ

有効

* 無効

小読み取 り 桁数

大読み取 り 桁数
7 - 40



2 次元郵便コード

以下は、 読み込み可能な 2 次元郵便コード と認識可能な 2 次元郵便コード の組み合わせです。 1 つの 2 次元郵便コード しか有
効にでき ません。 2 つ目の郵便コード設定を有効にする と場合、 初めの設定は上書き されます。 初期設定 = 2D Postal Codes 
Off （2 次元郵便コード 　 無効）

2 次元郵便コード （単独）

* 2 次元郵便コー ド 　 無効

オース ト ラ リ ア郵便 　 有

英国郵便 　 有効

カナダ郵便 　 有効

イ ンテ リ ジ ェ ン ト メ ール 　 有効

日本郵便 　 有効

KIX 　 有効

Planet コー ド 　 有効

Planet コード 　 チェ ッ ク
デジ ッ ト , page 7-45

Postal-4i 　 有効
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2 次元郵便コード （組み合わせ）

Postnet 　 有効

Postnet 　 チェ ッ クデジ ッ
ト , page 7-45

Postnet B および B’ フ ィ ール ド 　 有効

Info Mail 　 有効

Infomail および英国郵便 　 有
効

Intelligent Mail バーコー ド、 Postnet B お
よび B’ フ ィ ール ド 　 有効

Postnet および 
Postal-4i 　 有効

Postnet および 
Intelligent Mail バーコー ド 　 有効

Postal-4i および 
Intelligent Mail バーコード 　 有効

Postal-4i および 
Postnet B および B’ フ ィ ール ド 　 有効

Planet コー ド  
Postnet コード 　 有効
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Planet コー ド 
Postnet B および B’ フ ィ ール ド 　 有効

Planet コー ド 
Postal-4i 　 有効

Planet コー ド  
Intelligent Mail バーコー ド 　 有効

Planet コード 、 
Postnet および 
Postal-4i 　 有効

Planet コード  
Postnet および 

Intelligent Mail バーコード 　 有効

Planet コー ド 、 
Postal-4i および 

Intelligent Mail バーコード 　 有効

Postnet、 
Postal-4i および 

Intelligent Mail バーコー ド 　 有効

Planet コー ド 、 
Postal-4i および 

Postnet B および B’ フ ィ ール ド 　 有効

Planet コー ド 、 
Intelligent Mail コー ド 、 Postnet B および 

B’ フ ィ ール ド 　 有効

Postal-4i、 
Intelligent Mail コード 、 Postnet B およ

び B’ フ ィ ール ド 　 有効
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Planet コード 　 チェ ッ クデジ ッ ト

読み取ったデータの 後にチェ ッ クデジ ッ ト を送信するかど う かを指定でき ます。 初期設定 = Don’t Transmit （送信な

し）

Postnet 　 チェ ッ クデジ ッ ト

読み取ったデータの 後にチェ ッ クデジ ッ ト を送信するかど う かを指定でき ます。 初期設定 = Don’t Transmit （送信な

し）

オース ト ラ リ ア郵便 　 判読

こ の機能では、 オース ト ラ リ ア郵便で使用されている 4-State バーコード に含まれている顧客フ ィ ール ド にどのよ う な判
読が適用されるかを制御し ます。  

「バー出力」 はバーコード のパターンを 「0123」 フ ォーマ ッ ト で一覧にし ます。  

「数字 N テーブル」 は N Table を使用し て、 フ ィ ール ド を数字データ と し て判読し ます。  

「英数字 C テーブル」 は、 C Table を使用し て、 フ ィ ール ド を英数字データ と し て判読し ます。 Australian Post （オース ト
ラ リ ア郵便） の仕様表を参照し て く ださい。

Planet コー ド、 
Postal-4i および 

Intelligent Mail コー ド、 Postnet 　 有効

Planet コー ド 、 
Postal-4i および 

Intelligent Mail コード 、 Postnet B およ
び B’ フ ィ ール ド 　 有効

チェ ッ クデジ ッ ト を送信

* チェ ッ クデジ ッ ト を送信し ない

チェ ッ クデジ ッ ト を送信す

* チェ ッ クデジ ッ ト を送信し ない
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「C および N コ ンビネーシ ョ ンテーブル」 は C Table または N Table を使用し て、 フ ィ ール ド を判読し ます。

1 次元郵便コード

1 次元の郵便コード を以下に挙げます。 いかなる 1 次元郵便コード の組み合わせでも同時に有効にする こ と が可能です。  

中国郵便コード （Hong Kong 2 of 5）

【中国郵便コード （Hong Kong 2 of 5） すべての設定を初期化】

中国郵便コード （Hong Kong 2 of 5） 　 有効 / 無効

中国郵便コード （Hong Kong 2 of 5） 読み取 り 桁数

読み取 り 桁数を変更する と きは、 次のバーコード を読み取 り ます。 詳細は読み取 り 桁数について読み取 り 桁数につ

いて (page 7-1) を参照し て く ださい。 短と 短＝ 2 ～ 80、  短の初期設定値 ＝ 4、 長の初期設定値 ＝ 80

* バー出力

数字 N テーブル

英数字 C テーブル

C および N テーブルコ ンビネーシ ョ ン

有効

* 無効

小読み取 り 桁数
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韓国郵便

【韓国郵便コード 　 すべての設定を初期化】

韓国郵便

韓国郵便 　 読み取 り 桁数

読み取 り 桁数を変更する と きは、 次のバーコード を読み取 り ます。 詳細については読み取 り 桁数について読み取 り
桁数について (page 7-1) を参照し て く ださい。 短と 短＝ 2 ～ 80、   短の初期設定値 ＝ 4 　 　 　 長の初期設定

値 ＝ 48

韓国郵便コード 　 チェ ッ クデジ ッ ト

読み取ったデータの 後にチェ ッ クデジ ッ ト を送信するかど う かを指定でき ます。 初期設定 = Don’t Transmit （送信

な し）

大読み取 り 桁数

有効

* 無効

小読み取 り 桁数

大読み取 り 桁数

チェ ッ クデジ ッ ト を送信

* チェ ッ クデジ ッ ト を送信し ない
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インターフェースキー
キーボード フ ァ ン ク シ ョ ンの関係

以下のキーボード フ ァ ン ク シ ョ ン コード、 Hex/ASCII 値、 および Full ASCII 「CTRL」 + の関係は、 スキ ャナ と と もに使用可能
なすべてのター ミ ナルに適用し ます。 page 2-17 Control + X (Control + ASCII) 有効モード を参照し て く ださい。

「Full ASCII 「CTRL」 + 」 の列にあ る 後の 5 つのキ ャ ラ ク タ （[ \ ] 6 -） は、 ア メ リ カでのみ対応し ます。 次の表は、 これら
の 5 つのキ ャ ラ ク タの国別の同等キ ャ ラ ク タ を示し ます。

フ ァ ン ク シ ョ ン コード HEX/ASCII 値 Full ASCII (CTRL + X Mode)

NUL 00 @

SOH 01 A

STX 02 B

ETX 03 C

EOT 04 D

ENQ 05 E

ACK 06 F

BEL 07 G

BS 08 H

HT 09 I

LF 0A J

VT 0B K

FF 0C L

CR 0D M

SO 0E N

SI 0F O

DLE 10 P

DC1 11 Q

DC2 12 R

DC3 13 S

DC4 14 T

NAK 15 U

SYN 16 V

ETB 17 W

CAN 18 X

EM 19 Y

SUB 1A Z

ESC 1B [

FS 1C \

GS 1D ]

RS 1E ^

US 1F _

国名 コード

ア メ リ カ [ \ ] 6 -

ベルギー [ < ] 6 -

スカンジナビア 8 < 9 6 -

フ ラ ン ス ^ 8 $ 6 =

ド イ ツ Ã + 6 -

イ タ リ ア \ + 6 -

ス イ ス < ・ ・ 6 -

イ ギ リ ス [ ¢ ] 6 -
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サポー ト されている イ ン タ フ ェースキー

デンマーク 8 \ 9 6 -

ノ ルウ ェー 8 \ 9 6 -

スペイ ン [ \ ] 6 -

ASCII HEX
IBM PC/AT および
　 互換機、 USB PC 
キーボード

Apple Mac/iMac 
サポー ト キー

NUL 00 Reserved Reserved

SOH 01 Enter (KP) Enter/Numpad Enter

STX 02 Cap Lock CAPS

ETX 03 ALT make ALT make

EOT 04 ALT break ALT break

ENQ 05 CTRL make CNTRL make

ACK 06 CTRL break CNTRL break

BEL 07 CR/Enter RETURN

BS 08 Reserved APPLE make

HT 09 Tab TAB

LF 0A Reserved APPLE break

VT 0B Tab TAB

FF 0C Delete Del

CR 0D CR/Enter RETURN

SO 0E Insert Ins Help

SI 0F Escape ESC

DLE 10 F11 F11

DC1 11 Home Home

DC2 12 Print Prnt Scrn

DC3 13 Back Space BACKSPACE

DC4 14 Back Tab LSHIFT TAB

NAK 15 F12 F12

SYN 16 F1 F1

ETB 17 F2 F2

CAN 18 F3 F3

EM 19 F4 F4

SUB 1A F5 F5

ESC 1B F6 F6

FS 1C F7 F7

GS 1D F8 F8

RS 1E F9 F9

US 1F F10 F10

DEL 7F BACKSPACE

国名 コード
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ユーティリティ
すべてのシンボル体系へのテス ト コード ID プ リ フ ィ ク ス追加すべてのシンボルに
プ リ フ ィ ッ ク ス を追加

これを選択する と、 デコード されたシンボルの前にコード ID を送信する こ と ができ ます。 （各シンボルを識別する単独のシ
ンボルキ ャ ラ ク タ コード については、 シンボルチャー ト , beginning on page A-1 に記載されたシンボルチャー ト を参照し て く
ださい。） こ こ では、 まず現在のプレ フ ィ ッ ク ス をすべて消去し、 その後すべてのシンボルについてコード ID プレ フ ィ ッ ク
ス を設定し ます。 これは、 電源を入れなおす と削除される一時設定です。

デコーダーの改訂情報を表示

次のバーコード を読み取 り 、 デコーダの改訂情報を出力し ます。

ド ラ イバーの改訂情報の表示

次のバーコード を読み取 り 、 ド ラ イバの改訂情報の読み取 り を出力し ます。 読み取 り ド ラ イバは画像の取 り 込みを制御し ま
す。

ソ フ ト ウ ェアの改訂情報表示

次のバーコード を読み取 り 、 スキ ャナ とベースの現在のソ フ ト ウ ェ アの改訂情報、 シ リ アルナンバー、 およびその他の製品
情報を出力し ます。

データ フ ォーマ ッ ト の表示

次のバーコード を読み取 り 、 現在のデータ フ ォーマ ッ ト 設定を表示し ます。

全シンボルへ体系のコー ド ID プ リ フ ィ ク ス
追加

デコーダーの改訂情報の表示

ド ラ イバーの改訂情報の表示

Show Revision （改訂情報の表示）

データ フ ォーマ ッ ト 設定

DFMBK3?.
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テス ト メ ニュー

テス ト メ ニューの On( 有効 ) バーコード を読み取 り 、 次に本書のプロ グ ラ ミ ング コード を読み取る と、 スキ ャナはプロ グ ラ ミ
ング コード の内容を表示し ます。 プロ グ ラ ミ ングフ ァ ン ク シ ョ ンはまだ存在し ますが、 さ らにそのプロ グ ラ ミ ング コード の
内容も ター ミ ナルに出力されます。  

Note: この機能は、 通常のイ メ ージャ操作では使用し ないで く ださい。

EZConfig について

EZConfig は PC の COM ポー ト にスキ ャナを接続する こ と によ り 、 多様な PC ベースのプロ グ ラ ミ ング機能を提供する こ と が
でき ます。 EZConfig を用いる と、 スキ ャナのア ッ プグレード の為にフ ァーム ウ ェアをダウ ン ロード し た り 、 設定済みのパラ
メ ータ を変更し た り 、 プロ グ ラ ミ ングバーコード を作成し て印刷する こ と ができ ます。 スキ ャナのプロ グ ラ ミ ングパラ メ ー
タ を保存し た り 開いた り する こ と もでき ます。 こ の保存フ ァ イルは電子 メ ールで送信でき、 必要であればカス タマイ ズ され
たプロ グ ラ ミ ングパラ メ ータ をすべて含む単一のバーコード を作成し、 ど こへでも メ ールやフ ァ ッ ク スで送信する こ と もで
き ます。 他の場所にいるユーザはそのバーコード を読み取 り 、 カス タマイ ズ されたプロ グ ラ ミ ングに組み込むこ と ができ ま
す。 

スキ ャナ と の通信のため、 EZConfig ではコ ンピ ュータに少な く と も 1 つの空き シ リ アル通信ポー ト か、 または物理的な USB
ポー ト を使用し たシ リ アルポー ト のエ ミ ュ レーシ ョ ンが必要です。 シ リ アルポー ト と RS232 ケーブルを使用し ている場合は、
外部電源が必要です。 USB シ リ アルポー ト のエ ミ ュ レーシ ョ ンを使用し ている と きには、 USB ケーブルのみ必要です。

EZConfig の操作

EZConfig ソ フ ト ウ ェ アでは、 以下の操作を実行し ます。

Scan Data ( データ読み取 り )

バーコード を読み取って、 ウ ィ ン ド ウにバーコードデータ を表示する こ と ができ ます。 また、 シ リ アルコマン ド を
スキ ャナに送信し た り 、 スキ ャナからの応答を受信し た り でき、 Scan Data ウ ィ ン ド ウでこれら を確認する こ と がで
き ます。 Scan Data ウ ィ ン ド ウに表示されるデータは、 フ ァ イルに保存や、 印刷する こ と もでき ます。 

Configure ( 環境設定 )

環境設定は、 スキ ャナのプロ グ ラ ミ ング と環境設定データ を表示し ます。 スキ ャナのプロ グ ラ ミ ング と環境設定
データは、 異なる カテゴ リ に分類されます。 各カテゴ リ は、 アプ リ ケーシ ョ ンエ ク スプローラの 「Configure」 ツ
リ ーノ ード の下にツ リ ーア イ テム と し て表示されます。 これらのツ リ ーノ ード の 1 つを ク リ ッ クする と、 その特定
のカテゴ リ に所属するパラ メ ータのフ ォームが右側に表示されます。 「Configure」 ツ リ ーオプシ ョ ンには、 スキ ャナ
用に指定し たプロ グ ラ ミ ング と環境設定パラ メ ータのすべてが含まれています。 これらのパラ メ ータは、 必要に応
じ て設定または変更でき ます。後で変更し た設定値を スキ ャナに書き込んだ り 、dcf フ ァ イルに保存し た り でき ます。  

ウ ェブサイ ト からの EZConfig のイ ン ス ト ール
Note: EZConfig には .NET ソ フ ト ウ ェ アが必要です。 お使いの PC に .NET がイ ン ス ト ールされていない場合、 EZConfig

のイ ン ス ト ール時に .NET のイ ン ス ト ールを促す メ ッ セージが表示されます。

1. www.honeywellaidc.com. からハネウ ェルのウ ェブサイ ト にア ク セス し ます。

2. Resources タブを ク リ ッ ク し Software を選択し ます。

3. ド ロ ッ プダウ ン メ ニューから Select Product Number （型番を選択） を ク リ ッ ク し、 製品番号を選択し ます。

4. EZConfig-Scanning リ ス ト を ク リ ッ ク し ます。

有効

* 無効
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5. 指示が出ま し た ら Save File を選択し、 フ ァ イルを c:\windows\temp デ ィ レ ク ト リ に保存し ます。  

6. フ ァ イルのダウ ン ロード が終了し た ら ウ ェブサイ ト を閉じ ます。

7. エク スプローラ を使用し、 c:\windows\temp のフ ァ イルに進みます。

8. Setup.exe フ ァ イルをダブルク リ ッ ク し ます。 画面の指示に従って EZConfig プロ グ ラ ムを イ ン ス ト ールし ます。

9. イ ン ス ト ール時にデフ ォル ト を選択し た場合は、 Start Menu-All Programs-Honeywell-EZConfig-Scannin を ク リ ッ ク し て
く ださい。

初期設定の再設定

スキ ャナにどのプロ グ ラ ムオプシ ョ ンが有効か不確かな場合またはい く つかのオプシ ョ ンを変更し、 工場出荷時の設定に復
元し たい場合、 Remove Custom Defaults （カ ス タ ムデフ ォル ト の削除） バーコード を スキ ャ ン し、 次に Activate Defaults （デ

フ ォル ト の有効化） を スキ ャ ン し て く ださい。 これでスキ ャナは工場出荷時の設定に リ セ ッ ト されます。

Note: コード レ スシステムを使用し ている場合、 Activate Defaults （デフ ォル ト の有効化） バーコード を スキ ャ ンする こ と で
スキ ャナ とベースの両方、 またはア ク セスポイ ン ト に リ セ ッ ト を実行し、 リ ン ク不接続にな り ます。 リ ン ク を再確立
するには、 セ ッ ト ア ッ プコード が入力される前にスキ ャナをベースに置かれなければな り ません。 ア ク セスポイ ン ト
を使用し ている場合、 リ ン クバーコード を読み取って く ださい。 詳細はコード レ スシステムの操作 beginning on page 3-
1 を参照し て く ださい。

メ ニューコマン ド , beginning on page 10-3 は、 各コマン ド （プロ グ ラ ミ ングページでアス タ リ ス ク （*） で表示） の標準の初
期設定を示し ています。

本章ではすべての設定を消去し スキ ャナを工場出荷時に リ セ ッ ト を行います。 またすべてのプラ グ イ ンを無効にし ま
す。

!

カ ス タ ムデフ ォル ト の削除

デフ ォル ト の有効化
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シリアルプログラミングコマンド
シ リ アルプロ グ ラ ミ ング コマン ド をプロ グ ラ ミ ングバーコード の代わ り に使用でき ます。 シ リ アルコマン ド と プロ グ ラ ミ ン
グバーコード は、 どち ら も スキ ャナをプロ グ ラ ム設定し ます。 各シ リ アルプロ グ ラ ミ ング コマン ド の解説と例については、
本書の対応するプロ グ ラ ミ ングバーコード を参照し て く ださい。

機器は、 RS232 イ ン タ フ ェース用に設定する必要があ り ます。 （page 2-1 を参照。） 以下のコマン ド は、 ター ミ ナルエ ミ ュ レー
シ ョ ン ソ フ ト ウ ェ アを用いて PC COM 経由で送信でき ます。

記述上の語句

メ ニュー と質問コマン ド の記述には、 以下の取 り 決めが用いられています。

Parameterコマン ド の一部と し て送信する実際の値

[option] コマン ド のオプシ ョ ン部分

{Data} コマン ド内の選択肢

Bold 画面に表示される メ ニュー名、 メ ニューコマン ド、 ボタ ン、 ダ イ ア ロ グボ ッ ク ス、 およびウ ィ ン ド ウ

メ ニューコマン ド シン タ ッ ク ス （構文）

メ ニューコマン ド のシン タ ッ ク スは以下の とお り です。 （スペース を用いているのは、 単にわか り やす く する ためです。）

Prefix [:Name:]Tag SubTag {Data} [, SubTag {Data}] [; Tag SubTag {Data}] […] Storage

Prefix 3 つの ASCII のキ ャ ラ ク タ ： SYN M CR (ASCII 22、 77、 13)SYN M CR  (ASCII 22,77,13)

:Name: このコマン ド はコード レ スデバイ スでのみ使用し ます。 ベース またはスキ ャナ と通信するかど う かを特定する ため
に使用し ます。 スキ ャナ （ホス ト に連結し たベース と共に） に情報を送信するために、 :Voyager_1452g: を使用し
ます。 工場出荷時の Voyager 1452g スキ ャナの初期設定は Voyager_1452 スキ ャナです。 こ の設定は英数字を許可
する BT_NAM コマン ド を使用し て設定し ます。 ネームがわから ない場合は、 「*」 を :*: の形で用います。

Note: ベースはすべてのワーク グループの設定を保存し、 それら と接続される とすぐにスキ ャナに転送し ます。 変更はベー
スに対し てのみ行われ、 スキ ャナには行われません。

Tag メ ニューコマン ド グループを識別する大文字小文字の区別が無い 3 キ ャ ラ ク タのフ ィ ール ド。 例えば、 RS232 の
環境設定は、 すべて 232 と い う Tag で識別されます。

SubTag タ ググループの中の メ ニューコマン ド グループを識別する大文字・小文字の区別がない 3 キ ャ ラ ク タのフ ィ ール ド。   
例えば、 RS232 ボーレー ト の SubTag は BAD にな り ます。

Data メ ニュー設定の新規値。 Tag と SubTag で識別されます。

Storage コマン ド を適用する ス ト レージテーブルを指定する 1 つのキ ャ ラ ク タ。 感嘆符 （!） は、 機器の一時的な メ モ リ 上で
のコマン ド操作を実行し ます。 ピ リ オ ド （.） の場合は、 機器の不揮発性 メ モ リ 上でコマン ド操作を実行し ます。
不揮発性 メ モ リ 上は、 始動時に保存し たい半恒久的な変更の場合だけに使用し ます。

質問コマン ド

設定について機器から返答を得るためのい く つかの特殊キ ャ ラ ク タ を使用でき ます。

^ 設定の初期値

? 機器の現在の設定値

* 設定で可能な範囲 （機器のレ スポン スでは、 ダ ッ シ ュ (-) で値の連続範囲を示し、 パイプ (|) で不連続値の一覧の
項目を区切 り ます。

:Name: フ ィ ール ド の使い方 ( オプシ ョ ン )

このコマン ド を用いる と、 スキ ャ ンからの質問情報を返送し ます。

Tag フ ィ ール ド の使い方

Tag フ ィ ール ド に代わって質問を使用する と、 コマン ド の Storage フ ィ ール ド で示された特定のス ト レージテーブルで使
用可能なコマン ド のセ ッ ト 全体に質問し ます。 この場合、 機器には無視されるので SubTag および Data フ ィ ール ド は使
用し ないで く ださい。  
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Tag フ ィ ール ド の使い方 

Tag フ ィ ール ド に代わって質問を使用する と、 コマン ド の Storage フ ィ ール ド で示された特定のス ト レージテーブルで使
用可能なコマン ド のセ ッ ト 全体に質問し ます。 こ の場合、 機器には無視されるので Data フ ィ ール ド は使用し ないで く だ
さい。

Data Field Usage

Data フ ィ ール ド に代わって質問を使用する と、 Tag および SubTag フ ィ ール ド で識別される特定コマン ド だけに質問し ま
す。

複数コマン ド の連結機能

複数のコマン ド を 1 つの Prefix/Storage シーケン ス内で使用でき ます。   シーケン スのコマン ド ご と に繰 り 返す必要があ る
のは、 Tag、 SubTag、 および Data フ ィ ール ド だけです。 同じ Tag でコマン ド を追加する場合は、 新しいコマン ド シーケ
ン ス を コ ンマ （,） で区切 り 、 追加コマン ド の SubTag および Data フ ィ ール ド だけを記述し ます。 追加コマン ド で異なる
Tag フ ィ ール ド が必要な場合は、 そのコマン ド をセ ミ コ ロ ン （;） で前のコマン ド と区切 り ます。

レ スポン ス

機器は、 次の 3 つのレ スポン スの 1 つでシ リ アルコマン ド に応答し ます。

ACK 正し く コマン ド を実行し た。

ENQ Tag または SubTag コマン ド が無効。 

NAK コマン ド は正しいが、 Data フ ィ ール ド の入力がこの Tag および SubTag 組み合わせの許容範囲外。 例えば、 フ ィ ー
ル ド が 2 キ ャ ラ ク タ しか受け付けない と きに 小読み取 り 桁数の入力が 100 になっている場合。

応答する と き、 機器はコマン ド の各句読点 （ピ リ オ ド、 感嘆符、 コ ンマ、 またはセ ミ コ ロ ン） の直前にステータ スキ ャ
ラ ク タ を挿入し たコマン ド シーケン ス を返し ます。

質問コマン ド の例

以下の例では、 角カ ッ コ [  ] は非表示レ スポン ス を示し ます。

Example: 例 ： Codabar Coding Enable で可能な値の範囲は ?

入力 ： cbrena*.

レ スポン ス CBRENA0-1[ACK]

Codabar Coding Enable (CBRENA) の値の範囲が 0 ～ 1 （オフ と オン） であ る こ と を示し ます。  

Example: Codabar Coding Enable の初期設定値は ?

入力 ： 　 cbrena^.

レ スポン ス CBRENA1[ACK]

Codabar Coding Enable （CBRENA） のデフ ォル ト 設定が 1 またはオンであ る こ と を示し ています。  

Example: 例 ： Codabar Coding Enable のデフ ォル ト 値は？

入力 ： 　 cbrena?.

レ スポン ス CBRENA1[ACK]

機器の Codabar Coding Enable （CBRENA） が 1、 またはオンに設定されいる こ と を示し ます。  

Example: 例 ： すべての Codabar 選択項目に対する機器の設定は？

入力 ： 　 cbr?.

レ スポン ス CBRENA1[ACK],
SSX0[ACK],
CK20[ACK],
CCT1[ACK],
MIN2[ACK],
MAX60[ACK],
DFT[ACK].
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こ のレ スポン スは、 機器の Codabar Coding Enable (CBRENA) が 1 または有効に設定され 
ス ター ト / ス ト ッ プキ ャ ラ ク タ （SSX） は 0、 または Don't Transmit に、 
チェ ッ ク キ ャ ラ ク タ （CK2） は 0、 または Not Required に、
連結機能 （CCT） は 1、 または Enabled に、 

小読み取 り 桁数 （MIN） は 2 キ ャ ラ ク タに、 
大読み取 り 桁数 （MAX） は 60 キ ャ ラ ク タに、 

またデフ ォル ト 設定 （DFT） には値が無いこ と を示し ています。  

ト リ ガーコマン ド

シ リ アル ト リ ガーコマン ド でスキ ャナを起動または停止でき ます。 まず、 Manual Trigger Mode （マニュ アル ト リ ガーモード）
バーコード （page 4-5） を読み取 り マニュ アル ト リ ガーモード にするか、 シ リ アル メ ニューコマン ド （page 4-5） を送 り ます。
スキ ャナがいったんシ リ アル ト リ ガーモード になる と、 以下のコマン ド を送って ト リ ガーをア ク テ ィ ブ／非ア ク テ ィ ブにで
き ます。

起動する ：  SYN T CR

停止する ：  SYN U CR

スキ ャナは、 バーコード を読み取るか、 非ア ク テ ィ ブ化コマン ド が送信されるか、 シ リ アルタ イ ムア ウ ト になる まで読み取
り を実行し ます。 （説明については " 読み取 り タ イ ムア ウ ト " on page 4-6 を、 また page 10-11 のシ リ アルコマン ド を参照。）

標準の製品初期設定への リ セ ッ ト

ご使用のスキ ャナでカス タ ムデフ ォル ト を修復し たい場合、 以下の Activate Custom Defaults （カ ス タ ムデフ ォル ト を起動）
バーコード を読み取って く ださい。 これはスキ ャナの設定をカス タ ムデフ ォル ト 設定に再設定する ものです。 カス タ ムデ
フ ォル ト がない場合は、 工場出荷時の初期設定値にな り ます。 カス タ ムデフ ォル ト によ って指定されていない設定はすべて
工場出荷時設定にな り ます。

Note: コード レ スシステムをご使用の場合、 このバーコード を読み取る と、 スキ ャナ とベースにも リ セ ッ ト を実行し、 非接
続と なって し まいます。 コード を入力する前に、 リ ン ク を再確立する ためにスキ ャナをベースに置いて く ださ い。 ア
ク セスポイ ン ト を使用し ている場合、 リ ン クバーコード を読み取って く ださい。 詳細はコード レ スシステムの操
作 beginning on page 3-1 を参照し て く ださい。

次ページ以降のチャー ト は、 各 メ ニューコマン ド （プロ グ ラ ミ ングページ上アス タ リ ス ク （*） で表示） の標準の工場出荷時
設定一覧です。

メ ニューコマン ド

選択項目
設定
* 初期設定

シ リ アルコマン ド
# 数値入力を示す

ページ

製品初期設定

カス タ ムデフ ォル ト の設定 カス タ ムデフ ォル ト の設定 MNUCDP 1-7

カス タ ムデフ ォル ト の保存 MNUCDS 1-7

標準の製品初期設定への リ セ ッ ト カス タ ムデフ ォル ト を起動 DEFALT 1-7

イ ン ターフ ェースの設定

プラ グ＆プレ イ キーボード ウ ェ ッ ジ ：
IBM PC AT and Compatibles with CR suffix 　
（IBM PC AT と互換機、 CR サフ ィ ッ ク スつ
き）

PAP_AT 2-1

カ ス タ ムデフ ォル ト を起動
10 - 3



Laptop Direct Connect with CR suffix （ ノー
ト PC ダ イ レ ク ト 接続、 CR サフ ィ ッ ク スつ
き）

PAPLTD 2-1

RS232 シ リ アルポー ト PAP232 2-1

プラ グ＆プレ イ ：
RS485

IBM Port 5B イ ン ターフ ェース PAPP5B 2-2

IBM  Port 9B HHBCR-1 イ ン ターフ ェース PAP9B1 2-2

IBM  Port 17 イ ン ターフ ェース PAPP17 2-2

IBM Port 9B HHBCR-2 イ ン ターフ ェース PAP9B2 2-2

RS485 パケ ッ ト モード 　 有効 RTLPDF1 2-2

*RS485 パケ ッ ト モード 　 無効 RTLPDF0 2-2

RS485 パケ ッ ト 長 (20-256) *40 RTLMPS 2-3

プラ グ＆プレ イ ： IBM SurePos USB IBM SurePos ハン ドヘル ド イ ン ター
フ ェース

PAPSPH 2-3

USB IBM SurePos 卓上イ ン ターフ ェース PAPSPT 2-3

プラ グ＆プレ イ ： USB USB Keyboard (PC) PAP124 2-3

USB キーボード (Mac) PAP125 2-3

USB Japanese キーボード (PC) TRMUSB134 2-4

USB HID PAP131 2-4

USB シ リ アル TRMUSB130 2-4

CTS/RTS エ ミ ュ レーシ ョ ン 　 有効 USBCTS1 2-4

CTS/RTS エ ミ ュ レーシ ョ ン無効 * USBCTS0 2-4

ACK/NAK モード 　 有効 USBACK1 2-4

ACK/NAK モード無効 * USBACK0 2-4

USB 用 リ モー ト MasterMind ReM オフ REMIFC0 2-5

*ReM オン REMIFC1 2-5

プラ グ＆プレ イ Verifone Ruby ター ミ ナル PAPRBY 2-5

Gilbarco ター ミ ナル PAPGLB 2-5

Honeywell 2 面式カ ウ ン タースキ ャナ PAPBIO 2-6

Datalogic Magellan 2 面式カ ウ ン タースキ ャ
ナ

PAPMAG 2-6

NCR 2 面式カ ウ ン タースキ ャナ PAPNCR 2-6

Wincor Nixdorf ター ミ ナル PAPWNX 2-6

Wincor Nixdorf Beetle PAPBTL 2-7

Wincor Nixdorf RS232 モード A PAPWMA 2-7

Program Keyboard 
国別キーボード

* ア メ リ カ KBDCTY0 2-8

アルバニア KBDCTY35 2-8

アゼ リ ー ( キ リ ル文字 ) KBDCTY81 2-8

アゼ リ ー 　 ラ テン KBDCTY80 2-8

ベラルーシ KBDCTY82 2-8

ベルギー KBDCTY1 2-8

ボスニア KBDCTY33 2-8

ブラ ジル KBDCTY16 2-8

選択項目
設定
* 初期設定

シ リ アルコマン ド
# 数値入力を示す

ページ
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ブラ ジル 　 MS KBDCTY59 2-8

ブルガ リ ア ( キ リ ル文字 ) KBDCTY52 2-8

ブルガ リ ア （ラ テン） KBDCTY53 2-9

カナダ （フ ラ ン ス語 Legacy） KBDCTY54 2-9

カナダ （フ ラ ン ス語） KBDCTY18 2-9

カナダ （多言語） KBDCTY55 2-9

ク ロ アチア KBDCTY32 2-9

チェ コ KBDCTY15 2-9

チェ コ （プロ グ ラ マー） KBDCTY40 2-9

チェ コ (QWERTY) KBDCTY39 2-9

チェ コ (QWERTZ) KBDCTY38 2-9

デンマーク KBDCTY8 2-9

オラ ンダ語 （オラ ンダ） KBDCTY11 2-9

エス ト ニア KBDCTY41 2-10

フ ェ ロー語 KBDCTY83 2-10

フ ィ ン ラ ン ド KBDCTY2 2-10

フ ラ ン ス KBDCTY3 2-10

ゲール語 KBDCTY84 2-10

ド イ ツ KBDCTY4 2-10

ギ リ シャ KBDCTY17 2-10

ギ リ シャ 　 220 ラ テン KBDCTY64 2-10

ギ リ シャ 　 220 KBDCTY61 2-10

ギ リ シャ 　 319 ラ テン KBDCTY65 2-10

ギ リ シャ 　 319 KBDCTY62 2-10

ギ リ シア 　 ラ テン KBDCTY63 2-11

ギ リ シャ 　 MS KBDCTY66 2-11

ギ リ シャ 　 Polytonic KBDCTY60 2-11

ヘブラ イ語 KBDCTY12 2-11

ハンガ リ ー語 　 101 キー KBDCTY50 2-11

ハンガ リ ー KBDCTY19 2-11

ア イ ス ラ ン ド KBDCTY75 2-11

ア イルラ ン ド KBDCTY73 2-11

イ タ リ ア語 　 142 KBDCTY56 2-11

イ タ リ ア語 KBDCTY5 2-11

日本語 KBDCTY28 2-11

カザフ ス タ ン KBDCTY78 2-12

キルギス タ ン 　 キ リ ル文字 KBDCTY79 2-12

ラ テンア メ リ カ KBDCTY14 2-12

ラ ト ビア KBDCTY42 2-12

ラ ト ビア QWERTY KBDCTY43 2-12

リ ト アニア KBDCTY44 2-12

リ ト アニア 　 IBM KBDCTY45 2-12

マケ ド ニア KBDCTY34 2-12

選択項目
設定
* 初期設定

シ リ アルコマン ド
# 数値入力を示す

ページ
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マルタ KBDCTY74 2-12

モンゴル 　 キ リ ル文字 KBDCTY86 2-12

ノ ルウ ェー KBDCTY9 2-12

ポーラ ン ド KBDCTY20 2-13

ポーラ ン ド語 　 214 KBDCTY57 2-13

ポーラ ン ド語 　 プロ グ ラ マー KBDCTY58 2-13

ポル ト ガル KBDCTY13 2-13

ルーマニア KBDCTY25 2-13

ロ シア KBDCTY26 2-13

ロ シア 　 MS KBDCTY67 2-13

ロ シア 　 タ イプラ イ ター KBDCTY68 2-13

SCS KBDCTY21 2-13

セルビア 　 キ リ ル文字 KBDCTY37 2-13

セルビア 　 ラ テン KBDCTY36 2-13

ス ロ ヴ ァ キア KBDCTY22 2-14

ス ロ ヴ ァ キア 　 QWERTY KBDCTY49 2-14

ス ロ ヴ ァ キア 　 QWERTZ KBDCTY48 2-14

ス ロ ヴ ェニア KBDCTY31 2-14

スペイ ン KBDCTY10 2-14

スペイ ン語 　 変動 KBDCTY51 2-14

ス ウ ェーデン KBDCTY23 2-14

ス イ ス 　 フ ラ ン ス語 KBDCTY29 2-14

ス イ ス 　 ド イ ツ語 KBDCTY6 2-14

タ タール語 KBDCTY85 2-14

ト ルコ F KBDCTY27 2-14

ト ルコ Q KBDCTY24 2-15

ウ ク ラ イナ KBDCTY76 2-15

イ ギ リ ス KBDCTY7 2-15

ア メ リ カ 　 Dvorak 右 KBDCTY89 2-15

ア メ リ カ 　 Dvorak 左 KBDCTY88 2-15

ア メ リ カ 　 Dvorak KBDCTY87 2-15

ア メ リ カ 　 イ ン ターナシ ョ ナル KBDCTY30 2-15

ウ ズベキス タ ン 　 キ リ ル文字 KBDCTY77 2-15

キーボード の変換 * キーボード変換 　 無効 KBDCNV0 2-16

すべてのキ ャ ラ ク タ を大文字に変換 KBDCNV1 2-16

すべてのキ ャ ラ ク タ を小文字に変換 KBDCNV1 2-17

キーボード ス タ イル * レギ ュ ラー KBDSTY0 2-15

Caps Lock KBDSTY1 2-15

Shift Lock KBDSTY2 2-16

自動 Caps Lock KBDSTY6 2-16

Emulate External Keyboard KBDSTY5 2-16

制御キ ャ ラ ク タの出力 * 制御キ ャ ラ ク タ出力 　 無効 KBDNPE0 2-17

* 制御キ ャ ラ ク タ出力 　 有効 KBDNPE1 2-17

選択項目
設定
* 初期設定

シ リ アルコマン ド
# 数値入力を示す

ページ
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キーボード の設定 *Control + ASCII Off KBDCAS0 2-17

DOS モード Control + ASCII KBDCAS1 2-17

Windows モード Control + ASCII KBDCAS2 2-17

Windows モード プ リ フ ィ ク ス / サフ ィ ッ ク
ス 　 無効

KBDCAS3 2-17

* ターボモード 　 無効 KBDTMD0 2-18

ターボモード 　 有効 KBDTMD1 2-18

* 数字キーパッ ド 　 無効 KBDNPS0 2-18

数字キーパッ ド 　 有効 KBDNPS1 2-18

* 自動直接接続 　 無効 KBDADC0 2-18

自動直接接続 　 有効 KBDADC1 2-18

ボーレー ト 300 BPS 232BAD0 2-18

600 BPS 232BAD1 2-18

1200 BPS 232BAD2 2-19

2400 BPS 232BAD3 2-19

4800 BPS 232BAD4 2-19

*9600 BPS 232BAD5 2-19

19200 BPS 232BAD6 2-19

38400 BPS 232BAD7 2-19

57600 BPS 232BAD8 2-19

115200 BPS 232BAD9 2-19

ワード長 ： データ ビ ッ ト ス ト ッ プ
ビ ッ ト パ リ テ ィ

7 データ ビ ッ ト 、 1 ス ト ッ プビ ッ ト 、 偶数 232WRD3 2-19

7 データ ビ ッ ト 、 1 ス ト ッ プビ ッ ト 、 パ リ
テ ィ 無

232WRD0 2-20

7 データ ビ ッ ト 、 1 ス ト ッ プビ ッ ト 、 奇数 232WRD6 2-20

7 データ ビ ッ ト 、 2 ス ト ッ プビ ッ ト 、 偶数 232WRD4 2-20

7 データ ビ ッ ト 、 2 ス ト ッ プビ ッ ト 、 パ リ
テ ィ 無

232WRD1 2-20

7 データ ビ ッ ト 、 2 ス ト ッ プビ ッ ト 、 奇数 232WRD7 2-20

8 データ ビ ッ ト 、 1 ス ト ッ プビ ッ ト 、 偶数 232WRD5 2-20

8 データ ビ ッ ト 、 1 ス ト ッ プビ ッ ト 、 パ リ
テ ィ 無

232WRD2 2-20

8 データ ビ ッ ト 、 1 ス ト ッ プビ ッ ト 、 奇数 232WRD8 2-20

RS232 レシーバータ イ ムア ウ ト 0 - 300 232LPT### 2-20

RS232 ハン ド シェ イ ク * RTS/CTS 無効 232CTS0 2-21

フ ロー制御、 タ イ ムア ウ ト な し 232CTS1 2-21

双方向フ ロー制御 232CTS2 2-21

 フ ロー制御、 タ イ ムア ウ ト あ り 232CTS3 2-21

RS232 タ イ ムアウ ト 232DEL#### 2-21

*XON/XOFF 無効 232XON0 2-21

XON/XOFF 有効 232XON1 2-21

* ACK/NAK 無効 232ACK0 2-22

ACK/NAK 有効 232ACK1 2-22

選択項目
設定
* 初期設定

シ リ アルコマン ド
# 数値入力を示す
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2 面式カ ウ ン タースキ ャナパケ ッ ト
モード

* パケ ッ ト モード 　 無効 232PKT0 2-22

パケ ッ ト モード 　 有効 232PKT2 2-22

2 面式カ ウ ン ター式スキ ャナ 　
ACK/NAK モード

* 2 面式カ ウ ン タースキ ャナ ACK/NAK 　 無
効

232NAK0 2-22

2 面式カ ウ ン タースキ ャナ ACK/NAK 有効 232NAK1 2-22

2 面式カ ウ ン タースキ ャナ ACK/
NAK タ イ ムア ウ ト

ACK/NAK タ イ ムアウ ト
*5100

232DLK##### 2-23

コード レ スシステムの操作

Note: 本項はコード レ スシステムのみを対象 と し ています。 コードつき スキ ャナには適用でき ませんので、 ご注意 く ださ
い。

ベースユニ ッ ト パワー / 通信イ ン
ジケーター

* 有効 :*:BASRED1 3-5

無効 :*:BASRED0 3-5

スキ ャナの リ セ ッ ト スキ ャナの リ セ ッ ト RESET_ 3-6

ベースユニ ッ ト 上での読み取 り ベースに置いた状態での読み取 り 　 禁止 BT_SIC0 3-6

* ベースに置いた状態での読み取 り 　 許可 BT_SIC1 3-6

ベースに置いてスキ ャナをシャ ッ ト ダウ ン BT_SIC2 3-6

ベースチャージモード ベースチャージ無効 BASCHG0 3-7

* 外部またはイ ン ターフ ェースケーブル電
源

BASCHG1 3-7

外部電源のみ BASCHG2 3-7

ページングモード * 有効 BEPPGE1 3-7

無効 BEPPGE0 3-7

ページング音の音程 低 (*1000 Hz) BEPPFQ1000 3-7

中 （3250Hz） BEPPFQ3250 3-8

高 (4200) BEPPFQ4200 3-8

ブザー音の音程 ： ベースユニ ッ ト
のエラー発生時

* 低 (250) ( 小 200Hz) BASFQ2250 3-8

* 中 (3250Hz) BASFQ23250 3-8

高 (4200Hz) ( 大 9000Hz) BASFQ24200 3-8

ブザー音の回数 ： ベースユニ ッ ト
のエラー発生時

*1 BASERR3 3-8

1 - 9 BASERR# 3-8

スキ ャナレポー ト スキ ャナレポー ト RPTSCN 3-8

スキ ャナのア ド レ ス スキ ャナのア ド レ ス BT_LDA 3-9

ベースア ド レ ス ベースア ド レ ス :*:BASLDA 3-9

スキ ャナモード 充電限定モード :*:BASLNK0 3-9

* 充電および通信モード :*:BASLNK1 3-9

通信固定モード BASCON0,DNG1 3-10

* 通信オープンモード BASCON1,DNG1 3-10

スキ ャナ と の解除 BT_RMV 3-10

通信固定されたスキ ャナの上書き BT_RPL1 3-10

通信範囲外警告 通信範囲外警告ベースア ラームの鳴動時間
　  ( 範囲 1-3000 ミ リ 秒 ) * 0

BASORD 3-11

スキ ャナア ラームの鳴動時間 ( 範囲 1-3000
ミ リ 秒 )* 0

BT_ORD 3-11

選択項目
設定
* 初期設定

シ リ アルコマン ド
# 数値入力を示す
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警告ブザーの種類 ベースア ラームの種類 BASORW 3-11

スキ ャナア ラームの種類 BT_ORW 3-11

スキ ャナパワータ イ ムア ウ ト タ イ
マー 

0 - 7200 秒 BT_LPT0 3-12

200 秒 * BT_LPT200 3-12

400 秒 * BT_LPT400 3-12

900 秒 * BT_LPT900 3-12

3600 秒 * BT_LPT3600 3-12

7200 秒 * BT_LPT7200 3-12

フ レキシブルパワーマネージ メ ン
ト

* フルパワー BT_TXP100 3-13

出力 – 中 BT_TXP35 3-13

出力 - 中低 BT_TXP5 3-13

出力 - 低 BT_TXP1 3-13

バッチモード 自動バッチモード BATENA1 3-14

* バッチモード無効 BATENA0 3-13

棚卸バッチモード BATENA2 3-14

持続バッチモード BATENA3 3-14

バッチモード ： ブザー音 無効 BATBEP0 3-14

* 有効 BATBEP1 3-14

バッチモード ： 保存形式 * フ ラ ッ シュ メ モ リ に保存 BATNVS1 3-14

フ ラ ッ シュ メ モ リ に保存 BATNVS0 3-14

バッチモード ： 個数 * 無効 BATQTY0 3-15

有効 BATQTY1 3-15

個数コード 0 BATNUM0 3-15

*1 BATNUM1 3-16

2 BATNUM2 3-16

3 BATNUM3 3-16

4 BATNUM4 3-16

5 BATNUM5 3-16

6 BATNUM6 3-16

7 BATNUM7 3-16

8 BATNUM8 3-16

9 BATNUM9 3-16

バッチモード ： 出力順序 先入れ先出し BATLIF0 3-16

後入れ先出し BATLIF1 3-16

レ コード の合計件数 レ コード の合計件数 BATNRC 3-17

後のコード を削除 後のコード を削除 BATUND 3-17

すべてのコード を削除 すべてのコード を削除 BATCLR 3-17

保存し たデータ をホス ト へ送信 棚卸の記録を送信 BAT_TX 3-17

バッチモード ： 送信デ ィ レ イ （間
隔）

* 無効 BATDLY0 3-17

短 （ ミ リ 秒） BATDLY250 3-17

中 （ ミ リ 秒） BATDLY500 3-18

長 （ ミ リ 秒） BATDLY1000 3-18

選択項目
設定
* 初期設定

シ リ アルコマン ド
# 数値入力を示す
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複数スキ ャナ
操作モード

複数スキ ャナでの操作 BASCON2,DNG3 3-18

スキ ャナ名 スキ ャナ名 1 -7 BT_NAM##### 3-18

リ セ ッ ト RESET_ 3-19

スキ ャナ名 BT_NAM 3-19

アプ リ ケーシ ョ ン ワーク グループ
選択項目

* グループ 0 GRPSEL0 3-19

グループ 1-6 GRPSEL# 3-19

工場出荷時設定の再設定 ： すべて
のアプ リ ケーシ ョ ン ワーク グルー
プ

工場出荷時設定の再設定 ：
すべてのワーク グループ

PAPDFT& 3-20

カス タ ムデフ ォル ト の再設定 ： す
べてのアプ リ ケーシ ョ ン ワーク グ
ループ

カス タ ムデフ ォル ト 設定 ：
すべてのワーク グループ

PAPDFT 3-21

Bluetooth 接続 Bluetooth HID キーボード と の通信確立 PAPBTH 3-21

Bluetooth HID キーボード と の通信解除 PAPSPP 3-23

Bluetooth PC/ ノ ー ト 型 PC シ リ アルポー ト
と の通信確立

BT_TRM0;BT_DNG5 3-23

PDA/ ハンデ ィ ター ミ ナル用 Bluetooth 接続 BT_TRM0;BT_DNG1 3-23

Bluetooth PIN コード BT_PIN 3-23

自動再接続モード * 自動再接続モード 　 有効 BT_ACM1 3-24

自動再接続 　 無効 BT_ACM0 3-24

再接続試行 高限度回数 再接続試行 高限度回数 BT_MLA 3-25

再接続タ イ ムア ウ ト 再接続タ イ ムア ウ ト BT_RLT 3-25

ホス ト コマン ド の ACK ホス ト  ACK 　 有効 HSTACK1 3-27

* ホス ト  ACK 　 無効 HSTACK0 3-27

入力 ・ 出力設定

起動ブザー スキ ャナ、 起動ブザー無効 BEPPWR0 4-1

* スキ ャナ、 起動ブザー有効 BEPPWR1 4-1

BEL ブザー BEL ブザー 　 有効 BELBEP1 4-1

*BEL ブザー 　 無効 BELBEP0 4-1

ト リ ガーク リ ッ ク音 有効 BEPTRG1 4-2

* 無効 BEPTRG0 4-2

BEL ブザー BEL ブザー 　 有効 BELBEP1 4-1

*BEL ブザー 　 無効 BELBEP0 4-1

読み取 り 成功時ブザー 無効 BEPBEP0 4-2

* 有効 BEPBEP1 4-2

読み取 り 成功時ブザー ： 音量 無効 BEPLVL0 4-2

低 BEPLVL1 4-2

中 BEPLVL2 4-2

* 大 BEPLVL3 4-2

読み取 り 成功時ブザー ： 音程 低 (1600) ( 低 400Hz) BEPFQ11600 4-3

* 中 (2400) BEPFQ12400 4-3

高 (4200Hz) ( 大 9000Hz) BEPFQ14200 4-3

選択項目
設定
* 初期設定

シ リ アルコマン ド
# 数値入力を示す
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読み取 り 成功時ブザー ： 音程 * 低 (250) ( 小 200Hz) BEPFQ2800 4-3

* 中 (3250Hz) BEPFQ23250 4-3

高 (4200Hz) ( 大 9000Hz) BEPFQ24200 4-3

読み取 り 成功時ブザー ： 長さ * 通常 BEPBIP0 4-3

短 BEPBIP1 4-3

読み取 り 成功時 ： LED 無効 BEPLED0 4-4

* 有効 BEPLED1 4-4

エラーブザーの回数 ： *1 BEPERR3 4-4

1 - 9 BEPERR# 4-4

読み取 り 成功時ブザー ： 回数 *1 BEPRPT1 4-4

1 - 9 BEPRPT# 4-4

読み取 り 成功デ ィ レ イ * デ ィ レ イ な し DLYGRD0 4-4

短いﾃﾞｨﾚｲ (500 ミ リ 秒 ) DLYGRD500 4-4

中位のデ ィ レ イ (1000 ミ リ 秒 ) DLYGRD1000 4-4

長いデ ィ レ イ (1500 ミ リ 秒 ) DLYGRD1500 4-5

ユーザー定義の読み取 り 成功デ ィ
レ イ

0 - 30,000 ミ リ 秒 DLYGRD##### 4-5

マニュ アル ト リ ガーモード * マニュ アル ト リ ガー 　 標準 PAPHHF 4-5

LED 照明 ： マニュ アル ト リ ガー
モード

低 PWRNOL7 4-5

中 PWRNOL15 4-5

中高 PWRNOL50 4-5

* 大 PWRNOL150 4-5

シ リ アル ト リ ガーモード 読取タ イ ムア ウ ト （範囲 ： 0 ～ 300,000）
*300,000

TRGSTO###### 4-6

Presentation プレゼンテーシ ョ ンモード PAPPST 4-6

ア イ ド ル照明 ： プレゼンテーシ ョ
ンモード

低 PWRIDL7 4-6

中 PWRIDL15 4-6

* 大 PWRIDL50 4-6

プレゼンテーシ ョ ン感度 0-20 (*1) TRGPMS## 4-7

プレゼンテーシ ョ ンセン タ リ ング
ウ ィ ン ド ウ

プレゼンテーシ ョ ンセン タ リ ング 　 有効 PDCWIN1 4-8

* プレセン ターシ ョ ンセン タ リ ング 　 無効 PDCWIN0 4-8

プレゼンテーシ ョ ンセン タ リ ング ウ ィ ン ド
ウ 　 左 (*40%)

PDCLFT### 4-8

プレゼンテーシ ョ ンセン タ リ ング ウ ィ ン ド
ウ 　 右 (*60%)

PDCRGT### 4-8

プレゼンテーシ ョ ンセン タ リ ング ウ ィ ン ド
ウ 　 上 (*40%)

PDCTOP### 4-8

プレゼンテーシ ョ ンセン タ リ ング ウ ィ ン ド
ウ 　 下 (*60%)

PDCBOT### 4-8

ス タ ン ド使用時のセンサーモード * センサー 　 有効 TRGSSW1 4-8

センサー 　 無効 TRGSSW0 4-8

選択項目
設定
* 初期設定

シ リ アルコマン ド
# 数値入力を示す

ページ
10 - 11



低品質コード 低品質 1D 読取有効 DECLDI1 4-9

* 低品質 1D 読取無効 DECLDI0 4-9

低品質 PDF 読取有効 PDFXPR1 4-9

* 低品質 PDF 読取無効 PDFXPR0 4-9

CodeGate® * ス タ ン ド不使用時 　 CodeGate 無効 AOSCGD0. 4-9

ス タ ン ド不使用時 　 CodeGate 有効 AOSCGD1. 4-9

携帯端末読み取 り モード 手持ち読み取 り 　 携帯端末 PAPHHC 4-10

ハンズフ リ ータ イ ムア ウ ト 0 - 300,000 ミ リ 秒 TRGPTO###### 4-10

再読み取 り デ ィ レ イ 短 (500 ミ リ 秒 ) DLYRRD500 4-10

* 中 (750 ミ リ 秒 ) DLYRRD750 4-10

長 (1000 ミ リ 秒 ) DLYRRD1000 4-10

エ ク ス ト ラ (2000 ミ リ 秒 ) DLYRRD2000 4-10

2D 読み取 り デ ィ レ イ * ２ D 再読み取 り デ ィ レ イ無効 DLY2RR0 4-11

短 　 (1000ms) DLY2RR1000 4-11

中 　 (2000ms) DLY2RR2000 4-11

長 　 (3000ms) DLY2RR3000 4-11

エ ク ス ト ラ (4000ms) DLY2RR4000 4-11

キ ャ ラ ク タ有効化モード * 無効 HSTCEN0 4-11

有効 HSTCEN1 4-11

ア ク テ ィ ベーシ ョ ンキ ャ ラ タ HSTACH## 4-12

読み取 り 成功後の終端文字ア有効化無効 HSTCGD0 4-12

* 読み取 り 成功後の終端文字のア ク テ ィ
ベーシ ョ ン

HSTCGD1 4-12

キ ャ ラ ク タ ア ク テ ィ ベーシ ョ ンレーザータ
イ ムアウ ト （1 ～ 62525)*5000 ミ リ 秒

HSTCDT##### 4-12

キ ャ ラ ク タ無効化モード * 無効 HSTDEN0 4-13

有効 HSTDEN1 4-13

無効化キ ャ ラ ク タ HSTDCH## 4-13

ユーザー定義の再読み取 り デ ィ レ
イ

0 - 30,000 ミ リ 秒 DLYRRD##### 4-11

照明ラ イ ト * 照明 　 有効 SCNLED1 4-13

照明 　 無効 SCNLED0 4-13

エイマーデ ィ レ イ 200 ミ リ 秒 SCNDLY200 4-13

400 ミ リ 秒 SCNDLY400 4-14

* 無効 ( デ ィ レ イ な し ) SCNDLY0 4-14

ユーザー定義のエイマーデ ィ レ イ 0 - 4,000 ミ リ 秒 SCNDLY#### 4-14

エイマーモード 無効 SCNAIM0 4-14

* イ ン ターレース SCNAIM2 4-14

セン タ リ ング ウ ィ ン ド ウ セン タ リ ング 　 有効 DECWIN1 4-15

* セン タ リ ング 　 無効 DECWIN0 4-15

セン タ リ ング ウ ィ ン ド ウ 　 左 (*40%) DECLFT### 4-16

セン タ リ ング ウ ィ ン ド ウ 　 右  (*60%) DECRGT### 4-16

セン タ リ ング ウ ィ ン ド ウ 　 上 (*40%) DECTOP### 4-15

選択項目
設定
* 初期設定

シ リ アルコマン ド
# 数値入力を示す
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セン タ リ ング ウ ィ ン ド ウ 　 左  (*60%) DECBOT### 4-15

No Read 有効 SHWNRD1 4-16

* 無効 SHWNRD0 4-16

ビデオ リ バース （反転コード） 反転コード のみ 　 有効 VIDREV1 4-16

反転および標準コード VIDREV2 4-16

* 反転バーコード 　 無効 VIDREV0 4-17

ワーキングオ リ エンテーシ ョ ン * 正面 ROTATN0 4-17

垂直、 下から上 （反時計回 り に 90° 回転） ROTATN1 4-17

上下逆さ ROTATN2 4-17

垂直、 上から下 （時計回 り に 90° 回転） ROTATN3 4-17

プ リ フ ィ ク ス / サフ ィ ッ ク スの設定

すべてのシンボルに CR サフ ィ ッ ク ス を付加 VSUFCR 5-2

プ リ フ ィ ッ ク ス プ リ フ ィ ク スの追加 PREBK2## 5-2

1 つのプ リ フ ィ ク ス を削除 PRECL2 5-2

すべてのプ リ フ ィ ク ス を削除 PRECA2 5-2

サフ ィ ッ ク ス サフ ィ ッ ク スの追加 SUFBK2## 5-3

1 つのサフ ィ ッ ク ス を削除 SUFCL2 5-3

すべてのサフ ィ ッ ク ス を削除 SUFCA2 5-3

フ ァ ン ク シ ョ ン コード送信 * 有効 RMVFNC0 5-3

無効 RMVFNC1 5-3

キ ャ ラ ク タ間デ ィ レ イ （間隔） 0 - 1000 ミ リ 秒 (5 ミ リ 秒ご と の設定） DLYCHR## 5-3

ユーザー定義 
キ ャ ラ ク タ間デ ィ レ イ （間隔）

デ ィ レ イ長
0 - 1000 ミ リ 秒 (5 ミ リ 秒ご と の設定 )

DLYCRX## 5-4

ユーザー定義のキ ャ ラ ク タ間デ ィ レ イ DLY_XX## 5-4

フ ァ ン ク シ ョ ン間デ ィ レ イ 0 - 1000 ミ リ 秒 (5 ミ リ 秒ご と の設定 ) DLYFNC## 5-4

メ ッ セージ間デ ィ レ イ 0 - 1000 ミ リ 秒 (5 ミ リ 秒ご と の設定） DLYMSG## 5-5

データ フ ォーマ ッ ターの設定

データ フ ォーマ ッ ト エデ ィ タ * データ フ ォーマ ッ ト の初期化 （な し） DFMDF3 6-1

データ フ ォーマ ッ ト の入力 DFMBK3## 6-2

1 つのデータ フ ォーマ ッ ト の削除 DFMCL3 6-2

すべてのデータ フ ォーマ ッ ト の削除 DFMCA3 6-2

データ フ ォーマ ッ ト データ フ ォーマ ッ タ 　 無効 DFM_EN0 6-9

* データ フ ォーマ ッ タ 　 有効、
要求し ない、 
プ リ フ ィ ク ス / サフ ィ ッ ク ス あ り

DFM_EN1 6-9

データ フ ォーマ ッ ト 要求する、
プ リ フ ィ ク ス / サフ ィ ッ ク ス あ り

DFM_EN2 6-9

基準 ・ 代用データ フ ォーマ ッ ト 基準データ フ ォーマ ッ ト の使用 ALTFNM0 6-9

データ フ ォーマ ッ ト  1 ALTFNM1 6-9

データ フ ォーマ ッ ト  2 ALTFNM2 6-10

データ フ ォーマ ッ ト  3 ALTFNM3 6-10

選択項目
設定
* 初期設定

シ リ アルコマン ド
# 数値入力を示す
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シンボル

すべてのシンボル すべてのシンボル 　 無効 ALLENA0 7-1

すべてのシンボル 　 読み取 り 許可 ALLENA1 7-1

Codabar すべての設定を初期化 
設定

CBRDFT 7-2

無効 CBRENA0 7-2

* 有効 CBRENA1 7-2

Codabar ス ター ト / ス ト ッ プキ ャ ラ
ク タ

* 送信し ない CBRSSX0 7-2

送信する CBRSSX1 7-2

Codabar チェ ッ ク キ ャ ラ ク タ * チェ ッ ク キ ャ ラ ク タ な し CBRCK20 7-3

振動、 送信し ない CBRCK21 7-3

有効、 送信する CBRCK22 7-3

Codabar の連結 * 無効 CBRCCT0 7-3

有効 CBRCCT1 7-3

要求する CBRCCT2 7-3

Codabar 読み取 り 桁数 小読み取 り 桁数 (2 - 60)  *4 CBRMIN## 7-3

大読み取 り 桁数 (2 - 60)  * 60 CBRMAX## 7-4

Code 39 すべての設定を初期化 
設定

C39DFT 7-4

無効 C39ENA0 7-4

* 有効 C39ENA1 7-4

Code 39 Start/Stop Char. * 送信し ない C39SSX0 7-4

送信する C39SSX1 7-4

Code 39 Check Char. * チェ ッ ク キ ャ ラ ク タ な し C39CK20 7-4

有効、 送信し ない 
し ない

C39CK21 7-5

有効、 
送信する

C39CK22 7-5

Code 39 読み取 り 桁数 小読み取 り 桁数 (0 - 48)  *0 C39MIN## 7-5

大読み取 り 桁数 (0 - 48)  * 48 C39MAX## 7-5

Code 39 の連結 * 無効 C39APP0 7-5

有効 C39APP1 7-5

Code 32 Pharmaceutical (PARAF) * 無効 C39B320 7-5

有効 C39B321 7-5

Code 39 Full ASCII * 無効 C39ASC0 7-6

有効 C39ASC1 7-6

Code 39 コードページ C39DCP 7-6

Interleaved 2 of 5 すべての設定を初期化
2 of 5 設定

I25DFT 7-7

無効 I25ENA0 7-7

* 有効 I25ENA1 7-7

選択項目
設定
* 初期設定

シ リ アルコマン ド
# 数値入力を示す
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Interleaved 2 of 5 チェ ッ クデジ ッ ト * チェ ッ ク キ ャ ラ ク タ な し I25CK20 7-7

有効、 送信し ない 
し ない

I25CK21 7-7

有効、 送信する I25CK22 7-7

Interleaved 2 of 5 読み取 り 桁数 小読み取 り 桁数 (2 - 80)  *4 I25MIN## 7-7

大読み取 り 桁数 (2 - 80)  * 80 I25MAX## 7-8

NEC 2 of 5 すべての設定を初期化
2 of 5 設定

N25DFT 7-8

無効 N25ENA0 7-8

* 有効 N25ENA1 7-8

NEC 2 of 5 チェ ッ クデジ ッ ト * チェ ッ ク キ ャ ラ ク タ な し N25CK20 7-8

有効、 送信し ない 
し ない

N25CK21 7-8

有効、 送信する N25CK22 7-8

NEC 2 of 5 　 読み取 り 桁数 小読み取 り 桁数 (2 - 80)  *4 N25MIN## 7-9

大読み取 り 桁数 (2 - 80)  * 80 N25MAX## 7-9

Code 93 すべての設定を初期化 
設定

C93DFT 7-9

無効 C93ENA0 7-9

* 有効 C93ENA1 7-11

Code 93 読み取 り 桁数 小読み取 り 桁数 (0 - 80)  *0 C93MIN## 7-9

大読み取 り 桁数 (0 - 80)  * 80 C93MAX## 7-9

Code 93 の連結 有効 C93APP1 7-10

* 無効 C93APP0 7-10

Code 93 コードページ Code 93 コードページ C93DCP 7-10

Straight 2 of 5 Industrial （3 バース
ター ト / ス ト ッ プ）

すべての設定を初期化 R25DFT 7-11

* 無効 R25ENA0 7-11

有効 R25ENA1 7-11

Straight 2 of 5 Industrial 読み取 り 桁
数

小読み取 り 桁数 (1 - 48)  *4 R25MIN## 7-11

大読み取 り 桁数 (1 - 48)  * 48 R25MAX## 7-11

Straight  2 of 5 IATA すべての設定を初期化
設定

A25DFT 7-12

Straight  2 of 5 IATA （2 バース ター
ト / ス ト ッ プ）

* 無効 A25ENA0 7-12

有効 A25ENA1 7-12

Straight 2 of 5 IATA 読み取 り 桁数 小読み取 り 桁数 (1 - 48)  *4 A25MIN## 7-12

大読み取 り 桁数 (1 - 48)  * 48 A25MAX## 7-12

Matrix 2 of 5 すべての設定を初期化
設定

X25DFT 7-13

* 無効 X25ENA0 7-13

選択項目
設定
* 初期設定

シ リ アルコマン ド
# 数値入力を示す
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有効 X25ENA1 7-13

Matrix 2 of 5 読み取 り 桁数 小読み取 り 桁数 (1 - 80)  *4 X25MIN## 7-13

大読み取 り 桁数 (1 - 80)  * 80 X25MAX## 7-13

Code 11 すべての設定を初期化 
設定

C11DFT 7-14

* 無効 C11ENA0 7-14

有効 C11ENA1 7-14

Code 11 チェ ッ クデジ ッ ト の要求 1 チェ ッ クデジ ッ ト C11CK20 7-14

*2 チェ ッ クデジ ッ ト C11CK21 7-14

Code 11 読み取 り 桁数 小読み取 り 桁数 (1 - 80)  *4 C11MIN## 7-14

大読み取 り 桁数 (1 - 80)  * 80 C11MAX## 7-14

Code 128 すべての設定を初期化
設定

128DFT 7-15

無効 128ENA0 7-15

* 有効 128ENA1 7-15

ISBT の連結 * 無効 ISBENA0 7-15

有効 ISBENA1 7-15

Code 128 読み取 り 桁数 小読み取 り 桁数 (0 - 80)  *0 128MIN## 7-15

大読み取 り 桁数 (0 - 80)  * 80 128MAX## 7-15

Code 128 の連結 * 有効 128APP1 7-15

無効 128APP0 7-16

Code 128 コードページ Code 128  コードページ (*2) 128DCP## 7-16

GS1-128 すべての設定を初期化 GS1DFT 7-17

* 有効 GS1ENA1 7-17

無効 GS1ENA0 7-17

GS1-128 　 読み取 り 桁数 小読み取 り 桁数 (1 - 80)  *1 GS1MIN## 7-17

大読み取 り 桁数 (0 - 80)  * 80 GS1MAX## 7-17

UPC-A すべての設定を初期化 
UPC-A 設定

UPADFT 7-17

無効 UPAENA0 7-18

* 有効 UPAENA1 7-18

UPC-A チェ ッ クデジ ッ ト 無効 UPACKX0 7-17

* 有効 UPACKX1 7-18

UPC-A システム番号 無効 UPANSX0 7-18

* 有効 UPANSX1 7-18

UPC-A 2 桁のア ド オン * 無効 UPAAD20 7-18

有効 UPAAD21 7-18

UPC-A 5 桁のア ド オン * 無効 UPAAD50 7-18

有効 UPAAD51 7-18

UPC-A ア ド オンの要求 * 要求し ない UPAARQ0 7-19

要求する UPAARQ1 7-19

UPC-A 　 ア ド オン 
セパレータ

無効 UPAADS0 7-19

* 有効 UPAADS1 7-19

選択項目
設定
* 初期設定

シ リ アルコマン ド
# 数値入力を示す
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拡張クーポン コード付き UPC-A/
EAN-13

* 無効 CPNENA0 7-19

連結許可 CPNENA1 7-19

連結必須 CPNENA2 7-19

クーポン GS1 データバー 出力 * GS1 出力 　 無効 CPNGS10 7-20

GS1 データバーのみ出力 　 有効 CPNGS11 7-20

UPC-E0 すべての設定を初期化
設定

UPEDFT 7-20

無効 UPEEN00 7-20

* 有効 UPEEN01 7-20

UPC-E0 拡張 * 無効 UPEEXP0 7-20

有効 UPEEXP1 7-20

UPC-E0 ア ド オンの要求 要求する UPEARQ1 7-21

* 要求し ない UPEARQ0 7-21

UPC-E0 ア ド オンセパレータ * 有効 UPEADS1 7-21

無効 UPEADS0 7-21

UPC-E0 チェ ッ クデジ ッ ト 無効 UPECKX0 7-21

* 有効 UPECKX1 7-21

UPC-E0 Number System 無効 UPENSX0 7-22

* 有効 UPENSX1 7-21

UPC-E0 ア ド オン 2 桁のア ド オン 　 有効 UPEAD21 7-22

* 2 桁のア ド オン 　 無効 UPEAD20 7-22

5 桁のア ド オン 　 有効 UPEAD51 7-22

* 5 桁のア ド オン 　 無効 UPEAD50 7-22

UPC-E1 * 無効 UPEEN10 7-22

有効 UPEEN11 7-22

EAN/JAN-13 すべての設定を初期化
JAN 設定

E13DFT 7-23

無効 E13ENA0 7-23

* 有効 E13ENA1 7-23

EAN/JAN-13 チェ ッ クデジ ッ ト 無効 E13CKX0 7-23

* 有効 E13CKX1 7-23

EAN/JAN-132 桁のア ド オン 2 桁のア ド オン 　 有効 E13AD21 7-24

* 2 桁のア ド オン 　 無効 E13AD20 7-24

5 桁のア ド オン 　 有効 E13AD51 7-24

* 5 桁のア ド オン 　 無効 E13AD50 7-24

EAN/JAN-13 ア ド オンの要求 * 要求し ない E13ARQ0 7-24

要求する E13ARQ1 7-24

EAN/JAN-13 ア ド オン 
セパレータ

無効 E13ADS0 7-24

* 有効 E13ADS1 7-24

ISBN 変換 * 無効 E13ISB0 7-25

有効 E13ISB1 7-25

EAN/JAN-8 すべての設定を初期化
JAN 8 設定

EA8DFT 7-25

選択項目
設定
* 初期設定

シ リ アルコマン ド
# 数値入力を示す
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無効 EA8ENA0 7-25

* 有効 EA8ENA1 7-25

EAN/JAN-8 チェ ッ クデジ ッ ト 無効 EA8CKX0 7-25

* 有効 EA8CKX1 7-25

EAN/JAN-8 ア ド オン * 2 桁のア ド オン 　 無効 EA8AD20 7-26

2 桁のア ド オン 　 有効 EA8AD21 7-26

* 5 桁のア ド オン 　 無効 EA8AD50 7-26

5 桁のア ド オン 　 有効 EA8AD51 7-26

EAN/JAN-8 ア ド オンの要求 * 要求し ない EA8ARQ0 7-26

要求する EA8ARQ1 7-26

EAN/JAN-8 ア ド オン 
セパレータ

無効 EA8ADS0 7-26

* 有効 EA8ADS1 7-26

MSI すべての設定を初期化 MSIDFT 7-27

* 無効 MSIENA0 7-27

有効 MSIENA1 7-27

MSI チェ ッ ク キ ャ ラ ク タ * タ イプ 10 有効、 送信し ない MSICHK0 7-27

タ イプ 10 有効、 
送信する

MSICHK1 7-27

タ イプ 10 有効、 2 キ ャ ラ ク タ、 送信し ない MSICHK2 7-27

タ イプ 10 有効、 2 キ ャ ラ ク タ、 送信する MSICHK3 7-27

タ イプ 11、 そし て タ イプ 10 有効、 送信し
ない

MSICHK4 7-27

タ イプ 11、 そし て タ イプ 10 有効、 送信す
る

MSICHK5 7-28

MSI チェ ッ ク キ ャ ラ ク タ無効 MSICHK6 7-28

MSI 読み取 り 桁数 小読み取 り 桁数 (4 - 48) *4 MSIMIN## 7-28

大読み取 り 桁数 (4 - 48) *48 MSIMAX## 7-28

GS1 データバー標準型 すべての設定を初期化 
GS1 データバー標準型設定

RSSDFT 7-29

無効 RSSENA0 7-29

* 有効 RSSENA1 7-29

GS1 データバー限定型 すべての設定を初期化 RSLDFT 7-29

無効 RSLENA0 7-29

* 有効 RSLENA1 7-29

GS1 DataBar 拡張型 すべての設定を初期化 
拡張設定

RSEDFT 7-30

無効 RSEENA0 7-30

* 有効 RSEENA1 7-30

GS1 データバー 　 拡張型 　 読み取 り
桁数長

小読み取 り 桁数 (4 - 74) *4 RSEMIN## 7-30

大読み取 り 桁数 (4 - 74) *74 RSEMAX## 7-30

選択項目
設定
* 初期設定

シ リ アルコマン ド
# 数値入力を示す
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Codablock A すべての設定を初期化 CBADFT 7-30

* 無効 CBAENA0 7-30

有効 CBAENA1 7-30

Codablock A 読み取 り 桁数長 小読み取 り 桁数 (1 - 600) *1 CBAMIN### 7-31

大読み取 り 桁数 (1 - 600) *600 CBAMAX### 7-31

Codablock F すべての設定を初期化 CBFDFT 7-31

* 無効 CBFENA0 7-31

有効 CBFENA1 7-31

Codablock F 読み取 り 桁数長 小読み取 り 桁数 (1 - 2048) *1 CBFMIN#### 7-31

大読み取 り 桁数 (1 - 2048) *2048 CBFMAX#### 7-31

PDF417 すべての設定を初期化 PDFDFT 7-32

* 有効 PDFENA1 7-32

無効 PDFENA0 7-32

MicroPDF417 読み取 り 桁数長 小読み取 り 桁数 (1-2750) *1 PDFMIN#### 7-32

大読み取 り 桁数 (1-2750) *2750 PDFMAX#### 7-32

MacroPDF417 * 有効 PDFMAC1 7-32

無効 PDFMAC0 7-32

MicroPDF417 すべての設定を初期化 MPDDFT 7-33

有効 MPDENA1 7-33

* 無効 MPDENA0 7-33

MicroPDF417 読み取 り 桁数長 小読み取 り 桁数 (1-366) *1 MPDMIN### 7-33

大読み取 り 桁数 (1-366) *366 MPDMAX### 7-33

GS1 コ ンポジ ッ ト シンボル 有効 COMENA1 7-33

* 無効 COMENA0 7-33

UPC/EAN バージ ョ ン 有効 COMUPC1 7-34

* 無効 COMUPC0 7-34

GS1 コ ンポジ ッ ト シンボル 読み取
り 桁数長

小読み取 り 桁数 (1-2435) *1 COMMIN#### 7-34

大読み取 り 桁数 (1-2435) *2435 COMMAX#### 7-34

GS1 エ ミ ュ レーシ ョ ン GS1-128 エ ミ ュ レーシ ョ ン EANEMU1 7-34

GS1 データバーエ ミ ュ レーシ ョ ン EANEMU2 7-35

GS1 コード拡張 　 無効 EANEMU3 7-35

EAN8 から EAN13 へ転換 EANEMU4 7-35

* GS1 エ ミ ュ レーシ ョ ン 　 無効 EANEMU0 7-35

TCIF Linked Code 39 （TLC39） 有効 T39ENA1 7-35

* 無効 T39ENA0 7-35

QR コード すべての設定を初期化 QRCDFT 7-40

* 有効 QRCENA1 7-35

無効 QRCENA0 7-35

QR コード 読み取 り 桁数長 小読み取 り 桁数 (1-7089) *1 QRCMIN#### 7-36

大読み取 り 桁数 (1-7089) *7089 QRCMAX#### 7-36

選択項目
設定
* 初期設定

シ リ アルコマン ド
# 数値入力を示す
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QR コード 　 連結機能 * 有効 QRCAPP1 7-36

無効 QRCAPP0 7-36

QR コードページ QR コード 　 コードページ (*3) QRCDCP## 7-36

Data Matrix すべての設定を初期化 IDMDFT 7-37

* 有効 IDMENA1 7-37

無効 IDMENA0 7-37

Data Matrix 読み取 り 桁数長 小読み取 り 桁数 (1-3116) *1 IDMMIN#### 7-37

大読み取 り 桁数 (1-3116) *3116 IDMMAX#### 7-37

Data Matrix 　 連結機能 * 有効 IDMAPP1 7-37

無効 IDMAPP0 7-37

Data Matrix 　 コードページ Data Matrix 　 コードページ (*51) IDMDCP## 7-38

MaxiCode すべての設定を初期化 MAXDFT 7-38

有効 MAXENA1 7-38

* 無効 MAXENA0 7-38

MaxiCode 読み取 り 桁数長 小読み取 り 桁数 (1-150) *1 MAXMIN### 7-38

大読み取 り 桁数 (1-150) *150 MAXMAX### 7-38

Aztec コード すべての設定を初期化 AZTDFT 7-39

* 有効 AZTENA1 7-39

無効 AZTENA0 7-39

Aztec コード 読み取 り 桁数長 小読み取 り 桁数 (1-3832) *1 AZTMIN#### 7-39

大読み取 り 桁数 (1-3832) *3832 AZTMAX#### 7-39

Aztec 　 連結機能 有効 AZTAPP1 7-39

* 無効 AZTAPP0 7-39

Aztec 　 コードページ Aztec 　 コードページ (*51) AZTDCP## 7-40

中国〒漢信 （Han Xin） コード すべての設定を初期化 HX_DFT 7-40

有効 HX_ENA1 7-40

* 無効 HX_ENA0 7-40

中国郵便コード （漢信コード） 読
み取 り 桁数長

小読み取 り 桁数 (1-7833) *1 HX_MIN#### 7-40

大読み取 り 桁数 (1-7833) *7833 HX_MAX#### 7-40

1 次元郵便コード

中国郵便コード ( 香港 2 of 5) すべての設定を初期化 CPCDFT 7-45

* 無効 CPCENA0 7-45

有効 CPCENA1 7-45

中国郵便コード ( 香港 2 of 5) 読み取
り 桁数長

小読み取 り 桁数 (2 - 80) *4 CPCMIN## 7-45

大読み取 り 桁数 (2 - 80) *80 CPCMAX## 7-46

韓国郵便コード すべての設定を初期化 KPCDFT 7-46

* 無効 KPCENA0 7-46

有効 KPCENA1 7-46

選択項目
設定
* 初期設定

シ リ アルコマン ド
# 数値入力を示す
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韓国郵便コード 読み取 り 桁数長 小読み取 り 桁数 (2 - 80) *4 KPCMIN## 7-46

大読み取 り 桁数 (2 - 80) *48 KPCMAX## 7-46

韓国郵便コード 　 チェ ッ クデジ ッ
ト

送信チェ ッ クデジ ッ ト KPCCHK1 7-46

* チェ ッ クデジ ッ ト を送信し ない KPCCHK0 7-46

2 次元郵便コード

2 次元郵便コード （単独） * 無効 POSTAL0 7-46

2 次元郵便コード （単独） オース ト ラ リ ア郵便 　 有効 POSTAL1 7-41

英国郵便 　 有効 POSTAL7 7-41

カナダ郵便 　 有効 POSTAL30 7-41

Intelligent Mail バーコード 　 有効 POSTAL10 7-41

日本郵便 　 有効 POSTAL3 7-41

KIX 　 有効 POSTAL4 7-41

Planet コード 　 有効 POSTAL5 7-41

Postal-4i 　 有効 POSTAL9 7-41

Postnet コード 　 有効 POSTAL6 7-42

Postnet B および B’ フ ィ ール ドつき 有効 POSTAL11 7-42

Info Mail 　 有効 POSTAL2 7-42

2 次元郵便コード （組み合わせ） Infomail および英国郵便 　 有効 POSTAL8 7-42

イ ンテ リ ジェ ン ト メ ールバーコード および 
Postnet B および B' フ ィ ール ドつき 　 有効

POSTAL20 7-42

Postnet および Postal- 4i 有効 POSTAL14 7-42

Postnet および イ ンテ リ ジェ ン ト メ ール
バーコード 　 有効

POSTAL16 7-42

Postal-4i および イ ンテ リ ジェ ン ト メ ール
バーコード 　 有効

POSTAL17 7-42

Postal-4i および Postnet B および B' フ ィ ー
ル ドつき 　 有効

POSTAL19 7-42

Planet および Postnet 　 有効 POSTAL12 7-42

Planet および Postnet B および B' フ ィ ール
ドつき 　 有効

POSTAL18 7-43

Planet および Postal-4i 　 有効 POSTAL13 7-43

Planet および イ ンテ リ ジェ ン ト メ ールバー
コード 　 有効

POSTAL15 7-43

Planet, Postnet, および Postal-4i 　 有効 POSTAL21 7-43

Planet, Postnet, および イ ンテ リ ジェ ン ト
メ ールバーコード 　 有効

POSTAL22 7-43

Planet, Postal-4i, およびイ ンテ リ ジェ ン ト
メ ールバーコード 　 有効

POSTAL23 7-43

Postnet, Postal-4i, およびイ ンテ リ ジェ ン ト
メ ールバーコード 　 有効

POSTAL24 7-43

Planet, Postal-4i, Postnet B および B' フ ィ ー
ル ドつき 　 有効

POSTAL25 7-43

Planet, イ ンテ リ ジェ ン ト メ ールバーコード
, Postnet B および B'  フ ィ ール ドつき 　 有
効

POSTAL26 7-43

選択項目
設定
* 初期設定

シ リ アルコマン ド
# 数値入力を示す
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 Postal-4i, イ ンテ リ ジェ ン ト メ ールバー
コード , Postnet B および B' フ ィ ール ドつ
き 　 有効

POSTAL27 7-43

Planet, Postal-4i, イ ンテ リ ジェ ン ト メ ール
バーコード , Postnet 　 有効

POSTAL28 7-44

Planet, Postal-4i, イ ンテ リ ジェ ン ト メ ール
バーコード , Postnet B および B' フ ィ ール
ドつき 　 有効

POSTAL29 7-44

Planet Code チェ ッ クデジ ッ ト 送信する PLNCKX1 7-44

送信し ない PLNCKX0 7-44

Postnet チェ ッ クデジ ッ ト 送信する NETCKX1 7-44

* 送信し ない NETCKX0 7-44

オース ト ラ リ ア郵便 バー出力 AUSINT0 7-45

数字 N テーブル AUSINT1 7-45

英数字 C テーブル AUSINT2 7-45

N および C の組み合わせ AUSINT3 7-45

ユーテ ィ リ テ ィ

コード ID の追加すべての体系へテス ト コード ID を追加 PRECA2,BK2995C80! 9-1

デコーダーの改訂情報を表示 REV_DR 9-1

ド ラ イバの改訂情報を表示 REV_SD 9-1

ソ フ ト ウ ェ アの改訂情報を表示 REVINF 9-1

データ フ ォーマ ッ ト の表示 DFMBK3? 9-1

初期設定の再設定 カス タ ムデフ ォル ト の削除 DEFOVR 9-3

デフ ォル ト の有効化 DEFALT 9-3

選択項目
設定
* 初期設定

シ リ アルコマン ド
# 数値入力を示す

ページ
10 - 22
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製品仕様
Voyager 1450g スキ ャナ製品仕様

パラ メ ータ 仕様

機械仕様

高さ 82mm （3.23 イ ンチ）

長さ 62mm （2.45 イ ンチ）

幅 169mm （6.65 イ ンチ）

重量 130g (4.6 oz)

電気仕様

入力電圧 4.0 - 5.5VDC

動作電源 2W (400mA @ 5VDC)

ス タ ンバイ電源 .45W  (90mA @ 5VDC)

照明 LED 白色発光

エイ ミ ング 624nm ピーク波長

環境仕様

動作温度 0 ℃～ 40 ℃

保管温度 -20 ℃～ 60 ℃

湿度 5 – 95% （結露無き こ と ）

落下 1.5m から コ ン ク リ ー ト へ 30 回落下後動作

保護等級 IP40

ラ イ ト レベル 0 ～ 100,000 ルク ス (9,290 foot-candles)

耐静電気 15kV 直接空気、 8kV 間接的結合面

画像

イ メ ージサイ ズ 640 x 480 ピ ク セル

読取性能

ピ ッチ、 スキ ュー +60°、 +70°

移動読み取 り

   プレゼンテーシ ョ ンモード 10cm/ 秒 （0.331mm UPC バーコード読み取 り 時）

印字コ ン ト ラ ス ト 35%

分解能

標準性能
0.127mm 　 Code39 45 - 107mm (1.8 - 4.2 in.)

0.331mm 　 UPC-A 37 - 260mm (1.4 - 10.2 in.)

0.508mm 　 Code 39 42 - 360mm (1.6 - 14.2 in.)

0.171mm 　 PDF417 42 - 107mm (1.6 - 4.2 in.)

0..254mm 　 Data Matrix 42 - 107mm (1.6 - 4.2 in.)

0.508mm QR コード 32 - 210mm (1.2 - 8.3 in.) 

保証性能
0.127mm 　 Code39 57 - 102mm (2.2 - 4.0 in.)

0.331mm 　 UPC-A 41 - 207mm (1.6 - 8.1 in.)

0.508mm 　 Code 39 45 - 300mm (1.8 - 11.8 in.)

0.171mm 　 PDF417 45 - 100mm (1.8 - 3.9 in.)

0..254mm 　 Data Matrix 50 - 98mm (2.0 - 3.8 in.)

0.508mm QR コード 35 - 190mm (1.4 - 7.5 in.) 
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Voyager 1452g コード レ ス スキ ャナ製品仕様

パラ メ ータ 仕様

機械仕様

高さ 17.3cm （6.8 イ ンチ）

長さ 8.2cm （3.2 イ ンチ）

幅 6.2cm （2.5 イ ンチ）

重量 210g (7.3 oz)

電気仕様

バッ テ リ

リ チウ ム イオン 2400 mAH リ チウ ム イオン

   読み取 り 回数 1 回の完全充電で 4 万回

   想定動作時間 14

   想定充電時間 4.5 時間

照明 LED 白色発光

エイ ミ ング 624nm ピーク波長

無線

周波数 2.4 – 2.5 GHz (ISM バン ド ) 　 FH 方式 　 Bluetooth V2.1

範囲 10m （標準）

データ レー ト 1MBps まで

環境仕様

動作温度 5 ℃～ 40 ℃

保存温度 ※ 　 バッ テ リ あ り
-20 ℃～ 35 ℃で 90 日

-20 ℃～ 20 ℃で １ 年

湿度 0 – 95% （結露無き こ と）

落下 1.5 m から コ ン ク リ ー ト へ 30 回落下後動作

保護等級 IP42

耐振動 5 ～ 300Hz で 大 5G に耐える こ と

耐静電気 12kV 直接空気、 8kV 間接的結合面

画像

イ メ ージサイ ズ 640 x 480 ピ ク セル

読取性能

ピ ッ チ、 スキ ュー +60°、 +70°

移動読み取 り

   プレゼンテーシ ョ ンモード 10cm/ 秒 （0.331mm UPC バーコード読み取 り 時）

印字コ ン ト ラ ス ト 35%

分解能

標準性能
0.127mm 　 Code39 45 - 107mm (1.8 - 4.2 in.)

0.331mm 　 UPC 37 - 260mm (1.4 - 10.2 in.)

0.508mm 　 Code 39 42 - 360mm (1.6 - 14.2 in.)

0.171mm 　 PDF417 42 - 107mm (1.6 - 4.2 in.)

0..254mm 　 Data Matrix 42 - 107mm (1.6 - 4.2 in.)

0.508mm QR コード 32 - 210mm (1.2 - 8.3 in.) 

保証性能
0.127mm 　 Code39 57 - 102mm (2.2 - 4.0 in.)

0.331mm 　 UPC-A 41 - 207mm (1.6 - 8.1 in.)
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※ 　 保存温度範囲外の温度で保存し た場合、 バッ テ リ ーの寿命に有害な影響を も た らす可能性があ り ます。

CCB01-010BT チャージ ャーベース製品仕様

0.508mm 　 Code 39 45 - 300mm (1.8 - 11.8 in.)

0.171mm 　 PDF417 45 - 100mm (1.8 - 3.9 in.)

0..254mm 　 Data Matrix 50 - 98mm (2.0 - 3.8 in.)

0.508mm QR コード 35 - 190mm (1.4 - 7.5 in.) 

パラ メ ータ 仕様

外形寸法 （代表値）

高さ 8.13cm （3.2 イ ンチ）

長さ 13.18cm （3.2 イ ンチ）

幅 10.11cm （3.2 イ ンチ）

重量 6.3 oz (179g)

電圧 4.5 – 5.5V

電流引き込み

ホス ト ター ミ ナルポー ト 500mA

AUX （補助） 電力ポー ト 1A

充電時間 5 時間

無線

周波数 2.4 – 2.5 GHz (ISM バン ド ) 　 FH 方式 　 Bluetooth V2.1

範囲 10m （標準）

データ レー ト 1MBps まで

温度範囲

動作時 0 ℃ ～ 50 ℃

充電中 5 ℃～ +40 ℃

保存時 -40 ℃ ～ +70 ℃

湿度 0 – 95% （結露無き こ と）

耐落下
1m （3.28 フ ィ ー ト ） から コ ン ク リ ー ト 面に 50 回落下 

し て動作する こ と

耐振動 22 – 300Hz 5G ピークに耐え る こ と

耐静電気
直接空気の場合、 15kV

間接的結合面の場合、 8kV

防塵 ・ 防滴シール ド IP41

パラ メ ータ 仕様
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標準ケーブルピン配列

Note: ピン配列 は ハネウ ェルのレガシー製品と互換性があ り ません。 不適切なピン配列のケーブルの使用は機器に損傷を与
え る可能性があ り ます。 メ ーカー提供のものではないケーブルの使用によ る損傷は保証対象と な り ません。 

キーボード ウ ェ ッ ジ

10 ピンの RJ41 モジ ュ ラープラ グ

シ リ アル出力

10 ピンの RJ41 モジ ュ ラープラ グ 

USB

10 ピンのモジ ュ ラープラ グ

1. ケーブルシール ド
2. ケーブルセレ ク ト
3. 電源グ ラ ウ ン ド
4. ター ミ ナルデータ
5. ター ミ ナルク ロ ッ ク
6. キーボード ク ロ ッ ク
7. 電源接続 　 +5V
8. キーボードデータ
9
10

1. ケーブルシール ド
2. ケーブルセレ ク ト
3. 電源グ ラ ウ ン ド
4. 送信データ
5. 　 　 データ受信 - スキ ャナへのシ リ アルデータ
6 CTS
7. 電源接続 　 +5V
8 RTS
9
10

1. ケーブルシール ド
2. ケーブルセレ ク ト
3. 電源グ ラ ウ ン ド
4
5
6
7. 電源接続 　 +5V
8
9. 　 　 データ +
10. 　 　 データ -
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RS485 ア ウ ト プ ッ ト

10 ピンの RJ41 モジ ュ ラープラ グ

Note: RS485 信号変換はケーブルで行われます。 

1. ケーブルシール ド
2. ケーブルセレ ク ト
3. 電源グ ラ ウ ン ド
4. 送信データ
5. 　 　 データ受信 - スキ ャナへのシ リ アルデータ
6
7. 電源接続 　 +5V
8. 送信有効
9
10
11 - 5



必要な安全ラベル

品番、 シ リ ア
ルナンバー、
レーザーラベル、
および改訂情報
の位置

レーザー光安全
情報

??????

Voyager 1450g/1452g スキ ャナ
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CCB01-010BT ベース

品番、
シ リ アル
ナンバー、 およ
び改訂情報の
位置

適合ラベルの
位置
11 - 7
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保守
修理

修理、 ア ッ プグレード はこの製品に付属し てお り ません。 これらのサービ スは、 かな らず正規のサービ スセン ターで受けて
く ださい （(see カス タマーサポー ト  on page 13-1) の 『テ ク ニカルサポー ト 』 を参照）。

保守

本機器は、 低限の手入れで確実で効率的な動作を提供し ます。 特別な保守は不要ですが、 以下の定期点検によ って信頼性
の高いスキ ャナの動作を確保でき ます。

機器の清掃

スキ ャナのウ ィ ン ド ウの汚れが、 スキ ャナの読み取 り 性能を低下させる原因になる場合があ り ます。 汚れが目立った り 、
十分に動作し ない場合は、 柔らかい布やレ ンズ用テ ィ ッ シュ を水 （または水で薄めた中性洗剤） で軽 く 濡ら し て窓を拭
いて く ださい。 洗剤を使用する場合は、 水だけで濡ら し たきれいなレ ンズ用テ ィ ッ シュで拭き取って く ださい。

スキ ャナ とベースのハウ ジング も同様に清掃でき ます。

ケーブル と コネ ク タの点検

傷みやその他損傷の痕跡が無いかイ ン ターフ ェースケーブル と コネ ク タ を点検し て く ださい。 ケーブルがひど く 傷んで
いた り コネ ク タが損傷し ている と、 スキ ャナの動作を妨げる こ と があ り ます。 ケーブル交換については、 お買い求めい
ただいた販売店にお問い合わせ く ださい。 ケーブルの交換手順は page 12-1 に記載されています。

スキ ャナのイ ン ターフ ェースケーブルの交換

標準のイ ン ターフ ェースケーブルが 10 ピンのモジュ ラ コネ ク タ と と もに付属し ています。 適切に設置された場合、 コネ ク タ
はフ レキシブル リ テンシ ョ ン タブによ ってスキ ャナのハン ド ルに収ま り ます。 イ ン ターフ ェースケーブルは現場で交換でき
る よ う に設計されています。

• 交換用ケーブルはハネウ ェル社も し く は正規の販売店よ り お求め く ださい。
• 交換用ケーブルご注文の際は、 元々のイ ン ターフ ェースケーブルのケーブル部品番号をご指定 く ださい。

スキ ャナを水に浸けないで く だ さい。 スキ ャナのハウ ジング
に耐水性はあ り ません。 

研磨剤入 り の布やテ ィ ッ シ ュ を使用し ないで く だ さい。 ウ ィ
ン ド ウ を傷つける こ と があ り ます。 ハウ ジングやウ ィ ン ド ウ
には溶剤 （アルコールやアセ ト ンなど） を絶対に使用し ない

で く だ さい。

! 注意：
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コード付き スキ ャナのイ ン ターフ ェースケーブルの交換
1. ホス ト システムの電源を無効にし ます。

2. スキ ャナのケーブルを ター ミ ナルまたはコ ンピ ュータから外し ます。

3. スキ ャナのハン ド ルの裏側にあ る小さ な穴を確認し ます。 これがケーブル リ リ ースです。

4. ペーパーク リ ッ プの片方の先端を ま っすぐにし ます。

5. 真っ直ぐにし たペーパーク リ ッ プの先端を小さ な穴に差し込んで押し ます。 これが リ テン
シ ョ ン タブを押し、 コネ ク タのロ ッ ク が解除されます。 ペーパーク リ ッ プを押し たま ま コネ
ク タ を引き抜き、 その後ク リ ッ プをはずし ます。

6. 新しいケーブル と交換し ます。  
コネ ク タ を穴に差し込んで確実に押し ます。 コネ ク タには、 一方向だけに入る よ う にキーが
付いています。 所定の位置でカチッ と音がし ます。

コード レ スシステムのケーブルおよびバッ テ リ ーの交換

ベースユニ ッ ト のイ ン ターフ ェースケーブルの交換
1. ホス ト システムの電源を無効にし ます。

2. ベースユニ ッ ト のケーブルをホス ト デバイ スから外し て く ださい。

3. ベースユニ ッ ト を裏返しにし て く ださい。

4. ケーブルコネ ク タの リ リ ース ク リ ッ プを押し ながら、 ケーブルをゆっ く り と引き抜いて く ださい。

5. 新しいケーブル と交換し ます。 
コネ ク タ を穴に差し込んで確実に押し ます。 コネ ク タには、 一方向だけに入る よ う にキーが付いています。 所定の位
置でカチッ と音がし ます。

ケーブル
リ リ ース

CCB01-010BT ベース ：
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スキ ャナバッ テ リ の交換
1. スキ ャナのエン ド キ ャ ッ プ （持ち手端部分） にあ るネジを回し緩めて く ださ

い。

2. エン ド キ ャ ッ プ外し、 バッ テ リ ーを らゆっ く り 引 く 抜いて く ださい。

3. 新しいバッ テ リ ーを同じ箇所に差し込んで く ださい。

4. エン ド キ ャ ッ プをかぶせ、 ス ク リ ューを締めて下さい。

スキ ャナの ト ラブルシューテ ィ ング

電源を入れる と、 スキ ャナはその都度セルフテス ト を自動的に実行し ます。 お
使いのスキ ャナが正常に機能し ない場合は、 以下の ト ラブルシューテ ィ ングガ
イ ド に従って問題点を明らかにし て く ださい。

電源が入っていますか？レーザーエイマーがオンになっていますか？ 

レーザーエイマーが示されない場合は、 以下の点をチェ ッ ク し て く ださい。

• ケーブルが正し く 接続されているか。
• ホス ト システムの電源がオンになっているか。 （外部電源を使用し ない場合。）
• ボタ ンが動作するか。

シンボルの読み取 り でスキ ャナに問題があ り ますか？

シンボルを正し く 読み取ら ない場合は、 スキ ャナウ ィ ン ド ウに汚れがないか、 以下の項目を確認し て く ださ い。

• シンボルに汚れ、 荒れ、 傷、 あ るいは欠けがないか。
• シンボルの表面に霜や水滴が付いていないか。
• ンボルがスキ ャナ、 またはスキ ャナが接続されているデコーダーで有効になっているか。

バーコード が表示されて も入力されませんか？

ホス ト システムによ っては、 バーコードデータ を入力する ためにキーを押す必要があ る場合があ り ます。 （Enter/Return 
キーや Tab キーなど。）

• サフ ィ ッ ク ス を設定する必要があ り ます。 サフ ィ ッ ク ス を設定する と、 イ メ ージ ャはバーコードデータ と必要なキー
（「CR」 など） を出力し、 アプ リ ケーシ ョ ンにデータ を入力する こ と ができ ます。 詳細についてはプレ フ ィ ッ ク ス／サ
フ ィ ッ ク スについて beginning on page 5-1 を参照し て く ださ い。

スキ ャナがバーコード を間違って読み取っていませんか？

スキ ャナがバーコード を読み取って も、 データがホス ト 画面に正し く 表示されない場合は

• スキ ャナが適切な ター ミ ナルイ ン タ フ ェース用に設定されていない可能性があ り ます。 
例えば、 「12345」 を読み取って も、 ホス ト は 「@es%」 と表示する場合など。

正しいプラ グ & プレ イバーコード またはター ミ ナル選択バーコード でスキ ャナを設定し て く ださい。 イ ン ターフ ェース
の設定 beginning on page 2-1 を参照し て く ださい。

• スキ ャナは、 バーコードデータ を正し く 出力する よ う に設定されていない可能性があ り ます。
例えば、 「12345」 を読み取って も ホス ト は 「A12345B」 と表示する場合など。

正しいシンボルを選択し て イ メ ージ ャ を再設定し て く ださい。 Chapter 7 を参照し て く ださい。

スキ ャナがバーコード を ま った く 読み取ら ない。

1. 本書の後ろにあ るサンプルバーコード を読み取 り ます。 スキ ャナがサンプルバーコー ト を読み取る場合は、 お使いの
バーコード が読み取 り 可能か確認し て く ださい。
お使いのバーコード シンボルが有効になっているか確認し て く ださい （Chapter 7 を参照。）  

それでもサンプルバーコード を読み取れない場合は、 すべてのシンボル (page 7-1) を読み取って く ださい。

スキ ャナで設定されているプロ グ ラ ミ ングオプシ ョ ンが不明の場合、 または出荷時初期設定を復元し たい場合は、 標準
の製品初期設定への リ セ ッ ト on page 10-3 を参照し て く ださい。

エン ド キャ ップ
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コード レ スシステムの ト ラブルシューテ ィ ング

ベースユニ ッ ト の ト ラブルシ ューテ ィ ング
Note: スキ ャナな らびにベースユニ ッ ト の 新フ ァーム ウ ェ アについては、 ウ ェブサイ ト  (www.honeywellaidc.com) のサー

ビ ス＆サポー ト セ ク シ ョ ンにア ク セス く ださい。

お使いのベースが正常に機能し ない場合は、 以下の ト ラブルシューテ ィ ングガ イ ド に従って問題点を確認し て く ださ い。

赤色 LED ラ イ ト がつき ますか。 

赤色 LED ラ イ ト がつかない場合は、 以下の点をご確認 く ださい。

• 電源ケーブルが正し く 接続されてお り 、 電源に電気が投入されているか。
• ホス ト システムの電源がオンになっているか。 （外部電源を使用し ない場合。）

緑色 LED ラ イ ト がつき ますか。 

緑色 LED ラ イ ト がつかない場合は、 以下の点をご確認 く ださい。

• スキ ャナがベースにき ちん と置かれているか。
• 外部電源またはホス ト デバイ スから 12V の電力が供給されているか。
• 充電モード が有効になっているか。 (See " ブザー ・ LED のシーケン ス と意味 " on page 3-5 を参照 )
• バッ テ リ ーに異常がないか、 重度の充電不足ではないか。 こ の場合は、 スキ ャナの許容レベルまでバッ テ リ ー ト リ ク

ル充電を行い、 その後、 一般の充電サイ クルに転じ ます。

コード レ ス スキ ャナの ト ラブルシ ューテ ィ ング
Note: スキ ャナのバッ テ リ ーが充電されている こ と をご確認 く ださい。

スキ ャナやベースの 新フ ァーム ウ ェ アについては、 ウ ェブサイ ト (www.honeywellaidc.com) のサービ ス＆サポー ト
セ ク シ ョ ンにア ク セス く ださい。

シンボルの読み取 り でスキ ャナに問題があ り ますか？

シンボルを正し く 読み取ら ない場合は、 以下の項目を確認し て く ださい。

• シンボルに汚れ、 荒れ、 傷、 あ るいは欠けがないか。
• シンボルの表面に霜や水滴が付いていないか。
• スキ ャナ と接続されているベース も し く はア ク セスポイ ン ト が有効か。

バーコード が表示された ものの、 入力されませんか？

ホス ト システムによ っては、 バーコードデータ を入力する ためにキーを押す必要があ る場合があ り ます。 （Enter/Return 
キーや Tab キーなど。）

• サフ ィ ッ ク ス を設定する必要があ り ます。 サフ ィ ッ ク ス を設定する と、 イ メ ージ ャはバーコードデータ と必要なキー
（「CR」 など） を出力し、 アプ リ ケーシ ョ ンにデータ を入力する こ と ができ ます。 詳細についてはプレ フ ィ ッ ク ス／サ
フ ィ ッ ク スについて on page 5-1 を参照し て く ださい。

スキ ャナがバーコード を間違って読み取っていませんか？

スキ ャナがバーコード を読み取って も、 データがホス ト 画面に正し く 表示されない場合は

• ベース またはア ク セスポイ ン ト が適切な ター ミ ナルイ ン タ フ ェース用に設定されていない可能性があ り ます。 例えば、
「12345」 を読み取って も、 ホス ト は 「@es%」 と表示する場合など。

正しいプラ グ & プレ イバーコード またはター ミ ナル選択バーコード でベース またはア ク セスポイ ン ト を設定し て く ださ
い。 イ ン ターフ ェースの設定 beginning on page 2-1 を参照し て く ださい。

• ベース またはア ク セスポイ ン ト は、 バーコードデータ を正し く 出力する よ う に設定されていない可能性があ り ます。
例えば、 「12345」 を読み取って も ホス ト は 「A12345B」 と表示する場合など。

正しいシンボルを選択し てベース またはア ク セスポイ ン ト を再設定し て く ださい。 Chapter 7 を参照し て く ださい。

スキ ャナがバーコード を ま った く 読み取ら ない。

• 本書の後ろにあ るサンプルバーコード を読み取 り ます。 スキ ャナがサンプルバーコー ト を読み取る場合は、 お使いの
バーコード が読み取 り 可能か確認し て く ださい。

お使いのバーコード シンボルが有効になっているか確認し て く ださい （Chapter 7 を参照。）  

それでもサンプルバーコード を読み取れない場合は、 すべてのシンボル on page 7-1 （すべてのシンボル 　 有効） を読み
取って く ださい。
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カスタマーサポート
テ ク ニカルサポー ト

イ ン ス ト ールや ト ラブルシューテ ィ ングに関するサポー ト が必要な場合は、 以下の方法でご連絡 く ださい。

サポー ト 情報 ： www.hsmknowledgebase.com

サポー ト 情報には多 く の解決方法がございます。 サポー ト 情報で解決し ない場合は、 テ ク ニカルサポー ト （以下参照） で問
題のレポー ト または質問を報告し て く ださい。

テ ク ニカルサポー ト ポータル ： www.hsmsupportportal.com

テ ク ニカルサポー ト ポータルは問題を報告するだけでな く 、 サポー ト 情報から技術問題を検索し て解決方法を提供し ます。
ポータルにて、 オン ラ イ ンで質問の提出や追跡、 フ ァ イルの送受信が可能です。 

ウ ェブフ ォーム ： www.hsmcontactsupport.com

オン ラ イ ンサポー ト フ ォームに入力する こ と で、 テ ク ニカルサポー ト チームに直接コ ン タ ク ト でき ます。 お客様の情報と質
問や問題の詳細を入力し て く ださい。

電話 ： www.honeywellaidc.com/locations

新の問い合わせ先は、 上記のウ ェブサイ ト を確認し て く ださい。

製品のサービ ス と修理

Honeywell 社は、 世界中のサービ スセン ターを通し て全製品に対するサービ ス を提供し ています。 保証期間内または保証期間
後の修理を受けるためには www.honeywellaidc.com から Support > Contact Service and Repair に進んでいただき、 ご使用の地域
での Return Material Authorization 番号 (RMA #) を入手する方法を確認し て く ださい。 製品を返送する前に、 この手順に従って
く ださい。

条件付保証

Honeywell International Inc. （以下 “ ハネウ ェル社 ”） は、 出荷時にはその製品と ア ク セサ リ の材料および製造品質に欠陥がな
く 、 お買い上げいただいた製品に適用されるの公式な仕様に適合する こ と を保証いた し ます。 この保証は、 以下の場合には
ハネウ ェル社の製品であって も対象外 と な り ます。 （ⅰ） 設置または使用方法が不適切。 （ⅱ） 正しい保守、 サービ ス、 および
清掃手順に従わなかった場合を含めて事故や不注意で損傷。 または （ⅲ） 以下の結果損傷し た場合 ： （Ａ） お客様または第三
者が変更や改造を行った。 （Ｂ） イ ン タ フ ェース接続に過大な電圧や電流がかかった り 流れた り し た。 （Ｃ） 静電気または静電
気放電。 （Ｄ） 指定の動作パラ メ ータ を超え る条件で使用し た。 （Ｅ） ハネウ ェル社または正規代理店以外が製品の修理や整備
を行った。

この保証期間は、 ハネウ ェル社の出荷時点から、 ご購入時に製品に対し てが公式に示し た期間 （「保証期間」） と し ます。 欠
陥品は、 点検のために保証期間内にハネウ ェル社の工場または正規サービ スセン ターにかな らず返却し て く ださい。 RMA
（Return Material Authorization） が無ければ、 ハネウ ェル社はどんな製品も受け付けません。 RMA は、 ハネウ ェル社に連絡す
れば取得でき ます。 保証期間内にハネウ ェル社または正規サービ スセン ターに製品が返却され、 材料または製造品質の欠陥
によ って製品が故障し た こ と を確認し た場合、 ハネウ ェル社はその選択によ って製品を無償で修理または交換いた し ます。
ただし、 ハネウ ェル社への返却送料はご負担 く ださい。

該当する法律によ って規定されている場合を除き、 上記の保証は、 明示的であって も暗黙のものであって も、 また口頭で
あって も書面であって も限定される こ と な く 、 特定の目的に対する商品性や適合のあ ら ゆる暗黙の保証を含む他のあ ら ゆる
契約に代わる ものです。

この保証によ るハネウ ェル社の賠償責任 とお客様が受け られる唯一の補償は、 欠陥品の修理または交換に限られます。 いか
なる場合も、 ハネウ ェル社は、 直接的、 間接的、 あ るいは結果的な損害には一切責任を負いません。 また、 こ こ でお買い上げ
いただいた製品に関し て生じ たハネウ ェル社の賠償額は （そ う し た賠償責任が契約、 保証、 不法行為などに基づ く 請求によ
る ものであって も関係な く ）、 その製品のためにハネウ ェル社 にお支払いいただいた実際の金額を限度 と し ます。 これらの賠
償責任の限度は、 そのよ う な、 けが、 損失、 損害などの可能性についてが知ら されていた場合であって も ま った く 有効です。 
ハネウ ェル社が知ら されていた場合であって も ま った く 有効です。 一部の州、 地区、 あ るいは国などでは、 偶発的または結
果的な損害の除外または制限を認めていません。 その場合、 上記の制限または除外がお客様に適用されない場合があ り ます。
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こ の条件付保証項目はすべて区分されてお り 、 分離が可能です。 つま り 、 いずれかの条項が無効のま ま実施でき ない場合で
も、 その決定は他の項目を実施する有効性には関係あ り ません。 こ の周辺装置には、 ケーブル、 電源、 ク レ イ ド ル、 および
ド ッ キングステーシ ョ ンが含まれます。 ハネウ ェル社は、 これらの保証を製品の 初のエン ド ユーザにのみ適用し ます。 こ
れらの保証は譲渡でき ません。

Voyager 1450g スキ ャナの保証期間は、 5 年と し ます。 

Voyager 1452g スキ ャナの保証期間は、 3 年と し ます。 

CCB01-010BT チャージベースの保証期間は、 3 年と し ます。 

Voyager 1452 のバッ テ リ の保証期間は、 1 年 と し ます。
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付録チャート
シンボルチャー ト

Note: 「m」 は、 AIM モデ ィ フ ァ イ アのキ ャ ラ ク タ を示し ます。 AIM モデ ィ フ ァ イ アキ ャ ラ ク タの詳細については、
International Technical Specification の Symbology Identifiers を参照し て く ださい。

特定のシンボルに対するプレ フ ィ ッ ク ス／サフ ィ ッ ク スの入力は、 汎用 （All Symbologies, 99） 入力に優先し ます。

コード ID と AIM ID の使用方法については、 データ編集 beginning on page 5-1 とデータ フ ォーマ ッ ト beginning on page 6-1 を
参照し て く ださい。

リ ニアシンボル

AIM Honeywell

シンボル ID モデ ィ フ ァ イ (m) ID Hex

すべてのシンボル 99

Codabar ]Fm 0-1 a 61

Code 11 ]H3 h 68

Code 128 ]Cm 0, 1, 2, 4 j 6A

Code 32 Pharmaceutical (PARAF) ]X0 < 3C

Code 39 (Full ASCII モード対応 ) ]Am 0, 1, 3, 4, 5, 7 b 62

TCIF Linked Code 39 （TLC39） ]L2 T 54

Code 93 and 93i ]Gm 0-9, A-Z, 
a-m

i 69

EAN ]Em 0, 1, 3, 4 d 64

EAN-13 (Bookland EAN を含む ) ]E0 d 64

EAN-13 with Add-On （ア ド オン付き EAN-13） ]E3 d 64

EAN-13 with Extended Coupon Code （拡張クーポ
ン コード付き EAN-13）

]E3 d 64

EAN-8 ]E4 D 44

EAN-8 with Add-On （ア ド オン付き EAN-13） ]E3 D 44

GS1

GS1 DataBar （GS1 データバー） ]em 0 y 79

GS1 データバー限定型 ]em { 7B

GS1 DataBar 拡張型 ]em } 7D

GS1-128 ]C1 I 49

2 of 5

中国郵便コード ( 香港 2 of 5) ]X0 Q 51

Interleaved 2 of 5 ]Im 0, 1, 3 e 65

Matrix 2 of 5 ]X0 m 6D

NEC 2 of 5 ]X0 Y 59

Straight 2 of 5 IATA ]Rm 0, 1, 3 f 66

Straight 2 of 5 Industrial ]S0 f 66

MSI ]Mm 0, 1 g 67

UPC 0, 1, 2, 3, 8, 9, A, B, C

UPC-A ]E0 c 63
A - 1



２ 次元シンボル

郵便シンボル

UPC-A with Add-On （ア ド オン付き UPC-A） ]E3 c 63

UPC-A with Extended Coupon Code （拡張コード
付き UPC-A）

]E3 c 63

UPC-E ]E0 E 45

UPC-E with Add-On （ア ド オン付き UPC-E） ]E3 E 45

UPC-E1 ]X0 E 45

Honeywell Code ID 追加 5C80

AIM Code ID 追加 5C81

Backslash 追加 5C5C

Batch mode quantity 5 35

AIM Honeywell

シンボル ID モデ ィ フ ァ イ (m) ID Hex

すべてのシンボル 99

Aztec コード ]zm 0-9, A-C z 7A

Chinese Sensible Code （漢信コード） ]X0 H 48

Codablock A ]O6 0, 1, 4, 5, 6 V 56

Codablock F ]Om 0, 1, 4, 5, 6 q 71

Code 49 ]Tm 0, 1, 2, 4 l 6C

Data Matrix ]dm 0-6 w 77

GS1 ]em 0-3 y 79

GS1 Composite （GS1 コ ンポジ ッ ト ） ]em 0-3 y 79

GS1 データバー標準型 ]em 0-3 y 79

MaxiCode ]Um 0-3 x 78

PDF417 ]Lm 0-2 r 72

MicroPDF417 ]Lm 0-5 R 52

QR コード ]Qm 0-6 s 73

Micro QR コード ]Qm s 73

AIM Honeywell

シンボル ID モデ ィ フ ァ イ (m) ID Hex

すべてのシンボル 99

Australian Post （オース ト ラ リ ア郵便） ]X0 A 41

British Post （英国郵便） ]X0 B 42

Canadian Post （カナダ郵便） ]X0 C 43

China Post （中国郵便） ]X0 Q 51

AIM Honeywell

シンボル ID モデ ィ フ ァ イ (m) ID Hex
A - 2



ASCII 変換チャー ト （コードページ 1252）

キーボード アプ リ ケーシ ョ ンで、 ASCII コ ン ト ロールキ ャ ラ ク タは以下のよ う に 3 つの異なる方法で表現されます。 CTRL+X 
フ ァ ン ク シ ョ ンキーは OS と アプ リ ケーシ ョ ンによ って異な り ます。 以下のテーブルは Microsoft で使用される共通の機能の
リ ス ト です。 こ の表は、 米国方式のキーボード に適用されます。 特定のキ ャ ラ ク タは、 国コード / PC の地域設定によ って異
なる場合があ り ます。 

InfoMail ]X0 , 2c

Intelligent Mail Bar Code ]X0 M 4D

Japanese Post （日本郵便） ]X0 J 4A

KIX (Netherlands) Post （オラ ンダ郵便） ]X0 K 4B

Korea Post （韓国郵便） ]X0 ? 3F

Planet コード ]X0 L 4C

Postal-4i ]X0 N 4E

Postnet ]X0 P 50

印刷不可能な            ASCII コ ン ト
ロール キ ャ ラ ク タ

キーボード コ ン ト ロール + ASCII (CTRL+X) モード 

コ ン ト ロール + X モード オフ 
(KBDCAS0)

Windows モード コ ン ト ロール + X モード オン 
(KBDCAS2)

DEC HEX Char CTRL + X CTRL + X function

0 00 NUL Reserved CTRL+ @

1 01 SOH NP Enter CTRL+ A Select all

2 02 STX Caps Lock CTRL+ B Bold

3 03 ETX ALT Make CTRL+ C Copy

4 04 EOT ALT Break CTRL+ D Bookmark

5 05 ENQ CTRL Make CTRL+ E Center

6 06 ACK CTRL Break CTRL+ F Find

7 07 BEL Enter / Ret CTRL+ G  

8 08 BS (Apple Make) CTRL+ H History

9 09 HT Tab CTRL+ I Italic

10 0A LF (Apple Break) CTRL+ J Justify

11 0B VT Tab CTRL+ K hyperlink

12 0C FF Delete CTRL+ L
list, 
left align

13 0D CR Enter / Ret CTRL+ M

14 0E SO Insert CTRL+ N New

15 0F SI ESC CTRL+ O Open

16 10 DLE F11 CTRL+ P Print

17 11 DC1 Home CTRL+ Q Quit

18 12 DC2 PrtScn CTRL+ R

19 13 DC3 Backspace CTRL+ S ??

20 14 DC4 Back Tab CTRL+ T

21 15 NAK F12 CTRL+ U

22 16 SYN F1 CTRL+ V Paste 

23 17 ETB F2 CTRL+ W

24 18 CAN F3 CTRL+ X

25 19 EM F4 CTRL+ Y

AIM Honeywell

シンボル ID モデ ィ フ ァ イ (m) ID Hex
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下位 ASCII R リ フ ァ レ ン ステーブル

Note: Windows コード ページ 1252 および 下位 ASCII は同じ キ ャ ラ ク タ を使用し ます。 

26 1A SUB F5 CTRL+ Z

27 1B ESC F6 CTRL+ [

28 1C FS F7 CTRL+ \

29 1D GS F8 CTRL+ ]

30 1E RS F9 CTRL+ ^

31 1F US F10 CTRL+ -

127 7F ⌂ NP Enter

印刷可能なキ ャ ラ ク タ

DEC HEX 文字 DEC HEX 文字 DEC HEX 文字 

32 20 <SPACE> 64 40 @ 96 60 `
33 21 ! 65 41 A 97 61 a
34 22 " 66 42 B 98 62 b
35 23 # 67 43 C 99 63 c
36 24 $ 68 44 D 100 64 d
37 25 % 69 45 E 101 65 e
38 26 & 70 46 F 102 66 f
39 27 ' 71 47 G 103 67 g
40 28 ( 72 48 H 104 68 h
41 29 ) 73 49 I 105 69 i
42 2A * 74 4A J 106 6A j
43 2B + 75 4B K 107 6B k
44 2C , 76 4C L 108 6C l
45 2D - 77 4D M 109 6D m
46 2E . 78 4E N 110 6E n
47 2F / 79 4F O 111 6F o
48 30 0 80 50 P 112 70 p
49 31 1 81 51 Q 113 71 q
50 32 2 82 52 R 114 72 r
51 33 3 83 53 S 115 73 s
52 34 4 84 54 T 116 74 t
53 35 5 85 55 U 117 75 u
54 36 6 86 56 V 118 76 v
55 37 7 87 57 W 119 77 w
56 38 8 88 58 X 120 78 x
57 39 9 89 59 Y 121 79 y
58 3A : 90 5A Z 122 7A z
59 3B ; 91 5B [ 123 7B {
60 3C < 92 5C \ 124 7C |
61 3D = 93 5D ] 125 7D }
62 3E > 94 5E ^ 126 7E ~
63 3F ? 95 5F _ 127 7F ⌂

印刷不可能な            ASCII コ ン ト
ロール キ ャ ラ ク タ

キーボード コ ン ト ロール + ASCII (CTRL+X) モード 

コ ン ト ロール + X モード オフ 
(KBDCAS0)

Windows モード コ ン ト ロール + X モード オン 
(KBDCAS2)

DEC HEX Char CTRL + X CTRL + X function
A - 4



拡張 ASCII キ ャ ラ ク タ

DEC HEX CP 1252 ASCII 代替拡張 PS2 Scan Code

128 80 € Ç up arrow ↑ 0x48

129 81 ü down arrow ↓ 0x50

130 82 ‚ é right arrow → 0x4B

131 83 ƒ â left arrow ← 0x4D

132 84 „ ä Insert 0x52
133 85 … à Delete 0x53
134 86 † å Home 0x47
135 87 ‡ ç End 0x4F
136 88 ˆ ê Page Up 0x49
137 89 ‰ ë Page Down 0x51
138 8A Š è Right ALT 0x38
139 8B ‹ ï Right CTRL 0x1D
140 8C Œ î Reserved n/a
141 8D ì Reserved n/a
142 8E Ž Ä Numeric Keypad Enter 0x1C
143 8F Å Numeric Keypad / 0x35
144 90 É F1 0x3B
145 91 ‘ æ F2 0x3C
146 92 ’ Æ F3 0x3D
147 93 “ ô F4 0x3E
148 94 ” ö F5 0x3F
149 95 • ò F6 0x40
150 96 – û F7 0x41
151 97 — ù F8 0x42
152 98 ˜ ÿ F9 0x43
153 99 ™ Ö F10 0x44
154 9A š Ü F11 0x57
155 9B › ¢ F12 0x58
156 9C œ £ Numeric Keypad + 0x4E
157 9D ¥ Numeric Keypad - 0x4A
158 9E ž ₧ Numeric Keypad * 0x37
159 9F Ÿ ƒ Caps Lock 0x3A
160 A0 á Num Lock 0x45
161 A1 ¡ í Left Alt 0x38
162 A2 ¢ ó Left Ctrl 0x1D
163 A3 £ ú Left Shift 0x2A
164 A4 ¤ ñ Right Shift 0x36
165 A5 ¥ Ñ Print Screen n/a
166 A6 ¦ ª Tab 0x0F
167 A7 § º Shift Tab 0x8F
168 A8 ¨ ¿ Enter 0x1C
169 A9 © ⌐ Esc 0x01
170 AA ª ¬ Alt Make 0x36
171 AB « ½ Alt Break 0xB6
172 AC ¬ ¼ Control Make 0x1D
173 AD ¡ Control Break 0x9D
174 AE ® « Alt Sequence with 1 Character 0x36
175 AF ¯ » Ctrl Sequence with 1 Character 0x1D
176 B0 ° ░
177 B1 ± ▒
178 B2 ² ▓
A - 5



179 B3 ³ │
180 B4 ´ ┤
181 B5 µ ╡
182 B6 ¶ ╢
183 B7 · ╖
184 B8 ¸ ╕
185 B9 ¹ ╣
186 BA º ║
187 BB » ╗
188 BC ¼ ╝
189 BD ½ ╜
190 BE ¾ ╛
191 BF ¿ ┐
192 C0 À └
193 C1 Á ┴
194 C2 Â ┬
195 C3 Ã ├
196 C4 Ä ─
197 C5 Å í
198 C6 Æ ╞
199 C7 Ç ╟
200 C8 È ╚
201 C9 É ╔
202 CA Ê ╩
203 CB Ë ╦
204 CC Ì ╠
205 CD Í ═
206 CE Î ╬
207 CF Ï ╧
208 D0 Ð ╨
209 D1 Ñ ╤
210 D2 Ò ╥
211 D3 Ó ╙
212 D4 Ô ╘
213 D5 Õ ╒
214 D6 Ö ╓
215 D7 × ╫
216 D8 Ø ╪
217 D9 Ù ┘
218 DA Ú ┌
219 DB Û █
220 DC Ü ▄
221 DD Ý ▌
222 DE Þ ▐
223 DF ß ▀
224 E0 à α
225 E1 á ß
226 E2 â Γ
227 E3 ã π
228 E4 ä Σ
229 E5 å σ
230 E6 æ µ

拡張 ASCII キ ャ ラ ク タ (Continued)

DEC HEX CP 1252 ASCII 代替拡張 PS2 Scan Code
A - 6



ISO 2022/ISO 646 キ ャ ラ ク タ変換

コードページでは、 キ ャ ラ ク タ コード のキ ャ ラ ク タへの割当てを定義し ます。 受信し たデータが正しいキ ャ ラ ク タ を表示し
ない場合は、 読み取ったバーコード が、 ホス ト プロ グ ラ ムが期待するの と は別のコードページで作られている可能性があ り
ます。 その場合は、 バーコード が作成された と きのコードページを選択し て く ださい。 これでデータ キ ャ ラ ク タが正し く 表

示されます。

231 E7 ç τ
232 E8 è Φ
233 E9 é Θ
234 EA ê Ω
235 EB ë δ
236 EC ì ∞
237 ED í φ
238 EE î ε
239 EF ï ∩
240 F0 ð ≡
241 F1 ñ ±
242 F2 ò ≥
243 F3 ó ≤
244 F4 ô ⌠
245 F5 õ ⌡
246 F6 ö ÷
247 F7 ÷ ≈
248 F8 ø °
249 F9 ù ·
250 FA ú ·
251 FB û √
252 FC ü ⁿ
253 FD ý ²
254 FE þ ■
255 FF ÿ

コードページ選択方法 / 国 標準 国別キーボード Honeywell コード
ページオプシ ョ ン

ア メ リ カ 
(standard ASCII)

ISO/IEC 646-IRV n/a 1

自動国キ ャ ラ ク タ置換 ISO/IEC 2022 n/a 2 （デフ ォル ト ）

バイナ リ コードページ n/a n/a 3

デフ ォル ト の “ 自動国キ ャ ラ ク タ置換 ” は以下の Code128、 Code 39、 Code 93. 用 Honeywell コードページオプシ ョ ンを選
択し ます。

ア メ リ カ ISO/IEC 646-06 0 1

カナダ ISO /IEC 646-121 54 95

カナダ ISO /IEC 646-122 18 96

日本 ISO/IEC 646-14 28 98

中国 ISO/IEC 646-57 92 99

イ ギ リ ス （UK) ISO /IEC 646-04 7 87

フ ラ ン ス ISO /IEC 646-69 3 83

ド イ ツ ISO/IEC646-21 4 84

拡張 ASCII キ ャ ラ ク タ (Continued)

DEC HEX CP 1252 ASCII 代替拡張 PS2 Scan Code
A - 7



ス イ ス ISO /IEC 646-CH 6 86

ス ウ ェーデン / フ ィ ン ラ ン ド （拡張
Annex C）

ISO/IEC 646-11 2 82

ア イルラ ン ド ISO /IEC 646-207 73 97

デンマーク ISO/IEC 646-08 8 88

ノ ルウ ェー ISO/IEC 646-60 9 94

イ タ リ ア ISO/IEC 646-15 5 85

ポル ト ガル ISO/IEC 646-16 13 92

スペイ ン ISO/IEC 646-17 10 90

スペイ ン ISO/IEC 646-85 51 91

Dec 35 36 64 91 92 93 94 96 123 124 125 126

Hex 23 24 40 5B 5C 5D 5E 60 7B 7C 7D 7E

US 0 1 # $ @ [ \ ] ^ ` { | } ~

CA 54 95 # $ à â ç ê î ô é ù è û

CA 18 96 # $ à â ç ê É ô é ù è û

JP 28 98 # $ @ [ ¥ ] ^ ` { | } ‾

CN 92 99 # ¥ @ [ \ ] ^ ` { | } ‾

GB 7 87 £ $ @ [ \ ] ^ ` { | } ˜

FR 3 83 £ $ à ° ç § ^ µ é ù è ¨

DE 4 84 # $ § Ä Ö Ü ^ ` ä ö ü ß

CH 6 86 ù $ à é ç ê î ô ä ö ü û

SE/FI 2 82 # ¤ É Ä Ö Å Ü é ä ö å ü

DK 8 88 # $ @ Æ Ø Å ^ ` æ ø å ˜

NO 9 94 # $ @ Æ Ø Å ^ ` æ ø å ¨

IE 73 97 £ $ Ó É Í Ú Á ó é í ú á

IT 5 85 £ $ § ° ç é ^ ù à ò è ì

PT 13 92 # $ § Ã Ç Õ ^ ` ã ç õ °

ES 10 90 # $ § ¡ Ñ ¿ ^ ` ° ñ ç ˜

ES 51 91 # $ · ¡ Ñ Ç ¿ ` ´ ñ ç ¨

国 国
キ

ー
ボ

ー
ド

H
o
n
ey

w
el

l
コ

ー
ド

ペ
ー

ジ

ISO / IEC 646 国キ ャ ラ ク タ変換

コードページ選択方法 / 国 標準 国別キーボード Honeywell コード
ページオプシ ョ ン
A - 8



ユニコード キーマ ッ プ

6E 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 7A 7B 7C 7D 7E

4B 50 55
4C 51 56

01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0F
10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 1A 1B 1C 1D
1E

2C

1F 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 2B

392E 2F 30 31 32 33 34 35 36 37 53
4F 54 593A 3B 3C 3E 3F 38 403D

5A 5F 64
5B 60 65
5C 61 66
5D 62 67
63 68

69

6A

6C

104 キー 　 ア メ リ カス タ イル

6E 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 7A 7B 7C 7D 7E

4B 50 55
4C 51 56

01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0F
10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 1A 1B 1C
1E

2C

1F 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29
2B

392E 2F 30 31 32 33 34 35 36 37 53
4F 54 593A 3B 3C 3E 3F 38 403D

5A 5F 64
5B 60 65
5C 61 66
5D 62 67
63 68

69

6A

6C

2A

2D

105 キー 　 ヨーロ ッパス タ イルキー
A - 9



サンプルシンボル
UPC-A

0  123456  7890

Interleaved 2 of 5

1234567890

EAN-13

9  780330  290951

Code 128

Code 128

Code 39

BC321

Codabar

A13579B

Code 93

123456-9$

Straight 2 of 5 Industrial

123456



6543210

Matrix 2 of 5

GS1 DataBar ?GS1 ?????

(01)00123456789012

PDF417

Car Registration

Data Matrix

Test Symbol

QR ???

Numbers

Aztec

Package Label

MaxiCode

Test Message

Micro PDF417

Test Message

Postnet

Zip Code



4-CB (4-State Customer Bar Code)

01,234,567094,987654321,01234567891

ID-tag (UPU 4-State)

J18CUSA8E6N062315014880T



プログラミングチャート

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9



プログラミングチャート

Note: 文字または数字 （Save を読み取る前に） を スキ ャ ン しエラーし た場合は、 Discard( 破棄 ) を読み取 り 、 正確に文字また
は数字を も う 一度スキ ャ ン し て、 Save （保存） を読み取って く ださい。

A

B

C

D

E

F

保存

破棄

リ セ ッ ト
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